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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　９月27日（日曜日）
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　９月28日（月曜日）




　彼女は憂ゆう鬱うつな朝を迎むかえた。朝食を取り、着き替がえて、髪かみを整えて家を出た。

　あの事件が起きた日、９月17日が、まだ夢を見ただけのように感じられる。

　あれから、学校はしばらく閉へい鎖さされた。世間を恐きよう怖ふに叩たたき落おとした大事件の主犯である彼は、まだ捕つかまっていない。

　多数の死傷者が出た。その中には、知り合いも多くいた。学校が再開された時、彼女は登校するのを恐おそれた。彼と行動を共にしていたからである。

　それでも、仕方なく学校に行った。それが役割だったからだ。

　彼女を責める者は、誰もいなかった。話しかけてくれた新しい友人すらいた。

　こうして普ふ通つうの学生生活を送っている。

　なぜなのだろう、と彼女は思った。

　彼らと自分の違ちがいが、どうしても理解できない。それが彼を苦しめたのだろうか。

　憂鬱だった。

　普通の学生生活が楽しくなかった。虚きよ構こうのように感じられた。

　交差点に出る。信号は赤だった。彼女は待つ。

　結局、あの事件は何だったのだろう。

　誰もが傷つき、誰もが何もかも失ったアレは、誰が望み、誰が何を得たのか。

　信号が青になったので渡わたる。……ぼんやりしていたので気付かなかったが、横断歩道の向こうに誰かが立っていた。

　あの人は、どうして信号が青になったのに、立ち止まっているのだろう。

　すると、その人も歩き出す。

　ああ、自分と同じでぼんやりしていたのか。




　銃じゆう声せいが響ひびく。




　あの悪夢が蘇よみがえると同時に、胸の辺りが灼しやく熱ねつのように熱くなり、痛い、痛い、痛い。

　身体からだの中から、大事なものが流れ出ていくのを感じる。そして、指先から全身が冷たくなっていく気がした。

　フードを被かぶった男の顔を、彼女は知っている。

「じゅう、も、ん、じ……」

　言葉が出てこない。

　どうして？　そう聞きたいだけなのに。

　周囲から悲鳴が聞こえる。違う、聞きたいのはそれじゃない。

「すまない」

　男──十じゆう文もん字じは悲しげな目で彼女を見下ろしながら、謝った。

「すまない」

　もう一度、十文字は謝る。

　どうして、どうして、どう、し、て──

「俺はエーミールになれなかった」

　それが、最後に聞いた言葉だった。







　以上が、世間を震しん撼かんさせた、俗ぞくに言う『エーミール事件』の主な内容である。

『復讐者』の十文字の凶きよう行こうを、本人の手記──主にＬＩＮＫのログなどに基もとづいて、第三者の視点から書いた為ため、多少の齟そ齬ごはあるだろうが、証言者の発言と照らし合わせると、ほぼこれが事実だ。




　これは復讐者の物語である。




　ゆえに、復讐が中心の話題となるが、この事件は復讐を賛美するでもなく、復讐を否定するでもない。

　ただ、そこに復讐者がいた。事実はそれだけだ。

　ここまでは、既すでに多くの人々が報道を通じて知っている内容だろう。中には、かつては部外秘だったものも混ざっているため、新しい事実の発見もあるかもしれないが、そこは個人の情報量によるものだ。目立って秘ひ匿とくされた話はない。

　その後、十文字がどうなったのかも、知っての通りである。





真聞『ハンムラビの復讐』から抜ばつ粋すい　夜よ月づき　　
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　９月１日（火曜日）





『目には目を、歯には歯を』の意味を、多くの人々が誤解している。

　これからぼくは、この学校に関かかわる悪党に対して復ふく讐しゆうを行う。

　たとえ神が許しても、ぼくはきみを許さない。　　　エーミール









　夏休み明けの校舎の、校門の脇わきにある壁かべに、そんな内容の落書きが書かれているのを、登校中の俺は目もく撃げきした。

「おぅ……、ミステリ……」

　落書きはかなり巨きよ大だいだったが、全文の内容を把は握あくすることは難しくなかった。スプレーなどで書かき殴なぐられたようなものではない。──コピー用紙のようだ、という感想が適切だろう。文字はコンピューターで打ったような、綺き麗れいで特とく徴ちようの無いゴシック体だった。

　既に落書きの周囲にはロープが張られていて、生徒が近寄らないようにと配はい慮りよされている。しかし、その物もの珍めずらしさに、野や次じ馬うまも多数見受けられた。

　とはいえ、大混乱が起きているというほどでもない。面おも白しろそうだとか、気持ち悪いとか、誰だれの仕し業わざだろうとか。ちょっとした非日常がそこにあって、朝の挨あい拶さつに丁度良いいネタのような扱あつかいを受けていた。

「ハッハッハ！　ついに、ついに来たか！　この私に対する挑ちよう戦せん状じようが！」

　そしていつものように、俺は高笑いをする。当たり前だが、周囲からは白けた視線を浴びた。そんな扱いには、もう慣れている。その程度で何かを思う羞しゆう恥ち心しんなど捨てた。

　俺は鹿しか撃うち帽ぼうを被り直し、懐ふところからブルドッグパイプを取り出す。

　すると野次馬の中に、俺は親友の姿を見かけた。

「やぁやぁ、佐さ藤とう助手。新学期らしい、実にミステリアスな朝だな」

　声をかけたのは、茶ちや髪ぱつのボブカットで、眼鏡をかけた地味な少女──佐藤だった。声をかけられた佐藤は、無言で会え釈しやくをする。

「キミも見たなら話は早い。これは犯行予告だよ。そう、この『名めい探たん偵てい』である私に対して、愚おろかにも『復讐者』は勝負を挑いどんできたのだ！」

　俺が高らかにそう言って落書きを指さすと、野次馬たちの何人かが、興味を失ったかのように校舎へと入っていく。明らかにウザったい男に巻き込まれたくないのだろう。

　その様子を見て、俺は腕うでを下ろす。その間も、佐藤は落書きを注視し続けていた。

「フッ、流石さすがのキミでも気になるかね？」

　俺の質問に対して、佐藤は首を縦に振ふって肯こう定ていする。

「『目には目を、歯には歯を』か、これはハンムラビ法典の引用だな。そして、ご丁てい寧ねいに名前も書いてある。推測するまでもない、国語で習った『あの』エーミールだろう」

　すると、佐藤はスマホを取り出して、俺にＬＩＮＫでメッセージを送ってきた。
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　こんなこともイチイチ文章で伝えてくるほど、佐藤がどうしようもないＬＩＮＫ中毒なのはともかく。その反応には違い和わ感かんを覚えた。

　冒ぼう頭とうの一節が、かの有名なハンムラビ法典の内容であるのは間ま違ちがいないとして、エーミールという名の有名な人物は他ほかにいただろうか。もう一度、俺は落書きを注視する。

　その時、横から声をかけられた。

「久しぶり、二人とも」

　そこに立っていたのは、ソフトモヒカンで眉まゆ毛げの無い、肌はだを黒く焼いた高身長の厳いかつい顔をした青年だった。制服を着ていて細身に見える彼の体格は異常なほどに整然としていて、筋肉の付き方に一いつ切さいの無む駄だがなかった。

　恐おそらくどんなスポーツをしても、彼ならば好成績を出すことが可能だろう。

「ハロー、灰はい賀が選手！　久しぶりだ、会えて嬉うれしいよ」

「……海外の吹ふき替かえドラマの見過ぎだよ、十じゆう文もん字じくん。ここは日本だって」

　その場に立っているだけで、威い圧あつ感かんを与あたえてくる青年の名前は灰賀という。俺にとっては、珍めずらしい種類の友人の一人だ。幸か不幸か、それは灰賀にとっても同じらしい。

　十人が見れば八人が不良だと思い、二人がヤクザだと思う程凶きよう悪あくな顔をしているため、灰賀に友人が出来にくいというのも頷うなずける。ただ、顔に似合わず善良な性格の彼にとって、そんな理由で避さけられるのはあまり気分が良くないらしい。

　そういった、特とく殊しゆらしくもない人間臭くささを、俺は結構気に入っていた。

「すごいステンシルだけど、これって犯行予告ってやつなのかなぁ」

　のんびりと灰賀が質問する。

「ああ、きっと私に対する挑戦状だろう。よりにもよって、この『名探偵』のいる学校でこのようなイタズラを──」

「あっ、佐藤さん。今日は始業式だけど、部活はあるの？」

「そんなキミのマイペースさが、私は大好きだ！」

　自分から話題を振っておきながら、灰賀は露ろ骨こつに俺の話をスルーする。

　佐藤はＬＩＮＫを送り、それを確かく認にんした灰賀は笑おうとするが、どれだけ笑え顔がおを作ろうとしても、その強面こわもては凄すごんでいるようにしか見えない。

「そっかぁ。じゃあ、部活の時にでもまた顔を出すよ。十文字くんも、本物の探偵みたいに、厄やつ介かい事ごとに巻き込まれないように気をつけてね」

　灰賀は俺たちに背を向けて校門に入り、皆みんなが向かう校舎とは離はなれた位置にある建物に向かう。周囲に誰もいないことを確認した俺は、パイプをしまって小声で呟つぶやく。

「──あれは嫌いやみだったのかな。灰賀選手だし、そんな意図はまったくないだろうけど。本物の天才が言うと、それも分からないものだね」

　そう言うと、佐藤は何も言わずにトテトテと後ろをついてくる。







　始業式は相変わらず格式張っていた。県内で有数の進学校ということもあり、校長の話は長い。これからは、グローバルな人間を世間は求めるらしく、第二外国語を必修にするという話をしていた。

　英語だけでも億おつ劫くうなのに、中国語やイタリア語、フランス語などの選せん択たく科目が来年に導入されるそうだ。勝手に話を決めるなよ、と思いつつ俺は周囲を見み渡わたす。

　分かりやすく珍しいことがあったと言えば、始業式に教頭が出席していたことか。

　学校改革の中心人物で、この学校に新しい制度である『普ふ通つう科か』と『特進科』を作りだし、特に特進科生徒の誘ゆう致ちと特別教育、スポンサーをつけるなどの、過か剰じようとも言える格差を生徒たちに見せつける教育を行ってきた人物だ。今朝出会った灰賀も特進生、そうした『特別な人間』の一人である。

　自分もあのように、特別な存在であるはずだ。

　自分には、世界に一つだけの個性がある。

　この学校が進学校として近年台頭してきたのは、そういった過剰な自意識を煽あおる教育の賜たま物ものと言ってもいい。それはそれで良いことだろうけど、そういう連中が俺は好きではなかった。教頭の言葉に踊おどらされるような間ま抜ぬけは、分相応に生きろって。

　そんな普通科の生徒のためにある始業式に、教頭が来るのを初めて見た。

　いつの間にか、校長の話が終わる。普ふ段だんならこのまま解散のはずだが、今日の始業式で最後に壇だん上じように上がったのは、なんと教頭だった。

「諸君も見ただろうが、校門に落書きをする者が現れた。誠まことに遺い憾かんである。以後、真似まね事ごとをするような生徒が現れれば、厳げん罰ばつに処すのでそのつもりでいてほしい」

　教頭の発する言葉の圧力に、体育館全体が震ふるえる。

　俺と同じように校長の話を聞いていなかった生徒も気け圧おされたのか、少しザワついていた体育館は、耳鳴りがするほどの静せい寂じやくに包まれた。

「我が校に招しよう致ちした六人の『特進生』を除き、諸君は凡ぼん人じんである。天才の役割とは、様々な手法で凡人に夢を与え、仕事を与え、社会を形成することだ。諸君は天才たちに尽つくし、彼らの生み出す歴史をただ歩けば良い。余計な思考を破は棄きしろ、自らの手で分相応の役割を見つけ出せ」

　それが教師の言うことか、と若じやつ干かん呆あきれながらも俺は思う。

　だが、行きすぎた冗じよう談だんなどではなく、教頭の言葉は全すべて本心からくるものだった。

「あのような妄ぼう言げんに誑たぶらかされて、勉学を疎おろそかにしないように。諸君は諸君に与えられた役割をこなせ。生徒の役割は勉学である。ゆめゆめ、それを忘れないことだ。以上」

　危ないから気をつけて下校しなさい、などと甘いことを言うでもなく、教頭はそれだけ言って壇上から降りる。

　そのまま流れ解散となり、生徒達は帰るタイミングが摑つかめずに混乱したため、普段よりも教室に戻もどるのに時間がかかりそうだった。

「──与えられた役割をこなせ、か」

　吐はき捨てるように小声で呟くと、いつの間にか佐藤が傍そばにいた。彼女はスマホを取り出し、俺にＬＩＮＫのメッセージを送ってくる。
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　サッサと返信して、俺はスマホを懐にしまう。

「教頭の『許可』なしに落書きなんてやったのなら、エーミールはただの馬ば鹿かだ。でも、そんな間抜けが、よもやこの学校にいると思うかね？」

　俺が佐藤に問いかけると、彼女は迷うことなく首を横に振る。

　教頭の影えい響きよう力りよくというものが、それほどのものだと誰もが知っていた。







　今日は実質始業式のみという日程だった為ため、担任教師である佐さ久く間まから、今後の日程について簡単な説明が行われると、そのまま下校してもいいという流れになった。

「教頭先生はああ言ってたけど、なんか危ないから、気をつけて帰れよー」

　申し訳程度の注意だけして、佐久間も教室を出る。途と端たんに、教室中が騒さわがしくなった。あの落書きをしたのは誰か。内容に隠かくされた暗号はないのか。復ふく讐しゆうされるという『悪党』は誰か。

　その中で佐藤は無言で立ち上がり、帰り支じ度たくを始める。

「……もれなく名探偵の推理が聞けるが、部活には来ないのかな？」

　俺が尋たずねると、佐藤はスマホを取り出す。
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　別に、佐藤が部活に来ないのは珍しいことではない。近くの総合病院に通っていて、学校を一日休むことも少なくはなかった。

「分かった、師し匠しようには私が伝えておこう。気をつけて帰りたまえ」

　俺がそう言うと、佐藤は小さく手を振って、先に教室から出る。俺も荷物を鞄かばんにまとめてから校舎を後にし、そのまま裏庭へと回り込む。

　裏庭では、既すでに二人の生徒が木製のベンチに陣じん取どって、他の部員の到とう着ちやくを待っていた。俺はわざとらしいくらいに仰ぎよう々ぎようしく挨あい拶さつする。

「やぁやぁ、遅おくれてすまない。佐藤助手が休むと言うのでね！」

　すると、奥のベンチで寝ねそべっていた美女が、スマホの画面を眺ながめるのをやめて、気けだるげにこちらを見た。

「おっと。噂うわさをすれば、だ。Ｊじえいくん。今朝は一段と喧やかましかったみたいだね」

「フッ。遅ち刻こく常習犯の師匠にしては、耳が早いですね」

「Ｊくんの悪口でＬＩＮＫが賑にぎやかでさ。自分の参加してない花火大会って、近きん所じよ迷めい惑わくなだけだと思わない？」

　彼女は翡ひ翠すい先せん輩ぱい。三年生で、俺の所属する飼育部の部長で、俺の師匠である。美人ではあるが、癖くせの強い長い髪かみの毛けは、特に手入れをしていないのかボサボサだ。テンションはいつものように低く、眠ねむたそうな目を更さらに細めて、面めん倒どう臭くさそうに尋ねる。

「すみません。探たん偵ていとしての血が、つい沸わき立ってしまい──」

「あ、そう。発ほつ作さじゃ仕方ない」

「人を病人扱あつかいするのはやめていただけませんか!?」

「病人は、みんなそう言うのさ」

　俺はムッとしたが、師匠はケラケラと笑う。

「……相変わらず、先輩は無む茶ちやし過ぎです」

　もう一人いた女生徒が、ため息交じりに口を開いた。

「新しん谷たにクン。名探偵には、有名税もある程度必要なのさ」

「せめて私たちの前では、普ふ通つうにしてくれていいんですよ？」

「ハッハッハ、私はいつだって真ま面じ目めだ」

　心配そうな表情で俺を見つめるのは、この春に飼育部に入部した後こう輩はいの新谷だ。

　髪かみ型がたは男子と見み間ま違ちがえそうなベリーショートであり、化け粧しようっ気けの少ない割に目鼻立ちの整った少女である。

「シンちゃん。Ｊくんの発作を、今さら本気にする奴やつなんていないから平気だよ」

「それは、そうかもしれないですけど……」

「私としては、そこにフォローが欲しかったなぁ！」

　失敬なことに同意する新谷と、俺の嘆なげきを聞きながら、師匠はニヤニヤしている。

　俺は翡翠先輩の先の先まで読んでいるような思考と、人間関係に関するドライな考え方に感服して、彼女のことを師匠と呼び慕したっている。実際、生しよう涯がいの恩人で、憧あこがれる名探偵像は彼女だ。

　喚わめく俺を見ていた新谷は、苦く笑しようしながら師匠に尋ねた。

「部長、本当にこれでいいんですか？　私だって、先輩がネットで何て言われてるか知ってるくらいですよ。あんまり『名探偵』をいいように使うのも──」

「Ｊくーん、朗報だよ。ここに、ネットまで追っかけをしてる名探偵のファンがいるー」

　ニタニタと笑みを浮うかべる師匠に、新谷は頰ほほを赤く染めて抗こう議ぎする。

「そ、そういうふざけた話じゃなくて！」

「フフフッ。隠すことはないぞ。新谷が私のファンであることはお見通しさ。難事件を解決してしまう度たびに、ヒロインが増えてしまうのは、罪作りだと自覚している」

「もうっ、先輩までなんで乗っかるんですか！」

　うん、佐藤のスルーっぷりも楽しいけど、新谷の過剰な反応も弄いじり甲が斐いがある。

「でも、ヒロインが増えているのは事実だよね。なんでだろう……」

　師匠がそう呟つぶやくので、俺はすかさず答える。

「無論、それは全身から滲にじみ出る私のカリスマのせいでしょう」

「は？　どう考えても、良いいのは顔だけでしょ」

「それは褒ほめ言こと葉ばと受け取っておこうかなぁ！」

　冷たい師匠の視線に、割と本気で傷ついた。

「そういえば、Ｊくん。学力向上の良いプランがあるんだけど──」

「弟で子しというのは自任していますが、夏休みの課題は自分で片付けましょうね」

　俺が苦くるし紛まぎれの反はん撃げきをすると、師匠は面倒臭そうに口を尖とがらせる。

「夏期講習、サボったからねぇ。絶対に佐久間に怒おこられるんだよなぁ」

「よりにもよって、どうして佐久間先生の数学の課題を放置したんですか……」

　新谷も白い目で師匠を見る。あの教師は割とフレンドリーだが、課題提出に関しては厳しいことで有名だ。

「……夏休みは、アニメの一挙放送があったり、ホラー映画特集があったり、サマーフェスティバルで色んなゲームに特典がつくんだよ」

　指を立てて、師匠は真面目に不真面目な話を始める。

「お願いですから、三年生なんだし、ちゃんと受験してくださいよ」

「うーん。素行不良で推すい薦せんは取れないし、考えておこうかな。それより、日本一周がしたいんだけど、皆みんなはやらない？」

　せっかく新谷が注意してくれているのに、師匠は何処どこ吹ふく風と無関心だ。

「私たちまで、師匠の人生を懸かけた娯ご楽らく道に巻き込まないでいただきたい」

「留年するなら、部長だけお好きにどうぞ。そしたら、来年も一いつ緒しよですよ」

「あれー？　あたし、なんか皆の信用が低い気がするー」

　師匠は笑うが、俺たちはまったく笑えなかった。仮にも、ここは進学校だ。世せ間けん体ていなんて今さら気にする必要もないけど、それなりの大学へ進学したいのは本音である。

　そこについて、この人は本当に無む頓とん着ちやくだ。なぜなら、こんなにもいい加減なくせに、全学年上位の成績を誇ほこる怪かい物ぶつだからである。

「新谷クンは夏休み、どうだったかね？」

　俺が尋ねると、新谷は少しはにかんで答える。

「部活のみんなで夏祭りに行ったのが、人生で一番楽しかったです」

「夏期講習の具合を聞いたのだが、まぁいい。確かに、あれは良い気分転てん換かんだった」

　そう言うと、新谷が白い目で俺を見た。

「と言いながら、射的で一発も当たらなくて、大人げなく暴れましたよね……」

「う、うるさい！　名探偵が銃じゆうを外すわけがないんだっ！　距きよ離りが遠いんだよ！」

　俺たちが課題に勤いそしんでいた時に、いきなり「夏祭りに行こう」と前日にＬＩＮＫで連れん絡らくを回してきた師匠には驚おどろいたものだった。佐藤もＬＩＮＫではテンションがおかしく、結局行かされることになったのは記き憶おくに新しい。

「Ｊくんは人の心配してる場合なの？　期末のテストは苦しんだみたいだけど」

　師匠が飄ひよう々ひようと尋ねてきて、俺も顔を険しくする。

「猛もう勉べん強きようしているので、ようやくそれなりに」

「あ、そう。今さら一いつ般ぱん受験は大変だろうけど、頑がん張ばってね」

「ええ。追い込み時期に、動画鑑かん賞しよう会かいになんて参加させられなければ、来月の模試は結果を出せるでしょう」

　俺のささやかな嫌いやみに、師匠は露ろ骨こつに目を逸そらした。

「良い気分転換だと思ったんだけどなぁ」

「教訓になっただろう、新谷クン。この人の遊びに付き合うと、大たい抵てい酷ひどい目に遭あうのさ」

「ふふっ。先輩、それブーメランですよ。私から言えば、どっちもどっちです」

　新谷が口を尖らせると、師匠はニタニタと笑い始めた。

「その割には、二人ともなんだかんだ参加してくれるよね」

「師匠の決定は、我が部の決定でしょう」

「飼育部の友情は絶対ですからね」

　俺と新谷が揃そろって言うと、師匠は満足げに頷うなずいた。

「よろしい。あ、そうそう。Ｊくんが騒がしいからつい脱だつ線せんしちゃったけど、今日の議題については、もう察しがついてるよね」

　師匠がまたしても唐とう突とつに話題を変えるが、今度は俺と新谷もふざけた様子も無く、真しん剣けんな表情で頷く。元より、今日はその議題の他ほかに目的はない。

　そして、無言の間が生まれる。

　宙を見ながら、特定の誰だれに尋ねるでもなく、師匠が口を開く。




「今朝の校門の落書きってさ、誰がやったと思う？」




　師匠が尋ねると、新谷は無言で首を横に振ふる。

「無論、私はやっていませんよ。まずい状じよう況きようだと判断し、あえて騒いでみましたが」

　手にパイプを遊ばせながら俺がそう言うと、師匠は面倒臭そうに吐と息いきを吐つく。

「Ｊくんグッジョブ。あれ、よくないよね。たとえ、まったく関係のない誰かのイタズラだとしても、ウチらは大だい迷めい惑わくだよ。……あー、むしろ、それが本命の狙ねらいなのかなぁ」

「私たち、どうしたらいいんでしょう……」

　困こん惑わくした様子で、新谷は俺を見る。なので、今朝から考えていた対策案をハッキリと口に出した。

「いつも通り、平静を装よそおう。飼育部はまったく関係ないし、意識もしていない」

　その答えに満足したのか、師匠も長い髪を弄いじくりながら頷いた。

「あ、そう。じゃ、それでいいんじゃないかな。しばらくはそういうことにしておこう。佐藤ちゃんにはあたしから連絡しておくよ。分かってると思うけど、名探偵の立ち回りが面めん倒どうだから。頑張ってね」

　そう言うと、師匠は俺を指さしてニヤリと笑う。

「ハハハッ。お手て柔やわらかにお願いしますよ」

　師匠が賛成したことで、張り詰つめていた場の空気が一気に和なごやかになった。

　お昼だし学食に行こうか、と言って師匠は立ち上がる。俺と新谷もそれに続くが、先導する師匠が突とつ然ぜん立ち止まった。

「エーミール、ねぇ。奴の言う悪党って、何人くらいなんだろう。想像つかないや」

　誰に言うでもなく、そう呟いて師し匠しようは再び歩き始める。師匠に言われて、俺は初めて、あの犯行予告に『悪党の人数』が書かれていなかったことに気がついた。







　昼食をとって一通り談笑した後、俺は師匠や新谷と別れて帰ることにした。本屋に寄って、新しいミステリ小説を補ほ充じゆうするためだ。

　俺は一人、校舎を後にして校門に出る。すると、否いやが応でも今朝の落書きが目に入った。薄うす気き味み悪わるい。改めてそれを眺ながめて、呟くように音読する。

「『目には目を、歯には歯を』の意味を、多くの人々が誤解している。これから僕は、この学校に関かかわる悪党に対して復ふく讐しゆうを行う。たとえ神が許しても、僕は君を許さない」




　その時、近くで美しい鼻歌が聞こえた。




　ギョッとして振り向くと、そこにはいつの間にか女生徒が立っていた。

　腰こしほどまで伸のばした異様な黒くろ髪かみで、制服を着ているが、かなり着き崩くずしている。ブレザーは肩かた掛かけで袖そでに腕うでを通さず、シャツに至っては胸むな元もとのボタン一つしか留とめておらず、胸元の谷間と黒い下着と、美しい肢し体たいがほとんど露あらわとなっていた。

　その美しさに一いつ瞬しゆん見とれたが、すぐに正気に戻もどり、啞あ然ぜんとする。

　笑っていた。

　この謎なぞの犯行予告を見て、彼女は笑えみを浮かべながら歌っていたのだ。

「飼育部の『名めい探たん偵てい』、十文字だな」

　彼女は鼻歌をやめると、俺に向き直る。その眼光は猛もう禽きん類るいのように鋭するどく、隙すきを見せれば一瞬で命を狩かられるようなプレッシャーを与あたえた。

　なぜ彼女は、自分のことを知っているのだろう。自分はこんなものを知らない。いや、それどころではない。嫌けん悪お感かんが全身を蝕むしばんでいき、俺はその場に立ち尽つくす。

「お前はこれを見て、どの部分が一番気になる？　どこを何度も反復して読み返した？」

　どこを？　決まっている。だが、この質問には素す直なおに答えていいのか？　普ふ段だんは考えないような思考が、頭を過よぎった。
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　寸秒置いて、警けい戒かいしつつ何気ない態度を装って答える。

「……エーミールかな」

　それを聞き、クックックと彼女は笑う。

「なるほど。何者の仕し業わざなのかをお前は求めるのか。それもそうだ、この内容では『復讐者』の犯行予告としか読めないからな」

「ハハハッ、他にどう読めと言うのかね。クロスワードパズルが混じっているのかい？」

　俺はふざけつつ、この魔ま性しようの女に探さぐりを入れる。

「所しよ詮せんテキストでは、自分にとって都合の良い情報しか読み取ることは出来ない。たった三行の文章にどれほどの価値がある？」

「犯行予告には十分だろう」

「それは『お前にとって』都合の良い情報だ。エーミールを名乗る何者かが復讐の機会を窺うかがっているらしい。エーミールは復讐者だ。よって、復讐者はエーミールである」

「……無意味な話だよ。それをわざわざ確かく認にんするくらいなら、鏡の前で服装を見直したまえ。レディーとして、少しはしたないんじゃないかい？」

　その言い分で悟さとる。彼女は、きっと本当の意味で俺を知っている。

　挑ちよう発はつのつもりなのだろうか。嫌みの一つでも言い返そうかと思うが、生憎あいにくと彼女の悪口が他に思いつかないほど、俺は相手を知らなかった。

　俺の小言を無視して、彼女は淡たん々たんと語る。

「エーミールと言えば『少年の日の思い出』。主人公に蝶ちようを潰つぶされた優等生が日本では有名だが。実は『車輪の下』を含ふくめて、ヘルマン・ヘッセの作品には、何人ものエーミールが悪ガキなどの役割で登場しているのは、意外と知られていない」

「……ホームズの話なら、いくらでも語り合えるが。無む駄だ知識をありがとう」

　ヘッセ。名前くらいは知っている作家だ。師匠にも「『車輪の下』くらいは読んでよ」と言われたことがあるが、あまり興味が無い。ミステリの方が好きだ。

　文学は分かりにくいのだ。犯人もいなければ、正解もない。

「『デミアン』を刊行した際に、ヘッセの偽ぎ名めいのペンネームが、エーミール・シンクレールだったことも有名だな。『少年の日の思い出』は、その後期の作品の一つだ」

「ふぅむ。なぜそこまで、ヘッセはエーミールに拘こだわったんだろうね」

「気に入っていたのか、嫌きらいだったのかまでは知らん。だが、ご執しゆう心しんだったのは事実だ」

　女生徒はクスクスと笑う。俺の反応が面おも白しろいようだった。意味不明だ。

「この新しい情報を元に、もう一度『犯行予告』を見てみると、また見え方が変わってくるだろう。それくらいに、テキストは何も伝わらない。お前が口にするセリフと、地の文の温度がまるで嚙かみ合わないほどに、本当に大事なことは何も伝わらないんだ」

「それでも、真実は一つだろう。名探偵はそう言った」

「この世に真実などない。あるのはただの事実と、それぞれに都合の良いい解かい釈しやくだけだ」

　この女生徒が只ただ者ものではないと断定するには、十分過ぎた。それくらいに彼女は博識で、恐おそれを知らず、ただ存在することだけで嫌悪感を覚えるほどに不気味だった。

「キミは誰なんだ？」

　質問した瞬しゆん間かんに、女生徒は一気に距離を詰めて、俺の襟えり首くびを摑つかんで引き寄せる。

　身の毛のよだつほどの美人だ。

　だが目だ、目の焦しよう点てんがおかしい。目が、自分たちとは違ちがう何か別の世界を見ている。

　彼女は人形のようなドス黒い瞳ひとみで俺の表情を観察し、口元を歪ゆがめて笑う。

「それくらい自分で調べろ。人に聞けば何でも教えてもらえると思うなよ、探偵気取り」

　それだけ言って手を離はなし、女生徒は俺を無視して去って行く。すると、彼女の横に銀色のセダン車が停とまり、助手席から降りてきたスーツ姿の男によって後部座席のドアが開かれた。女生徒はためらうこと無く、それに乗り込む。

　車が走り去るのを呆ぼう然ぜんと眺めながら、俺はようやく緊きん張ちようから解放される。

　何か分からないけど、重要な何かを終始試ためされているようで、気持ち悪かった。

　そう思いながら、汗あせだくになった手を制服の裾すそで拭ぬぐう。







　俺は家に帰ると、真っ直すぐにシャワーを浴びに行った。全身が冷や汗にまみれていて、早く着き替がえたかったのだ。熱すぎるくらいの温度のシャワーを浴びて、寒気を洗い流す。

　シャワーを浴びた後は、そのままベッドに倒たおれ込んだ。そして、すぐに意識を手放す。

　気がつくと、いつも夕飯を食べていた時間がとうの昔に過ぎていた。母親に尋たずねると、どうやっても目を覚まさなかったらしい。昼ひる寝ねにしては長すぎる、と注意されて、温め直された夕飯を食べた。

「……新学期早々、気分が悪いことばっかりだな」

　巨きよ大だいな『犯行予告』。そして嫌悪感をもたらす謎の美女。

　俺はスマホに手を伸ばし、ＬＩＮＫのトーク画面を開く。相手は佐藤だ。

　頼たよるのは躊躇ためらいがあったが、俺の助手だ。しばらく悩なやんだ後、俺はメッセージを送る。
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　そこで返信が途と切ぎれた。

　……もう慣れたけど、ＬＩＮＫの時だけ性格変わりすぎだろ。即そくレスでエロい人って単語が出る方が凄すごいよ。いつも無言でそんなこと考えてるのね。

　かなり特徴的な人物だったので、佐藤ならこれだけで絞しぼり込めるとは思うけど。それと知っているかどうかは別問題だ。

　少しの間、待つ。だが返信は来ない。おかしい、あいつは知らなければ「知らない」とすぐに返信するタイプだ。一体どうしたのだろう。

　夜もかなり更ふけた。元々非常識な時間に連れん絡らくしてしまったし、寝ねてしまったのかもしれない。諦あきらめて、俺がベッドに入った時だ。

　ＬＩＮＫのメッセージが届いた。慌あわてて起きて確認すると、佐藤からだった。
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　佐藤が真ま面じ目めな口調で警告したのは、これが初めてだった。




　９月２日（水曜日）




　鳥の鳴き声が聞こえて、朝の４時頃ごろかなと思ってカーテンを開けた。

　外はまだ、日も昇のぼっていなくて深夜の闇やみに包まれている。とはいえ、数十分もしない内に、空が白み始めるだろう。

　あたしは朝シャンをしてサッパリした後、アイスクリームを冷れい凍とう庫こから出して食べた。

　窓からほんのりと明かりが差している。さて……、家が学校の近所だから、８時に家を出てもホームルームに間に合うくらいに余よ裕ゆうがある。１限目は英語、昨日が始業式だったけど、今日から授業が始まるかもね。勉強のことしか頭にない学校だし。

　少しだけ考えて。あたしは目覚まし時計もセットせずに、寝ることにした。







　当然だけど、寝ね坊ぼうした。朝昼兼けん用ようのパンをコンビニで買い、あたしは学校へ向かう。

　校門の落書きが、また目に入った。

　エーミール──主人公から見た完かん璧ぺきな優等生か。それは特進科のある学校で、どういう意味を持つものなのか。さて、どうなんだろう。

　暇ひまだし、改めて犯行予告を眺める。エーミールが『絵見える』なジョークだったら面白いなと思って、ちょっと遠くからジッと見てみた。

　そしたら、ゲシュタルト崩ほう壊かいって言ったらカッコいいけど。なんだか、文字そのものが正しく書けているのか分からなくなって、あたしは目め頭がしらを押さえる。

「……おはようございます、部長」

　そんなあたしに声をかけてきたのは、シンちゃんだった。

「あらら。シンちゃん、遅ち刻こくだよ。ちゃんとしないとダメじゃない」

「部長こそ、また徹てつ夜やで動画鑑かん賞しようしたんですか？」

「面白い実じつ況きよう動画に出会っちゃって。あれはゲームのチョイスが良すぎたなぁ」

「本当、注意したのに懲こりてくれないですね」

　そう言う彼女の笑顔を見て、あたしはちょっと意外に思う。シンちゃんは根暗で、人に気を遣つかった笑えみを浮うかべるほど器用じゃないという、先入観があったからだ。

　それに、さりげなく遅刻した理由を話そうとしない。あたしよりも下らない、恥はずかしい理由があるとは思えないけど。なぜか、彼女はそれを漏もらすような隙を見せない。

「シンちゃんこそ、らしくないなぁ。なに、Ｊくんにフラれたの？」

「そういうのでもないです」

「否定しないんだー。Ｊくんは本当に罪作りだよね」

　あたしはニヤニヤと笑ってやったけど、それでもシンちゃんの表情は硬かたかった。だから、妙みように嫌いやな予感がしたんだ。

「で、あたしじゃないとダメな用事でもあったりする？」

「……その落書きのこと、部長なら何か知ってるかなと思っただけです」

　あ、そう。言えないのね。

　忌いまわしい過去を清算するために、断だん髪ぱつしたままの髪かみ型がたを維い持じするような、思い切りのある子だ。こんなものに今さらビビるほど、肝きもの小さい子じゃない。

　自分の中で、何か迷うものがあるんだろう。それなら、無理に聞くのも無ぶ粋すいかぁ。

「エーミールは、復ふく讐しゆうなんてするのかな」

「えっ？」

「趣しゆ味みは悪いけど、センスあるよね」

　それだけ言って、あたしは下げ駄た箱ばこへ向かう。慌ててシンちゃんが色々と聞いてきたけど、曖あい昧まいな相あい槌づちで返した。

　キミが本当に聞きたいことは、そんな些さ細さいなことじゃないだろ？　分かってるよ。







　遅刻したあたしは担任に怒おこられたし、数学の時間には佐久間に睨にらまれた。これはよくあることだから、どうでもいい。良よから不ずと書いて不良、悪党よりはマシでしょ。

　周囲は模試について、真しん剣けんに話し合ったり、勉強会の予定を立てたりしていた。あたしはボッチだから、そういうのには呼ばれない。行く気もない。

　以前は呼ばれたこともあったけど、適当に試験を受けたあたしが、上位３番目くらいの点数を取ってから、声をかけられることはなくなった。

　なんであれ、人間は自分より優すぐれているものが、本能的に嫌いなんだと思うよ。

　ふと見ると、ＬＩＮＫにメッセージが届いていたことに気付く。Ｊくんからだ。

　ああ見えて、彼は歳とし上うえに対する礼れい儀ぎというやつを心得ているから、連絡系統であたしを不快にさせることはほとんどない。その辺りは、元体育会系の人間らしいなと思う。あたしは礼儀を守らないけど、礼儀を守る男の子は良いいよね。

　だから、彼の連絡だけは無視せずに、気付けばちゃんと返信するんだ。
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　おや、珍めずらしく不快になった。その名前は好きじゃない。彼のせいではないから、そこはただの八つ当たりだけどさ。そうか、なるほどなるほど。

　この学校の最大の特徴である、集められた『特進生』という六人の天才たち。

　その一人である『真聞部』の夜月。あたしが知る限り、最悪の悪党。

　アレが表に出てきたということは、どうやら今回の件、適当な誰だれかさんの悪ふざけというほど、生易しいものではないらしい。

　あたしは了りよう解かいとだけ返信して、時計を見る。あと一つ授業が終わったら部活か……。

　よし、寝よう。あたしは鞄かばんから枕まくらを取り出して机に置き、気持ち良くシエスタした。







　特進生は、全国から教頭がスカウトしてくる、様々な分野の天才だ。実績はそれぞれ凄いから、一いつ般ぱん人じんが知っている有名人も割と多い。

　ただ、これまた珍しいことに、夜月について知る者はほぼいない。都市伝説の一つじゃないかと、存在すら疑われた時期もあったよ。

　でも、奴やつが去年の秋に動いた。夜月は発行した『真聞』を、学校中にばらまいたんだ。

　表面には、その年に選挙があったこともあり、政治について当たり障さわりの無いことが書いてあってね。多くの生徒が「なにこれ」なんて思いながら、裏面を見た。




　その時、日本という国に激げき震しんが走った。




　そこには「正しくない政治の例」として、全国の地方議会議員の活動費についての調査記録がビッシリと記き載さいされていた。それ自体に、大きな問題はないんだけどね。

　政務活動費の記録は、杜ず撰さんの極きわみだった。

　ほとんど横領、詐さ欺ぎにも近い議員の活動費の無む駄だ遣づかいや、各自治体の活動と称しようした税金の無駄遣い。それを平然と流す意味の無い監かん査さ委員会の職員の名前、癒ゆ着ちやくの痕こん跡せき。そういったものが所ところ狭せましと書かれていて、証しよう拠ことなる詳しよう細さいな資料は、記載されていたＵＲＬの先に分かりやすく掲けい載さいされていたんだよ。

　だから、この『真聞』の内容は、ネットを通じて全国にあっという間に拡散された。

　その間、わずか一日足らず。全国の市民たちは激げき怒どし、地方議会は大混乱に包まれ、汚お職しよく議員たちはスキャンダルに追われ続け、地方行政は機能停止状態に追い込まれる。

　そしてほぼ全国の地方議会が「リコール」を受け、統一地方選挙に近いものが行われるという異常事態にまで発展した。たかが一人の高校生の書いた記事で、日本という国が傾かたむきかけたんだから驚おどろきだ。

　それを記名付きで平然と行ったのが、通つう称しよう『真聞部』の夜月という人物だった。

　あの時に、世間は悪党──夜月を知ったんだ。







　放課後、部活の時間だ。担任に絞られるかと思ったけど、あたしの更こう生せいは諦めてくれたらしく、特に何も言われなかった。他ほかの子の模試の方が、今は心配なんだろうね。

　裏庭には、佐藤ちゃんとシンちゃんがいた。呼び出したＪくんはいない。

「ん、Ｊくんはどうしたの？」

「担任の先生に捕つかまったとかで、少し遅おくれるそうですよ」

「あ、そう」

　そういえば、Ｊくんと佐藤ちゃんの担任は佐久間だったか。あたしではなく間接的に、Ｊくんにでもネチネチと文句を言っているんだろう。アレはそういう、小さい男だ。

　こればかりはトバッチリで悪いことをしたなと、少しだけ申し訳ない気分になる。彼は彼で、名探偵なんて謎なぞ設定を押しつける嫌がらせをしてるから、似たようなものだけど。

　スマホに通知が届く。佐藤ちゃんから、ＬＩＮＫのメッセージが届いたんだろう。

　あたしは無視する。

「じゃあ、文化的に過ごしてるから。あとはよろしく」

　そう言ってベンチの指定席に腰こし掛かけて、あたしは動画を見始めた。昨晩ぶっ通しで見たゲーム実況動画の、面おも白しろかった部分をもう一度見たかったからね。佐藤ちゃんは、不満げにあたしを睨む。

　会話すれば１分で済むことを、１時間に引き延ばして、こじれさせるのがＬＩＮＫだ。

　彼女にとって唯ゆい一いつのコミュニケーション手段なのは承知しているけど、生あい憎にくとそれに合わせてあげるほど、あたしの時間も無限じゃないの。

　ちなみに、佐藤ちゃんが嫌きらいだとか、そういうことではないよ。ただ、彼女はＬＩＮＫであたしに喧けん嘩かを売るのが趣味という、地味な見た目に似合わない過激派なんだよね。それに毎度付き合うのも、けっこう疲れるんだ。

　しばらくダラダラと過ごしていたら、Ｊくんがのんびりと歩いてきた。

「いやぁ、申し訳ない！　依い頼らいが来てしまったのでね」

「あたしの悪口を聞く仕事？」

　ズバリ聞くと、Ｊくんはハッハッハーと白い目で笑う。

「……師し匠しよう。自覚があるなら、わざわざ喧嘩を売り歩かないでください」

　ほら、予想通りだった。

「キミにトバッチリが来るとは思ってなかったんだ、ごめんね。それにしても、あたしに直接言わない辺りが小さい男だなぁ」

「慣れているので構いませんよ。それより、例の件ですが──」

「見たのって、本当に夜月だったの？　間ま違ちがいなく？」

　その名前を口にした時に、シンちゃんの肩かたが震ふるえたのを、あたしは見み逃のがさなかった。

「佐藤助手から聞いただけで、確証はありませんが。シャツのボタンを一つしか留とめていない痴ち女じよです」

「それは夜月だね」

　Ｊくんは真剣な表情になる。シンちゃんが、恐おそる恐る質問した。

「『真聞部』の夜月って、実在するんですか？」

「うん。都市伝説みたいな扱あつかいをされてるけど、夜月という特進生は実在するよ。ただ、灰賀くんが知っているかどうかは微び妙みようかな。滅めつ多たに表に出てこない奴だからさ」

「それをどうして、部長と佐藤さんは知っているんでしょう……」

　ごもっともな指し摘てきに、あたしは肩を竦すくめる。

「容姿だけは、知ってる人は知ってる。なにせ目立つからね。佐藤ちゃんの情じよう報ほう網もうの中にいても不思議じゃない。ただ、話したと言ったのは、Ｊくんが初めてかも」

「彼女は『エーミールは復讐者だ。よって、復讐者はエーミールである』と言いました」

　全員の視線がＪくんに集まった。なるほど、そりゃそうだ。

「あ、そう。そいつは確かに厄やつ介かいだなぁ」

「『この世に真実などない』とも言っていましたね」

「『あるのはただの事実と、それぞれに都合の良い解かい釈しやくだけ』でしょ。あいつの口くち癖ぐせだ。みんなに忠告しておくけど、アレとは絶対に関かかわっちゃダメだよ」

　その言葉を言うのが、完全に遅れてしまったけど。一応、彼らが好こう奇き心しんで動かないように釘くぎを刺さしておく。

　ただ、夜月という災害は、来た時点で手て遅おくれになっていることが多い。そう考えると、もう何かしらの異変が起きているものだと、思った方がいいんだろうなぁ。

　ああ、憂ゆう鬱うつだ。ゲンナリしてきた。今日のあたしはもうダメだ。動画でも見て、頭の中を空っぽにしたい。

「では、これ以上は夜月について、気にしない方針にしましょうか」

　Ｊくんの意見に、佐藤ちゃんも頷うなずく。

　彼はあたしのテンションが、物もの凄すごい勢いで下がっているのを察知していた。そういうところは、本当にちょっとだけ探偵っぽいんだよね。

「飼育部の友情は絶対だ。また何かあったら報告してね。出来るだけフォローするよ」

「了解です」

「分かりました」

　あたしはそれだけ言って席を立つ。不ふ愉ゆ快かいだ、実に不愉快だった。もう、今日という日が、あたしにとってどうでもよくなった。

　スマホで時間を確かく認にんしようと思ったら、先ほど無視した、佐藤ちゃんのメッセージが目に留まる。
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　コンチクショウ……ッ！

　あたしが睨にらむと、佐藤ちゃんは無言でガッツポーズする。

　何か言い返そうと考えるけど、上手うまいジョークの返し方が思いつかない。

　ああ、なんかもう、参りました。完敗です。こんなの、文句を言う方が大人げないよ。

　これだから、あたしはＬＩＮＫが嫌いなんだ。この面めん倒どうなツールの悪用に関して、佐藤ちゃんよりも面白いことが思いつかないからね。

　なんであれ、人間は自分より優すぐれているものが、本能的に嫌いなんだと思うよ。

　佐藤ちゃんは好きだ。Ｊくんもシンちゃんも好きだ。なにせ同じ飼育部の、掛かけ替がえのない仲間だからね。それだけは本当なんだ。







　あたしの短い一日は、こうして終わった。

　細かい質問をいくつかされたけど、そこはまったく重要じゃない。夜月の言葉を借りるなら、あいつが現れたという事実以外は些さ細さいなことだよ。

　とにかく、夜月のせいであたしは機嫌が悪かった。重要な事実は、それくらいだね。




　９月３日（木曜日）




　私がこの学校に来た時に、校門で出で迎むかえたのは、意味不明な落書きだった。

「エーミール……？」

　清せい掃そう業者らしき人たちが、必死に落とそうとしていたので、どちらかと言えば落書きの類たぐいなんだろう。不気味すぎるし、流行はやっているとはとても思えない。

　無機質な言葉の羅ら列れつには、なんというか、遊び心で適当にやったのではなく、ちゃんと一文字一文字に無言の攻こう撃げき性のようなものを感じる。

　周囲を見み渡わたすと、生徒達はそれをないもののように通り過ぎていく。無視しているのかとも思ったけど、そうではない。彼らにとってこれは他人事で、まるで関心がないのだ。

　──よくあることで、生徒になれば自分も慣れるのだろうか。この学校の雰ふん囲い気きが、今はまるで摑つかめない。私は、今までに感じたことのない疎そ外がい感を覚えた。

　スマホが鳴り、すぐに画面を見る。新しい担任の佐久間先生から、ＬＩＮＫのメッセージが届いていた。
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　やはり、事前にＬＩＮＫの連れん絡らく先さきを聞いて正解だった。やり取りがスムーズで助かる。

　とりあえず職員室に行こうと、校門を通って下駄箱に来て、靴くつをどうしようか悩なやんでいたその時。なんだか物々しい雰囲気がするのを肌はだで感じた。

　持っていたビニール袋ぶくろに靴を入れて、上うわ履ばきを履はいて様子を見に行くと、男子生徒たちが誰だれかを囲んでいるのが見える。

　その人は、普ふ通つうに制服を着ているのに、なぜか怪あやしげな鹿しか撃うち帽ぼうを被かぶっていて、パイプのようなものを手に持っていた。……まるで、ミステリ小説の探たん偵ていのように。

「久しぶりだな、クソ探偵」

　男子生徒の一人が彼に声をかける。でも、探偵は首を捻ひねった。

「……んだよ、その態度。舐なめてんのか？」

「ああ、思い出した！　確かサッカー部の人だ、顔に個性がないから分からなかったよ」

「主将だ！　ふざけたこと言ってんじゃねぇぞ！」

　サッカー部の主将の怒ど声せいが響ひびくと同時に、他ほかの男子たちも彼に詰つめよる。剣けん吞のんな雰囲気を察して、最初からいた野や次じ馬うまたちが、少しずつ減っていく。

　──誰も、この場を治めようとはしない。むしろ、関わり合いを減らそうとしているようにすら見えた。

「……むさ苦しいんだが、用件は何かね？」

「これだ、テメェの仕し業わざだろ！」

　そう言って、主将は上履きを彼の眼前に突つき出す。その上履きの内側には、画が鋲びようがビッシリと両面テープで貼はられていた。

　嫌いやがらせだろう。新しい学舎の第一印象が、いきなり悪くなった。

「──斬ざん新しんな健康グッズだ。それとも苦行かい？」

「んだと、コラァ！　すかしてんじゃねぇぞ、エーミール！」

　エーミール。

　その単語に私は眉まゆを顰ひそめる。

　ああ、そうか。そういえば、校門にそんな落書きが残っていた。復ふく讐しゆうをするって書いてあったけど、あの探偵がエーミールだと疑われているんだろうか。

「ハッハッハ。なるほど、それを私がやったと。よりにもよって名探偵をハメようとは、浅はかな犯人だ。この程度の事件、私がサッサと解決──」

「マジでふざけんなよ……。こんなの、テメェの復讐に決まってるだろうが！」

　主将の叫さけびに、まだ残っていた野次馬たちが一いつ斉せいにざわつく。

「復讐？」「あの馬ば鹿かが？」「えっ、なんで？」「どういうこと？」

　周囲の人も、私と同じように状じよう況きようがよく分からないらしい。

　自じ称しよう名探偵は、不愉快そうに目を細めて、朗々と語り出す。

「……悪いが主将殿どの。こんなものは名探偵の私にとって、あまりにも簡単な冤えん罪ざい事件だ」

「んだと──」

「まぁ、聞きたまえ。まず私のアリバイは、担任の佐久間先生が保証してくれる。放課後は先生の手伝いをして、主将殿の下駄箱には近づきもせずに部活に出て、皆みんなでサッカー部の午後練を横目に帰った。主将殿はいつ、上履きを脱ぬいだのかね？」

「えっ？　それは……」

　アリバイなんて言葉を、実際に聞いたのは初めてだった。

「サッカー部はここで外履きに履き替かえて、シューズを履いて練習し、そのまま外履きで帰る。主将殿が部活に出た後なら、上履きの魔ま改かい造ぞうは誰にでも可能だ。しかし、その画鋲の量だと、改造にはかなり時間がかかる。とはいえ、昨日の内には改造上履きを下駄箱に戻もどしたはずだ。なぜなら、顧こ問もんが鍵かぎを閉める午後練と違ちがい、朝練では部室の鍵は主将が職員室に取りに行く決まりがある」

　怒ど濤とうの勢いだった。

　捲まくし立てるように名探偵が詰めよると、囲んでいた男子たちが退いていく。

「主将殿、この上履きを発見したのは何時いつかな？」

「……開門する朝の６時だ。それからずっと、テメェを待ってた」

「キミより早く帰り、今来たばかりの私に、改造上履きを下駄箱に入れる時間は？」

　責めるような質問に、主将は歯ぎしりして唸うなる。──話が本当なら、彼には無理だ。

「じゃあ、これをやったのは──」

「悪いが、私には関係ないね。だが、同じような勘かん違ちがいがないように、忠告しておこう」

　そして、彼は主将にだけ聞こえるように耳打ちする。

　すると、主将は青ざめた顔で腰こしを抜ぬかして倒たおれ、身体からだを引き摺ずるように彼から逃にげようとした。一体、何なのだろう。

　情けない主将の姿に軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向け、懐かい中ちゆう時計で時間を確認し、囲んでいた男子たちを押しのけて、彼は教室に向かう。

　私は思わず拍はく手しゆをした。まるで本物の名探偵のように、彼は私の目の前で、冤罪事件を鮮あざやかに解決したのだ。

　──あれがきっと特進生。全国から選び抜かれた天才。

　この学校はすごい。天才達の集まる所に、本当に私は入れたんだという昂こう揚ようがあった。

　それが、私が最初に見た、十文字さんという生徒の印象だ。







　職員室に行くと、男性の教師がフランクに話しかけてくれた。この人が連絡を取り合っていた、担任の佐久間先生らしい。

「──さてと、書類は揃そろってるし、大だい丈じよう夫ぶだな。明日には生徒手帳も発行しておくよ」

「ありがとうございます」

　私は頭を下げる。両親の仕事の都合で、全国を行ったり来たりしているので、転入手続きは慣れっこだ。一時期はそれで反はん抗こう期きになったりもしたけど、どの学校でもそれなりに上手くやってこられたのは、幸運だったと思う。

「じゃあ、白はく丁ちよう花げ。本来は一年生の時に、オリエンテーションで聞かされることだけど。割と大事なことだから、ちゃんと聞いてくれ。この学校の特進科についてだ」

　そう、今回の決定的な違いは、特進科があるという、この学校の特異性だ。是ぜ非ひ、そこは聞いておきたい。

「特進生は各学年に二人いる。一年生は『女優』の黄き紗さ良らと、『格かく闘とう王』の赤あか坂さか。二年生は『最速』の灰賀と、『美食家』の青あお山やま。三年生は『薬くす師し』の黒くろ田だと、『真聞部』の夜月という生徒だ」

　急に言われて、私は慌あわててメモ帳を取り出した。

「え？　えっと、一年生が──」

「ああ、悪い。別に暗記しなくていいぞ。普ふ通つう科かの生徒が関かかわることはないだろうし」

「そうなんですか？」

　私は首を傾かしげる。

「基本的に、特進生と普通科の生徒は交流なんてする機会がないんだよ。それくらいに、生きている世界がまず違うから」

「なるほど……。やっぱり、そういうものなんですか」

「特とく進しん棟とうっていう建物があって、特進生はそっちで生活してる。政府公こう認にん機関の要人で、高校生を名乗るのは年ねん齢れい的な建前なんだよ。日本の未来を担になう貴重な天才の集まりだ」

　佐久間先生は、まるで自分のことのように自じ慢まんを始める。

「例えば、三年生の『薬師』の黒田くらいは知ってるよな」

「認にん知ち症しようの治ち療りよう薬やくの開発に貢こう献けんしている人でしたっけ。ニュースで見たことがあります」

「それだけじゃないぞ。テレビでやってる『デミアンＺ』も、黒田が協力したものだ」

「ええっ!?」

　意外な名前が出て、私も驚おどろく。『デミアンＺ』といえば、今や世界中のプロスポーツ選手が使用している、有名なスポーツサプリだ。業務用で高価だから、一いつ般ぱん人じんはあまり関係がないけど。その強力な効能は、スポーツ記録の常識を大きく塗ぬり替えてしまった。

「脳で生成されるホルモンの研究過程で作られたものらしい。黒田の特許や、青山が運営している事業、他にも多くの支し援えん者しやがいて、ウチの高校は成り立ってる」

「それで、私立高校なのに何でも安いんですね……」

　私は公立高校でもどこでも良かったけど。この辺りに引っ越こすことになって、挑ちよう戦せんだと思って編入試験を受けてみたら、運の良いいことに合格してしまったのだ。

　だから、勉強は出来る方だと思うけど、特進生は凡ぼん人じんの小さな基準とは関係が無い。

　彼らは日本を動かしている、巨きよ大だいで堅けん牢ろうな車輪の一つなんだと、改めて実感する。

「雲の上の存在、ってやつだよ。俺の給料も、あいつらのおかげで貰もらえるんだ。生徒とはいえ、ご機き嫌げんを損そこねたくないから、会わないで済むのは俺も賛成だね」

　それも当然だろう。教師としても対応に困るに違いない。そういった意味では、いっそ建物ごと隔かく離りされた方が、お互たがいに都合が良いように思える。

　……あれ？

「でも、今朝は下駄箱にいましたよね。名探偵さんでしたっけ」

　私が尋たずねると、先生は苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような表情になった。

「あいつは普通科の、ただの変人だよ」

「えっ、でも──」

「騒さわぎを見てたなら話は早いな。あんな奴やつらとは、あまり関わらない方がいいぞ」

　どうやら、あまり広げたくない話題らしい。それなら、クラスメイトに聞いてみよう。この学校について詳くわしく聞く、世間話のネタになりそうだ。

「分かりました。あっ、そういえば、校門におかしな落書きがあったんですけど」

「あー、あれか……」

　困ったように、先生は頭を搔かく。

「気にしないでくれ。ほら、ウチは特進科なんてあるし、偏へん差さ値ちも高いからさ。どこかの誰かがイタズラしたんだろ。あんなことする奴は、この学校にはいないよ」

「ああ、良かったです。てっきり、不良でもいるのかと思っちゃいました」

「俺もここに来てそれなりだけど、あんなのは初めてだよ。騒ぐ不良もいないし、勉強する環かん境きようとしては本当に良い学校だ。さて、もうホームルームの時間だし、行こうか」

「よろしくお願いします」

　そう言って、佐久間先生は私を教室に案内してくれる。エリート特有の陰いん湿しつな嫌がらせかと思ったら、そういった問題でもなさそうだ。先生の表情も柔にゆう和わだし、その点について噓うそを言っている様子はない。

　だからと言って、何の問題もない学校なんて、私は見たことがないけど。そこをやたら強調した意図は分からない。

　強しいて挙げるなら──あんなものがあって、誰だれも動じない方が問題に思えた。

　そんなことを考えていると、二年生の教室に辿たどり着く。

「呼んだら教室に入ってきて、自己紹しよう介かいしてくれ。今朝の揉もめ事ごとで、クラスの連中のノリが悪いかもしれないけど。一部を除いて良い奴らだから、明るく頼たのむぞ！」

「はい。が、頑がん張ばります！」

　良い奴らじゃない一部の人というのは、今朝のサッカー部の人たちのことなのかもしれない。そのプレッシャーは嫌だなと、少し鼓こ動どうが速まる。

　先生が教室のドアを開けると、中から一ひと際きわ大きな声が漏もれ聞こえた。

「オゥ……、なんということだ！　私の名推理を聞くことが出来なかったなんて、実に運がないな。仕方ない、ならばここで再現を──」

「お前らー、ってか十文字、席につけー。ホームルーム始めるぞー」

　すると、クラスがすぐに静かになった。……違い和わ感かんを覚える。ドタドタという、生徒が一斉に移動する独特な物音が、まったくしない。

　規律に厳しい学校なのだろうか。でも、そんな風には聞いていない。

「あー……。その、あれだ。災難だったな、十文字」

「フッ、先生。名めい探たん偵ていは望まずとも、事件に巻き込まれてしまうものです」

　気になって、私は聞き耳を立てる。

「あのなぁ……。気にしてないならいいけど、お前、絶対に俺の結けつ婚こん式しきとかに来るなよ」

「なるほど！　では名探偵としてゲストに呼ばれ、事件を起こしてみせましょう！」

「やめろぉ!!」

　先生とのやり取りに、クスクスと静かな笑いが起こり、クラスの雰ふん囲い気きが和なごやかになった感じがした。違和感は気のせいだったらしい。

「あー、ぶっちゃけると盛り下がっていると困るから、ここからテンション上げて聞いてくれ。急な話だが、ウチのクラスに転校生が入ることになった。しかも美少女だ！」

　うおおおお！　という男子生徒たちのわざとらしい雄お叫たけびが教室に響ひびき渡わたり、和やかな拍手が起こる。美少女って……、ハードルを上げられても困るのに……。

「じゃ、入ってくれ。自己紹介を頼む」

「はい！」

　この先は慣れたものだ。教室に入って一礼し、教きよう壇だんの前まで歩く。先生にチョークを渡されたので、黒板に自分の名前を書いた。

「初めまして、白丁花です。珍めずらしい名字なので、よくハクさんって呼ばれてました。ヌコヌコ動画を見たり、スマホでゲームするのが好きなので、ちょっとオタク系です。でも、音楽もスポーツも好きなので、仲良くしてください。よろしくお願いします！」

　私が挨あい拶さつすると、クラスメイトは穏おだやかな拍手で迎むかえてくれた。

　本音を言うと、進学校だし、キツい洗礼を浴びるのだと思っていた。でも、みんなが私をちゃんと見てくれている。表情も明るく、作り物のようにはあまり感じない。

　だからこそ、作り物の笑えみを浮うかべている鹿しか撃うち帽ぼうの彼だけが、一際目立った。

「とまぁ、ご両親の都合でウチに来ることになったそうだ。ウチって進学校だから、勉強辺りは普通科でも他ほかと比べてキツいし、早く仲良くなってあげ──」

「あーーーーっ!!」

　私は堪こらえきれず、先生が話している最中だというのに大声を上げてしまう。私が指さすと、彼は気付かないのか、驚いて左右を見る。

「名探偵さん！　今朝の名探偵さんですよね、同じクラスなんですか!?」

　すると、なぜか教室のアチコチから、笑いが起こり始めた。

「見ました、今朝の名推理！　すごくカッコよかったです！　いつもああやって、事件を解決してるんですか？」

「いや、あー、その……」

　思い切って聞いてみると、彼は慌てながら、しどろもどろになる。その様子を見ていた佐久間先生が爆ばく笑しようした。

「良かったなぁ、十文字！　流石さすがは校内でも有名な名探偵！」

　十文字と呼ばれた男子生徒は、鹿撃ち帽を被かぶり直しながら苦く笑しようする。

「あー……。煽あおらないでください、先生。私はただ、当然のことをしたまでで──」

「やっぱり凄すご腕うでの名探偵さんなんですね、すごいです！」

　すると、本当に困ったような様子で、十文字さんはクラスの後ろへ視線を送った。

　その先に座っていた眼鏡の少女が、無表情のままサムズアップをする。きっと友達なんだろう、息ピッタリだった。

「ぷふっ。お、落ち着け。白丁花の席はー、空いてるところに適当に座ってくれ。あと、気持ちは分かるけどホームルーム優先だから、名探偵の話は今度にしろよ」

「はい、分かりました！」

　私は鞄かばんを手に、十文字さんの横をわざと通って、クラスの後ろの方の空いている席についた。──十文字さんの友達の隣となりだ。

「ここ、座らせてもらっていい？」

　私が尋ねると、彼女は首を縦に振ふる。

「ありがとう、これからよろしくね。あと、教科書とかちょっと見せてもらえない？」

　彼女は言われるがままに、コクコクと首を縦に振り続けていた。

　その手元にはスマホが握にぎられていて、すごい勢いでＬＩＮＫを打っているのが、たまたま目に入る。
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　ふと十文字さんを見ると、隣の子を指さして笑っていた。隣の彼女は恨うらめしそうな視線を送りながら、頰ほほを膨ふくらませてプリプリしている。

　名前は佐藤さん、なのかな。そういう小さな仕草が可愛かわいい女の子だった。







　転校して一番に悩なやむのは、自分の身の置き場所だと思う。

　どこかしら、交流の多い場所に飛び込んでいくのが、いつものスタイルだけど。この学校は、その辺りの人の流れがなぜかイマイチ摑つかめなくて、私は躊躇ためらってしまう。

　どちらにせよ、二年生の中ちゆう途と半はん端ぱな時期に転入した身なので。どの部活動に入るのも、少し抵てい抗こうがあった。以前にバレーボール部に途中参加して、レギュラー入りしてしまうという友情クラッシュをしてしまったので、慎しん重ちようにもなる。

　十文字さんの所属する部活が『飼育部』と聞いたのは、彼の名探偵ぶりをクラスメイトに力説していた時だ。

　そういう文化系の活動だったら、途中入部もしやすそうだと思い周囲に相談してみる。

「ハクちゃん物好きすぎー」

「やめときなって。変人同好会じゃん」

「模試が大変だから、人数の多い部活にした方が絶対にいいよ！」

　思ったよりかなり反対されたけど、やっぱり私は飼育部に入部願を出してみた。

　だけど、予想外なことに、飼育部の部長の方からＮＧが出てしまった。その人は十文字さんの師し匠しようで、絶対の決定権を持っているから逆らえないんだとか。

　それを聞いたクラスメイトに、更さらに勧かん誘ゆうされたけど。それが妙みように必死に見えて、むしろ私は不気味に感じてしまった。




　とりあえず、まずは当たって砕くだけろ。無理なら改めて、別の部活を考えたらいい。




　放課後に校舎を回って裏庭に行くと、初めて見る人たちが既すでに数人いた。恐おそらく、部活のメンバーなんだろう。

「あれ？　初めて会ったと思うけど、元から飼育部にいた子だっけ」

「ハッハッハ。違ちがうよ、灰賀選手。彼女は転校生で、私のファンだ」

　思わずヒッと声が出る。

　そこにいたのは、中年のヤクザのように強面こわもてな、スポーツウェアの男性だ。不良と目が合った感覚に陥おちいりかけたけど、十文字さんとは仲が良いいらしい。

「それよりＪくん、あたしは駄だ目めって言ったはずなんだけど」

「……名探偵の脚きやく力りよくをもってしても、振り切れなかったのですよ」

　むしろ、十文字さんが緊きん張ちようして話しかけたのは、癖くせ毛げでロングヘアの、妙に迫はく力りよくのある美人の方だ。ピンの色から、三年生の先せん輩ぱいだと気付いた。

　だらけた瞳ひとみの奥に潜ひそむ鋭するどい眼光を見て、この人が師匠だなとすぐに直感する。

「初めまして。今日は入部したくて──」

「やだー」

「二文字で断られました！　しかも『ダメ』じゃなくて『やだ』って、ひどいです！」

　早くも砕けた。

「ウチはリア充じゆうお断りなの。ほら、帰った帰った」

　シッシッと追い払はらう部長を睨にらむけど、彼女は涼すずしい顔で正面から睨み返してくる。その姿に言いようのない凄すごみを感じて、根負けした私が一歩退いた。

「むー。部長さん、意地悪です」

「……え、えっと、転校、してきた先輩、ですよね」

　そこへ、とても短いショートヘアの女子が、私に話しかけてきた。一年生だろう。

「白丁花。珍しい名前でしょ、長いしハクでいいよ」
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「えっ？　あ、その、ハク先輩……。えっと、この部は、部長の許可がないと、入部できなくて……。だから、部長が、反対なら、私も、反対、です……」

「そう聞いたよ、だから直じか談だん判ぱんしに来ました」

　その交こう渉しようが、もはや体を成していないけど……。ここで引くのは、まだ早すぎる！

「佐藤ちゃんはどう？　この子が入るのは賛成なわけ？」

　部長が尋たずねると、佐藤さんがまず十文字さんを見つめる。その様子を見て、部長は頭を搔かいた。

「あ、そう。Ｊくんに一任なわけね、知ってた。で、Ｊくんは？」

　値ね踏ぶみするような部長の視線を浴びつつ、十文字さんが答える。

「佐藤助手の分も入れて、反対に二票。我ら飼育部の入部条件を満たしていません」

「そんなぁ！　名探偵さんまで！」

　少しは応おう援えんしてくれると思ったのに、裏切られた！

　あ、いや、最初から賛成はしてくれてないけど……。

「じゃ、満まん場じよう一いつ致ちでこの子の入部は無しってことで──」

「ただし、灰賀選手と同じ扱あつかいというのはどうでしょう」

　十文字さんが部長の宣言を遮さえぎると、これまで口を挟はさまなかった強面の男性に、みんなの視線が集中した。

「……え、僕？」

　キョトンとした顔で、彼──灰賀さんは自分を指さす。

「灰賀選手も正式な部員ではありませんが、自由参加でお喋しやべりに来ることも多い。師匠はその件について『部の風通しを良くできるから良いいよ』と言いましたね」

「言ったねぇ」

「白丁花クンの件は、それに該がい当とうするのではないでしょうか。現に、彼女は孤こ立りつしていた私や佐藤を一日でクラスに馴な染じませました。師匠も今年で卒業です。コミュニケーション力に長たけた人材が知り合いにいても、損はないかと」

　今朝見たような十文字さんの巧たくみな弁べん舌ぜつに、部長は沈ちん黙もくする。値踏みするように、彼女は改めて、私を上から下まで観察した。

　──やっぱり、十文字さんは私の味方だ！　ありがたい！

「……Ｊくん、今朝からやけに冴さえてるじゃない。そういうことなら断れないなぁ」

「そ、それじゃあ──」

「それくらいならいいよ。細かい話は灰賀くんに聞くように。じゃ、あたしは帰るわ」

「ありがとうございます、部長！」




　ゾワリと、背筋に寒気が走った。




　なぜか分からない。言葉が繫つながらなくて、私は間ま抜ぬけみたいに口をパクパクさせる。

　私は部長に睨まれたんだという事実に、遅おくれて気付いた。今までに感じたことのない、冷たく凍こおるような感覚──剝むき出しの殺意を、私は向けられた。

　どうしてだろう。私は何か、致ち命めい的てきに彼女を怒おこらせるようなことをしただろうか。心当たりがまったくない。本当に、まったく。

　部長は私を一いち瞥べつすると、髪かみをポリポリ搔き、十文字さんに言う。

「……ちゃんと躾しつけといてね。それとコミュ力って言葉、あたしは嫌きらいだよ」

　それだけ言って、部長は不ふ機き嫌げんそうに去った。十文字さんが少し手を伸のばしかけたけど、私は不安を払い除のけるようにその手を握って、ぶんぶんと振り回す。

「さ、流石です、名めい探たん偵ていさん！　あの意地悪な人を言い負かすなんて！」

「ハハハッ……。一応言っておくが、あの人は私の師匠だ。その言い方はやめるように」

　二人でそんな話をしていると、ヌッと巨きよ体たいが陰かげから現れた。

「なんだか分からないけど、僕が役に立てたのかな」

　言葉は柔やわらかいけど、なにせ本当に強面だ。いきなり近づいてきた灰賀さんの顔を間近で直視して、思わず小さな悲鳴をあげてしまう。

「ああ、ありがとう。紹しよう介かいしよう、彼は灰賀選手だ。顔はこんなのだが、根は真ま面じ目めだし優やさしい男だと私が保証しよう。だから、早くこの顔に慣れてくれ。彼は傷ついている」

「よ、よろしくお願いします……」

「こちらこそ、ね……」

　大きな手を出されて、私たちは不器用に握あく手しゆを交かわす。第一印象は良くなかったかもしれないけど、見た目より物もの腰ごしが丁てい寧ねいなので、これから仲良くなれる気がした。

　──あれ？　灰賀？

　その名前に、聞き覚えがあったような。ちょっと珍めずらしい名字だし、どこかで……。

「佐藤助手はもちろん知っているな。そして、もう一人が──」

「……納なつ得とくできません」

　十文字さんが紹介しようとすると、後こう輩はいの女の子はそれを遮って立ち上がった。

「新谷クン、これは決定事じ項こうだ。面めん倒どうな娘こだが、キミもきっと仲良く──」

「……っ！　失礼します！」

　彼女──新谷さんは肩かたを怒いからせて、足早に裏庭を去った。十文字さんは、大おお袈げ裟さに肩を竦すくめる。

「やれやれ、彼女の人見知りにも困ったものだ」

「十文字くん、追いかけてあげようよ。『飼育部の友情は絶対』、だよね」

　心配そうに灰賀さんが提案する。佐藤さんも首を縦に振ふった。

『飼育部の友情は絶対』。

　部のスローガンか何かだろうか。良い響ひびきではあるけど、文化系の部活にしては、少し力強すぎるメッセージ性を感じる。

　少し気き恥はずかしそうに頭を搔くと、十文字さんは不敵な笑えみを浮うかべる。

「……それもそうだ。灰賀選手、悪いが二人を頼たのむよ」

「うん、彼女によろしく」

　それだけ言って、十文字さんは走り出した。

「……カッコいいなぁ」

「だよね。十文字くんは、いつもカッコいいよね」

　私が呟つぶやくと、灰賀さんが同意してくれる。

　うっかり独り言が漏もれていたみたいだ、恥はずかしい……。

「えっと、さっき聞きましたけど、灰賀さんは部員じゃないんですか？」

「うん。僕は普ふ通つうの部活には入れないからね。変わった人が多いけど、ノリと勢いに合わせられれば、馴染みやすいよ」

「ノリと勢い……？」

「いきなり動画鑑かん賞しよう会かいを始めたり、６月に初はつ詣もうでに行ったり、電車を乗り継ついで夏祭り遠えん征せいをしたりするから……」

　飼育部の名前とまったく関係ない活動の数々に、私は吹ふき出す。

「あははっ。それ、飼育と何も関係ないじゃないですか」

「ああ、言われてみればそれもそうだね。でも、翡翠さんのやることだからなぁ」

　翡翠さん。──さっき、私を露ろ骨こつに敵視していた、美人の部長だ。

「でも、私はなんだか、一方的に嫌われたみたいです……」

　私が肩を落とすと、灰賀さんはあたふたする。

「えっと、翡翠さんは誰だれに対しても意地悪だから、あんまり気にしないで。そうだよね、佐藤さん」

　灰賀さんが助けを求めるように佐藤さんを見るけど、彼女は目を逸そらした。

「そこはフォロー入れてよ……」

「ふふっ。皆みなさん、仲が良いんですね」

　私が笑っていたら、急に灰賀さんの表情が強こわばる。それが今度こそ、本当に怖こわかった。

「──いけない、忘れてた！　ちょっと出かけてくるね！」

　そう言うと、彼はベンチを軽々と飛び越こえて走り出す。

　植木に足をかけたと思ったら、そのまま一いつ瞬しゆんで樹の上まで登ってしまい、そこから普ふ通つう科かの校舎の開いていた窓に飛び込む。まるでスパイ映画のワンシーンのようだ。

　それが目にも止まらぬ速さで、私は仰ぎよう天てんして声をかける暇ひまもなかった。

「あっ、ちょっと！……今の何だったんだろう」

　今さらになって、私は思い出す。

　特進科二年、『最速』の灰賀。その名前を、私は既すでに先生から聞いていた。

　私は、いまだにスマホを弄いじり続けている佐藤さんに、少し話しかける。

「灰賀さんって、特進生の人ですよね」

　佐藤さんは無言で頷うなずく。

　間ま違ちがいない。彼は本物の特進生で、全国から選ばれた天才の一人だ。

　──そんな人が、どうして飼育部になんているんだろう。まるで意味が分からない。

「……佐藤さんは、話せないんですか？」

　そう尋ねると、彼女はコクコクと頷く。それは日中の授業での様子からも分かった。

　自分のスマホに着信が入ったので見てみると、午前中に連れん絡らく先さきを交こう換かんした佐藤さんから、ＬＩＮＫでメッセージが入っていた。
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　佐藤さんは何ごともなさそうな無表情で、大だい胆たんな話をしてくれた。てっきり、佐藤さんと付き合っているものだと思っていたから驚おどろく。

　──それなら、もっと十文字さんと話してみたい。そう思うほどに、彼の話や立ち振ふる舞まい、なんだかチグハグな探偵衣装が、魅み力りよく的に感じた。

　……それにしても佐藤さん。ＬＩＮＫでの会話だけだと、別人としか思えない。

　彼女の目を見ていると、私の考えていることを見み透すかされているような気がして、背筋に悪寒が走る。思わず目を逸らしてしまった。

　何かがおかしい。この学校も、部活も、この人達も。

　少し変わっているとか、個性的だとか、そういった単純なものではない。綺き麗れいに揃そろって回る車輪を、静かにギチギチ軋きしませているような、歪いびつな音源の近くにいるような不快感がずっと私を追っている。その正体が何なのか、まるで分からなかった。




　９月３日（木曜日）




　新谷の下校する道は把は握あく済みだ。俺は足が痛むのを堪こらえ、新谷の後を追いかける。すると、３分とかからず彼女に追いついた。

「はぁ、はぁ……。待ちたまえ！　も、もうけっこう限界なんです……！」

　俺の声に気付いた新谷が振り返ると、彼女は血相を変えてこちらに駆かけ寄る。

「先せん輩ぱい、走ったんですか!?　どうして……」

「美人を放ほうって──あいたたた……」

「……もうっ、こんな時までふざけないでください！　普通にしてくれていいって、いつも言ってるじゃないですか」

　新谷の肩を借りる形で、俺は近くにあった公園のベンチに座る。左足が痺しびれ、全身から汗あせが噴ふき出る。吐はき気けも若じやつ干かんあった。

「す、すまない、配はい慮りよが、足らなかった……」

「いいですよ。座ってるだけで大だい丈じよう夫ぶですか？　薬とかは──」

「悪い、配慮が足らなかった」

　二度繰くり返したことで、ようやく新谷も謝罪の意図を汲くんだらしい。すると、新谷は表情を曇くもらせる。

「……いえ、私の方こそすみません。先輩がせっかく、気を配ってくれたのに」

「……私の気分転てん換かんでもあったんだ」

　鹿しか撃うち帽ぼうを外すと、新谷は驚きの表情を浮かべる。

「夏祭りに行ったときに、改めて思ったのだよ。師し匠しようが卒業したら、きっと私たちはダメになる。私たちは、そういう奴やつらなのさ」

「そう、ですね」

　彼女は否定しない。それほどに、心当たりが多すぎた。

「『飼育部』に入ってから、ずっと自分を騙だましていた。師匠のように、皆みんなを守れるような人間になりたかったんだ。でも、師匠みたいに上手うまくできなくてね。白丁花は、そんな私でも認めて仲良くなろうとしてくれたよ。噓うその自分でも、嬉うれしかった」

　新谷を正面から見つめて、俺は精せい一いつ杯ぱいの笑みを浮かべる。

「キミならきっと、あいつと仲良くなれるよ。佐藤助手でも大丈夫なくらいだ。ちゃんと話してみたまえ。なに、大丈夫だよ、上手くいかなくても気にするな」

　そう言うと、新谷は懐なつかしそうに微笑ほほえむ。

「初めて会った時も、そんな風に言ってくれましたね。大丈夫だ、俺に任せてくれって」

「そうだったかね？」

「私の髪かみの毛け、洗ってくれたじゃないですか」

　それを言わせないために恍とぼけたのに、新谷はあえて口にした。

「あの最悪なバレーボール部から逃にげられたのは、先輩のおかげなんですよ」

「でも、それを決断したのはキミだ。もっと自信を持ちたまえ」

「一人だけで、嫌いやがらせから逃げるのは無理ですよ。そういう仕組みになっていて、それが分かっても、壊こわせるのはそういう役割の人間だけです」

「……師匠は本当にロクなことを言わないね」

　俺が笑うと、新谷が微笑む。

「胡う散さん臭くさい名めい探たん偵ていなんかに頼たよるのは正直嫌いやだったけど、私はその時に、先輩を初めて知ったんですよ」

「ああ、うん。そうだな、キモいだろうな……」

　分かってはいたけど、やっぱり名探偵は無理があったと、本当に今さら思う。師匠に言われなければ、自分では絶対に思いつかない考え方だ。

「そんなことないですよ。人を論破する時の先輩は、部長よりもカッコいいんです」

「それは流石さすがに言い過ぎじゃ──」

「先輩は本当に、自分がカッコいいことを自覚してください。じゃないと、私みたいに、勘かん違ちがいしちゃう人がいますからね」

　勘違い、とはどういう意味だろう。俺がキモい変人に見えるということか。それとも、普ふ通つうに接していただけなのに、そういう風に思われてしまうことだろうか。

　──ごめん、新谷。俺にはどっちなのか、よく分からなかったんだ。

「……私は普通にしてた方が、ずっと素す敵てきだと思います」

　新谷はそう言うが、心中は複雑だった。

　今さら仮面を捨てることは出来ない。これまでの努力を否定してはいけない。

　俺は名探偵なのだ。名探偵は謎なぞを解くが、名探偵は──

「ふっ、それは出来ない相談だ。私は解けない謎など存在しない名探偵なのだからな！」

　俺が鹿撃ち帽を被かぶり直し、パイプを取り出して高らかに宣言すると、新谷は苦く笑しようする。

「もう……。分かりました。先輩に免めんじて、ちゃんと白丁花さんと話してみます」

「ああ、そうしてみたまえ。彼女の人ひと柄がらは私が保証しよう！」

「そう言われると、やっぱり胡散臭いですね」

　クスクスと笑って、新谷が立ち上がる。

「さてと。明日あしたから飼育部に新しい人も増えることですし、よろしくお願いします。頼りにしてますよ、名探偵先輩」

「それなんだが……。あの、師匠の説得にも協力してくれないかな？」

「それは嫌です。部長、すごく不ふ機き嫌げんだったじゃないですか。巻き込まないでください」

「オゥ……」

　あの場はともかく、師匠は心底納なつ得とくしている様子ではなかった。前ぜん途と多難である。

「まぁ、安心したまえ。どちらにせよ、キミの居場所はもうなくならない。我々は飼育部の仲間で、飼育部の友情は絶対だ。それだけは、何があっても変わらないよ」

「──ありがとうございます」

　新谷ははにかむ。

　その言葉を聞けただけで、俺の意義が、俺の信じるものが間ま違ちがっていなかったんだと、救われる気になった。

「じゃあ先輩、失礼します」

「ああ、気をつけて帰りたまえ。最近は、冤えん罪ざい事件が起きる程度に物ぶつ騒そうだからな」

「ふふふ、分かってますよ。先輩こそ、間違って捕つかまったりしないでくださいね」

　そう言って、新谷は俺の前から去っていく。

　自宅とはかなり離はなれたところに来てしまったことに気付き、両親に迎むかえでも頼たのもうかとすら思ったが。結局、俺は頑がん張ばって自力で帰る。




　その途と中ちゆうの道に、てるてる坊主がいた。




　白いマントを羽織り、白い頭ず巾きんをスッポリと被った、全身真っ白の何かである。

　思わず自分の目を疑ったが、間違いない。てるてる坊主だ。顔に『へのへのもへじ』と書いてある、小学生時代には、運動会前などによく作っていたアレだ。

　ただし、大きい。人間大のサイズだ。そしてそいつは、電柱にぶら下がっていた。

　目が合った気がした。俺が息を吞のんで観察していると、てるてる坊主は身軽に電柱から戸建ての屋根へと飛び移り、そのまま姿を消してしまう。

　思わず、俺はＬＩＮＫを起動して佐藤に連れん絡らくした。
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　佐藤の困こん惑わくが、文章からも伝わってくる。当然だ、俺にもよく分からない。

　自分から話題を振ふっておきながら、それ以上は何も語れなかった。




　９月６日（日曜日）




　ニュースをお伝えします。今朝、○○県神楽かぐら咲さき市の私立高校で、女子生徒の遺体が発見されました。同校に通うＳさんである可能性が高く、現在、詳しい身元の確かく認にんが行われています。

　鋭えい利りな刃は物ものによるものと思われる数カ所の刺さし傷があり、警察は何らかの事件に巻き込まれた可能性があるとして、捜そう査さを開始しました。

　また、現場には被ひ害がい者しやの血で書いたと思われるメッセージも残されており、猟りよう奇き殺人犯による犯行も視野に入れた捜査が行われているもようです。
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　９月６日（日曜日）




　早朝、俺は電話を受けて飛び起き、無我夢中で学校へと向かった。

　何かの間違いだ。自分の知らないどこかの誰だれかだ。テレビで見るのは、いつだってそんな他人事だ。現実なわけがない。画面の向こうにリアルなんてない。

　ようやく学校に到とう着ちやくする。校門は黄色いテープで塞ふさがれ、報ほう道どう陣じんや野や次じ馬うまで埋うめ尽つくされている。

　俺はそれを無む理り矢や理りかき分け、テープまで強ごう引いんに辿たどり着き、それを潜くぐろうとする。

「おい、君！　待ちなさい！」

　するとやはり、警官に止められた。

「通してくれ！　あいつのわけない、あいつが死んだなんて何かの間違いだ！」

「……被害者の知り合いなのかい？」

　俺が頷うなずくと、警官が無線を使って何か話し始める。すると、校舎の方から見知った顔の女子生徒が走ってきた。

「十じゆう文もん字じさん！」

「白はく丁ちよう花げ!?」

　電話をかけてきたのは白丁花だった。顔面蒼そう白はくで、唇くちびるが小刻みに震ふるえている。

「何があったんだ？　噓だろう、なぁ!?」

　白丁花に摑つかみかかろうとすると、横から大きな手が伸のびてきて、俺を押おさえてテープの中に引きずり込む。その大男は、テレビでよく見る警察手帳を見せた。

「熊くま本もとっていうんだ。その子、第一発見者の知り合いかい？」

「……十文字です。あの、第一発見者って──」

　俺が名乗ると、力ちから尽つきたかのように白丁花が膝ひざから折れて倒たおれる。熊本は彼女を抱だき留とめて、近くにいた仲間らしき人物に大声で叫さけぶ。

「本ほん田だ！　彼女を休ませてやれ。ガイシャの知り合いに代わってもらう」

「はい！」

　熊本の仲間ということは、刑けい事じなのだろう。眼鏡をかけた青年が、白丁花を抱かかえて駆かけてゆく。

「……白丁花が、見つけたのですか？」

「ああ。悪いが、捜査に協力してもらえないか？　発見されたのは裏庭なんだが、君たちのたまり場だったんだろ？　現場検証と、出来れば被害者の身元確認に協力してほしい」

「……私じゃなくても、それぐらい分かるでしょう」

　冷静になって俺がそう言うと、苦にが虫むしを嚙かみつぶしたように熊本が顔を歪ゆがめる。

「身元の分かるものがないんだ。だから、出来ればって言ってるんだよ」

　嫌な予感しかしなかった。しかし、俺は首を縦に振る。

「……すまないな。じゃあ、行こうか」

　熊本に先導され、慣れた道を歩く。しかし、その道の端はし々ばしで大人達が何かを探しており、その風景はかつて自分の知っていた日常とは違ちがっていた。

　パシャリ、というカメラの音が裏庭からする。この独特な重みのある音は、一眼レフのシャッター音によく似ていた。その音と共に聞こえる、微かすかな音色。──鼻歌、女性の美しい鼻歌だ。それも、最近聴きいたことがある。

　裏庭には、見慣れない大きなブルーシートに包まれたテントがあり、その近くには女子生徒が立っていた。

　彼女はカメラを胸むな元もとに下ろし、写真の出で来き映ばえを確認して笑う。

「お前……。誰が入っていいと言ったぁ!!」

「誰にも言われなかったから入っただけだぞ。いい歳としのおっさんが怒ど鳴なるな、喧やかましい」

　警察の大男を相手に、鼻歌を絶やさず笑えみを浮うかべるこの女を、俺は知っている。

「……『真聞部』の夜よ月づき」

　その呟つぶやきが聞こえたのか、彼女──夜月は俺を見て小さく手を振る。

「遅おそいぞ、探たん偵てい気取り。遅おくれてやってくるという演出のつもりか？」

「……ご託たくは勘かん弁べんしてくれ。何を撮とったのかね？」

「アレだ」

　夜月は校舎の壁かべを指さす。その先はブルーシートで覆おおっている最中で、まだ剝むき出しで外気に晒さらされていた。それはおびただしい量の血けつ痕こんで書かれた文字で──

「『ＥＶＩＬ悪』ときた。エーミールの血の復讐が、ついに始まったようだな」

　クックックと、夜月が笑う。

　あまりにも不ふ謹きん慎しんな態度に、頭に血が上り、意識が一いつ瞬しゆん真っ白になる。それを察したのか、熊本は強い力で俺を押さえつけた。

「なら、現場監かん督とく者しやの権限で言わせてもらう。ここから出て行け、夜月」

「丁度良いい、私の用も済んだ。じゃあな、クマさん。互たがいに良い仕事をしよう」

　夜月が何の動どう揺ようも見せずに去ろうとするのを、俺は肩かたを摑んで引き留める。

「──笑わないでいただきたい。人が死んだんだぞ」

「私が殺したわけじゃない。その怒いかりはエーミールにでも向けろ」

「キミにとって他人事でも、当事者の気持ちを察するべきではないかね？」

「だったら泣き喚わめけ、それも記事になる。私は事件という事実を追うだけだ」

　夜月は俺の腕うでを軽々と振りほどくと、そのまま優ゆう雅がに去る。

「気にするなよ。特進科なんて、クソッタレばっかりだ。それより、覚かく悟ごはいいか？」

　熊本は俺の肩を優やさしく叩たたくと、行くぞと言ってブルーシートのテントに入る。それに続いて俺もテン　ト　に　　赤い　ヒト　あ、う


かおが　　つぶ　れ　　て






　９月７日（月曜日）




　遺体となって発見されたのは、間ま違ちがいなく新しん谷たにだった。

　校舎の中にある小さな会議室のような場所で、俺と白丁花はパイプ椅い子すに座って待たされていた。どのくらい、時間が経過しただろう。二人の間に会話はない。

　今日は授業が普ふ通つうに行われているらしい。臨時休校も無しだ。

　秋が過ぎれば、学校主しゆ催さいの大型の模試が始まる。どこのクラスも、それに対応するためにスケジュールが詰つまっているのだ。

　狂くるっている。俺は頭を搔かきむしり、この学校を呪のろう。新谷の死を悼いたまない決断をした、あの教頭を恨うらむ。

「やぁ。電話、無視してごめんね。休みはケータイを持たない主義でさ」

「部長！」

「ハクちゃんはあくまで部員じゃないから。翡ひ翠すいさんって呼ぶように」

　翡翠師し匠しようが何ごともなさそうに、他愛たわいの無い話をしながら会議室に入ってくる。佐さ藤とうも礼をして、無言でそれに続いた。

「Ｊじえいくん。無理矢理でもいい、名探偵になるんだ。それをやめたら終わりだよ」

　師匠が素す早ばやく近づいて、俺に密ひそかに囁ささやく。

「キミは名探偵でいるんだ。今はその仮面の下を見せていい時じゃない、いいね」

「お任せを」

　機械的に俺は答え、不敵な笑みを作って浮かべる。それを確認して師匠も頷いた。

「あ、そう。じゃあ安心だ。静かにシンちゃんを悼もうか」

　そう言って師匠は椅子に座り、スマホを取り出して、いつものように動画を見始める。

　すると、熊本と眼鏡の刑事、本田が会議室にやってきた。

「ショックだとは思うけど、捜査に協力してくれて感謝する。俺は熊本、こっちは本田。今回の事件を担当する」

　熊本は厳しい顔をしたまま、淡たん々たんと挨あい拶さつする。これは任意の事情聴ちよう取しゆのようなもので、飼育部関係者の全員で参加することにした。灰はい賀がだけは、例外的にこの場にいない。

「聞いての通り、君たちの友人の新谷さんが何者かに殺害された。色々と聞きたい。彼女のことや、周辺のこと。それと、例の校門の落書きについてもだ」

「熊本さん、最初にいくつかいいかなぁ」

　師匠はこんな非常事態であるにもかかわらず、本当にいつも通りのほほんとした声で熊本に話しかける。それを異様に思ったのか、熊本や本田、白丁花は眉まゆを顰ひそめた。

「……君は、飼育部の部長の翡翠さんだったな。どうぞ」

「もう聞いてると思うけど、そこにいるハクちゃんとは最近知り合ったばかりで、部員ですらないから関係ない。こっちの『無口』の佐藤ちゃんは、ワケあって話せない。それとＪくんが精神的にかなり参ってるのは、熊本さんの方が分かってるよね」

「あ、ああ」

「そんだけ」

　師匠が頰ほお杖づえをついて、そのまま動画鑑かん賞しように戻もどる。

　少し、無言の間が会議室に生まれた。

　気味が悪い。師匠の言葉。意味。なぜ？

　やはり、こういう時に頼たよりになるのは翡翠師匠だ。俺は呼吸を落ち着ける。乱れた精神を整えて、意識を研とぎ澄すませる。大だい丈じよう夫ぶだ、出来る。

　俺は名探偵なのだ。名探偵は謎なぞを解くが、名探偵は──

「……あー、じゃあ、始めていいか？」

「どうぞ」

　かなり困こん惑わくしつつ、熊本が師匠の態度を気にしながら質問を始める。

「まず最近、新谷さんの周囲に変わったことはあったか？」

「なかったよ」

　白丁花が何かを言おうとするが、師匠が抑よく揚ようの無い声で即そく答とうする。

「彼女が誰だれかと会う約束をした、という話を聞いている人は──」

「休みの日に他ほかの部員が何をしているかまで、誰も把は握あくしてないんじゃない？」

　師匠の肯こう定ていを促うながすような質問に、佐藤も俺も首を縦に振ふる。

「彼女に他に親しい友人は──」

「いないよ」

「……逆に彼女に対して、何か恨みのある人に心当たりは──」

「ないなぁ」

　熊本の質問に、師匠が淡々と答え続ける。熊本の目つきが、次し第だいに凶きよう暴ぼうに変わっていくのが目に見えて分かる。

「形式上の質問になるけど、事件のあった夜、全員何をしていたんだ？」

「夜中のアリバイなんて、寝ねてたら意味ないでしょ」

「君も寝ていたのか？」

「土日は徹てつ夜やでヌコヌコ動画のＴＲＰＧリプレイを見てたけど、調べる？」

「その割には元気そうだな」

「若いって良いよね」

　バンッ！　と激しく机を叩いて立ち上がったのは、白丁花だった。

「どうして……、どうしてそんなに冷静なんですか!?」

　激げつ昂こうし、涙なみだ交じりに白丁花は師匠に摑つかみかかり訴うつたえる。

「翡翠さんはおかしいです！　後こう輩はいの新谷さんが亡なくなったんですよ！　同じ部員として、友達として悲しくないんですか!?　絶対に翡翠さんはおかしいです！」

　師匠は抵てい抗こうせず、白丁花に言われるままに体を揺ゆさぶられている。警察の二人が、それを止める気配もない。大人二人の沈ちん黙もくが、彼女の嘆なげきへの同意を意味していた。

「……離はなしたまえ、白丁花クン。師匠は熊本刑けい事じの質問に答えているだけだろう」

　見かねた俺が口を挟はさむと、白丁花が威い嚇かくするような目で俺を見る。

「でも──」

「重大な勘かん違ちがいをしているようだから言おう。私も助手も師匠も、新谷の死を心の底から悲しんでいる。だから一刻も早く、犯人を捕つかまえてもらいたいのは我々の総意だ。師匠は一いつ切さい噓うそをついていない。互いにつまらなく時間を浪ろう費ひしたくないのだよ」

　佐藤が何度もしきりに頷うなずき、師匠が低いため息をつく。納なつ得とくいかない表情を浮かべていたが、白丁花は師匠から手を離した。

「熊本刑事。こちらは質問に答えた。だから、こちらの質問にもいくつか答えていただきたいのだが、いいかね？」

　俺が鹿しか撃うち帽ぼうを被かぶり、懐ふところからブルドッグパイプを取り出して立ち上がると、熊本は訝いぶかしげに俺を見つめる。

「……その気味の悪い話し方は、一体何だ？　流行はやってるのか？」

「私は元々がこうなのだよ。名探偵として、事件の謎を解き明かすのが使命なのだ」

「名探偵？　さっきから、君たちはこんな時に何を言ってるんだ？」

　困惑する熊本に、俺は尋たずねる。

「新谷の髪かみ型がたは男子にも近いベリーショート、かなり特とく徴ちようがあると思う。そうでなくとも、この学校の周囲には、監かん視しカメラのある通りがいくつもあるはずだ。新谷が目もく撃げきされた時刻に犯人の姿もあるはずだが、容疑者はまだ絞しぼり込めていないのかな」

　俺を訝しげに見つめる熊本に代わって、本田が答える。

「……周辺の監視カメラの解かい析せきはもう始めてるけど、数が多いからどうしても時間はかかるんだ。とりあえず、校門付近のカメラだけでも優先的に調べたけど、新谷さんは土曜の夕方には学校に入ったみたいだね。彼女以外に怪あやしい人物は、校門を通っていないよ」

「──なるほど」

「あのなぁ……。気持ちは分かるけど、素人しろうとが──」

「あともう一つ。殺害されたのは、日付としては、日曜日に当たる深夜。場所は裏庭で、遺体が動かされた形けい跡せきはない。間違いないね」

　呆あきれるような熊本の言葉を制して、俺は本田に尋ねる。彼の方が、話が早い。

「あ、ああ。そうだね。犯行が行われた場所は、間違いなく裏庭だよ」

　苛いら立だった様子の熊本の視線を気にしながら、本田は丁てい寧ねいに答えてくれた。

　佐藤が立ち上がって、刑けい事じ二人に一礼した。

「ありがとう、刑事さん。お願いだから、新谷のためにも早く犯人を逮たい捕ほしてほしい」

　俺は佐藤と一いつ緒しよに、そのまま先に会議室を出ていこうとする。師匠もそれに続いた。

「ちょ、おい待て！　大人を舐なめんじゃねぇぞ、一つだけ答えろ！」

　一つと聞き、俺たちは熊本の方へ振り返る。




「……校内で動物を飼うのは禁止されているのに、『飼育部』って名前はどうなんだ」




　俺たちは何も答えず、その場を後にする。

　会議室の扉とびらが閉まり、熊本の声が遮さえぎられる。そのまま三人で立ち去ろうとすると、白丁花が会議室の扉を開けて追いかけてきた。

「ったく！　この学校のゆとり連中は、全員どうなってんだ！」

　漏もれて聞こえた熊本の怒ど声せいを聞き流し、俺は急いで歩を進める。







　教室はまだ授業の最中だ。いつものたまり場である裏庭は、犯行現場の保存のためにも使えない。なので、俺たちは真っ直すぐ特進科の校舎へと向かった。

　校舎の中には、普ふ通つう科かの生徒である俺たちは許可無く入ることが出来ない。玄げん関かん口ぐちにあるインターホンを押し、中にいる生徒に連れん絡らくを取る。

「……っ！　みんな、もう取り調べは終わったの!?」

「ただの事情聴取だよ、灰賀選手。悪いが、ちょっと匿かくまってくれないかな」

　インターホンが切れて、しばらくすると玄関に灰賀が現れる。灰賀がパスコードを入力すると、玄関が開いた。

「えっと、この度たびは気の毒に……。いや、そんな場合じゃないか、どうぞ」

「Ｊくんは少ない友達に恵めぐまれてるよね、お邪じや魔ましますっと」

　飼育部の全員と白丁花は、灰賀の案内の下もと、特とく進しん棟とうを歩く。普通科の校舎と目に見えて違ちがい、そのフローリング仕立ての廊ろう下かは真新しくて、掃そう除じが行き届いている。まるで大だい豪ごう邸ていを散策しているかのようだ。

　その内の一室に、灰賀はパスコードを入力して入る。灰賀の私室は、無骨なランニングマシンの他に、筋力アップのためのトレーニングマシンなどが各種揃そろえられており、ちょっとしたスポーツジムのようになっていた。

「なんか男臭くさい部屋でごめんね。適当に腰こし掛かけてよ」

「い、いえ……。特進生って、本当に一人一部屋もらえるんですね」

　白丁花はおっかなびっくり、灰賀の部屋を見み渡わたして、簡素なソファに座る。俺と佐藤は慣れた手つきでパイプ椅い子すを広げて座り、師し匠しようはランニングマシンに乗って、勝手にゆっくりとウォーキングを始める。灰賀も手近なトレーニングマシンに腰掛けた。

　少しの沈黙の後、白丁花が不安げに尋ねる。

「……あの、これから何かするんですか？　警察にも全然協力しないで──」




「名探偵として、私が犯人を捕まえる！　この謎を解き明かすのだ!!」




　俺が断言すると、白丁花は居い心地ごこちが悪そうに伏ふし目がちに呟つぶやく。

「気持ちは分かりますけど……。私たちは学生ですし、警察の人たちに任せるのが正しいんじゃないですか？　今からでも、ちゃんと協力して──」

「飼育部の友情は絶対だ。警察よりも早く、犯人を捕まえなければならない。これは使命なのだよ、白丁花クン！　キミには理解できないかもしれないがね」

　断固とした俺の態度に、白丁花は不安そうに周囲を見渡す。灰賀と目が合い、彼は困ったように頭を搔かきながら説明する。

「飼育部って本当に変わってるんだよ。義理に厚いっていうか、仲間意識が凄すごいっていうか、正義に燃えてるっていうか、ね……」

「あの、私が言うのも違うと思いますけど、変わってるにしても度が過ぎるんじゃ……」

「大丈夫、僕も白丁花さんと同意見だから安心していいよ。君が普通なんだ」

　厳いかつい顔を限界まで柔にゆう和わにして、諭さとすように灰賀が白丁花に言い聞かせる。

「……特進科の人は、おかしな人ばかりだって、色んな人たちに聞いていたんです。灰賀さんは違うんですか？」

「うーん。僕の場合は、知り合いの言葉を借りると『人並みの倫りん理り観かんを持っていることが一番の取り柄え』なんだろうね。だから、そういう意味では白丁花さんに共感出来るけど、知り合いだった新谷さんのことを思うと、僕も犯人を許せないよ」

「だから、ハクちゃんは部員になれないんだ。邪魔するなら出て行ってくれない？　他の子供と遊んでた方が幸せだよ」

　灰賀と師匠の言うとおり、白丁花は普通なのだ。

　理解できない倫理や価値観があり、それをあるがままに受け入れる。それが出来ないなら、特進生や俺たちに関かかわらない方が良いい。

　白丁花は周囲を見渡すが、もう同意見の人間はいないとみたのか、口を結んで俯うつむいた。

「さて、無意味な討論はここまででいいだろう。灰賀選手も、少し付き合ってもらえないだろうか。特進生の側の動きも知りたいのでね」

「もちろん。十文字くんたちを放ほうってはおけないからね」

「助かるよ、キミが友人で私は幸せ者だ」

　俺は意識を集中する。名探偵は謎なぞを解く、それが役目だ。

　俺は目を開け、佐藤と正面に向かい合う。佐藤は目を逸そらさず、黙だまったままだ。

　佐藤は俺にとって、鏡だ。自問自答するための自己像である。

　自分の意見を話す時の、第三者としての自分。感情抜ぬきの、傍ぼう観かん者しやとしての他者。

　主義主張のない佐藤にしかできない。それが、佐藤が俺の助手である最大の理由だ。

「では……。まず、新谷を殺したのは学校側の人間。それも、恐おそらく生徒で間ま違ちがいない」
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「一応聞くけど、学校と関係ない人や、通り魔まの可能性は？」

　灰賀が口を挟む。

「特進科のあるウチの学校のセキュリティは堅かたい。校門付近の監視カメラに目立って怪しい人物を見つけられなかったというなら、堂々と入れる生徒や学校職員だろう。成りすましの可能性などを除外した理由は、被ひ害がい者しやが新谷で、犯行時刻が深夜だということだ」

「そ、それってどういうことですか？」

　白丁花の質問を愚ぐ問もんと思いつつも、思考の整理のために俺は口に出す。

「新谷は極度の人見知りで、携けい帯たい電でん話わも所持していない。それが最大の理由だ」

　師匠もそれに同意した。

「シンちゃんと直接話せて、呼び出せる人物となると、職員はちょっと考えにくいかな。あの子、先生とか大だい嫌きらいだったし、深夜に呼ばれた時点で犯罪臭しゆうがするから行かないよ」
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　他ほかの可能性がある？　一つに固こ執しつしない方がいい。そう、例えば──

「……そうか、逆もあるのか。新谷の方から声をかけて、犯人を呼んだ可能性もあるね。それなら、新谷とは既すでに顔見知りの関係だろう。動機も分かりやすいな。あの人見知りの新谷が、わざわざ呼び出した理由がそれなのか」

　むしろ、その方が納なつ得とくだ。何者かに深夜に呼び出されて、俺たちに相談する間もなく、学校に向かう方がおかしい。

　新谷は何かをするために、自分から犯人に接せつ触しよくしたのだ。

「となると、犯人はシンちゃんの私的な知り合い。それか──」




「ここにいる誰だれかですね」




　師匠と俺の意見に、佐藤が首を縦に振ふる。灰賀はため息をつき、白丁花は青ざめた顔で口元を押おさえる。

「そんな……」

「あのね、良いリアクションありがとうだけど、断トツで怪あやしいのはハクちゃんなの。みんながそう思ってるし、だからここまで連れてきてあげた。状じよう況きよう、分かってる？」

「え、ええっ!?」

　白丁花が素すっ頓とん狂きような声をあげて、周囲を見渡す。席の配置からして、全員が白丁花を囲んでいることに、彼女はようやく気付いたようだった。

　俺はパイプを手に遊ばせながら質問する。

「第一発見者が犯人だなんて、三流ミステリだが。なぜ、キミが死体の発見者なんだ？」

「そ、それは……」

「今の内に、正直に話した方が良い。キミが新谷と同じく土曜日から学校に来ていて、そのまま残って帰っていないことくらい、校門の監かん視しカメラを解かい析せきすれば分かるんだよ」

　俺がそう言い放つと、白丁花は観念したように頷うなずいた。

「……仰おつしやる通りです。私、バレーボール部の子に誘さそわれて、週末は学校で、泊とまりがけで行うプチ合宿に参加したんです」

「そういえば、金曜日にそんな話をクラスでしていたな……」

　そうだ。白丁花が飼育部に入れたとクラスで騒さわいでいたら、それを哀あわれに思ったのか、クラスの女子たちに一いつ斉せいに部活の勧かん誘ゆうをされたのだ。それが４日の金曜日だ。

「部活の掛かけ持もち？」

「ええ、私もウチ以外を薦すすめました。引く手数多あまたで、その後は聞いていませんがね」

「あ、そう。ってことは、これまた一気に容疑者が増えたね。バレーボール部といえば、シンちゃんの古巣だ」

　佐藤も頷く。彼女をあそこから連れ出したのは、他ならぬ飼育部。正確には『名めい探たん偵てい』の俺と、助手の佐藤だ。

「そ、そうなんですか？　そんなこと、まったく聞いてないですけど……」

「言わなくて当然でしょ。犯人が被害者との関係を熱心に話したら、それはそれで気持ち悪いじゃない」

「やましい事がないなら、堂々としている人だっているはずです」

　それを聞いた師匠は、ランニングマシンを停止させて飛び降りる。

「……どうだろうなぁ。でも、シンちゃんが死んでしまった理由が、他に思いつかないんだよね。事故じゃないもん」

　師匠の断定に、俺も頷く。

「それが『ＥＶＩＬ』を書いた、現場に残されたペンキ用のブラシの意味ですよね」

「常識的に、持ち歩くような物じゃないでしょ。わざわざ現場に持って行っている。犯人は、最初からやる気満々だった」

　そこの見解は、二人ともまったく同じらしい。だが、やはり犯人が分からない。

「私は佐藤助手と、バレーボール部へ聞き込みに行きましょう」

「ん、了りよう解かい。あたしは違う方向を攻せめてみようかな。そっちはそっちで頑がん張ばってね」

　そう言って、師匠はまとまってない髪かみを弄いじりながら、灰賀の部屋から早々に出て行こうとする。扉とびらを開けて、師匠は振り返った。

「毎度のことだけど、改めて忠告しとくね」

「どうぞ」

「あたしはキミの味方ではないよ。いつも誰かの敵の敵だ」

　それだけ言って、師匠は部屋を去る。その背中を見つめながら、灰賀は苦く笑しようした。

「相変わらず、翡翠さんはいつでも一番怪しいね」

「毎度驚おどろかされるけど、頼たのもしい後ろ盾だてだよ。もし師匠が犯人で、私たちをハメているなら、潔いさぎよく降参して殺されもするさ。敵に回せば、強すぎる盾たてだしね」

　何かしらの形で俺が動く時、翡翠師し匠しようが一いつ緒しよに行動したことは、これまで一度もない。

　だが、大小様々な問題を俺たちが起こしても、お咎とがめがまったくなく、計画が恐ろしいほどスムーズに進むのは、師匠の根回しのおかげであると、既に確信している。

　もし、その師匠が何らかの理由で新谷を殺さざるをえなかったとすれば、それはそれであり得ない話ではないとも俺は思っていた。しかし、たとえ本当にそうなら、頭脳戦で師匠に勝てるだろうか。

　身内も疑わなければいけない状況に頭を抱かかえていると、白丁花が俺に訴うつたえてくる。

「あ、あの！　私も捜そう査さに協力させてください！」

　言うと想定していた。向こうも分かっているだろう。

　一応、俺は首を横に振る。

「……悪いが、キミは──」

「バレーボール部の子たちが結けつ託たくして噓うそをついていたらどうするんですか!?　部外者で参加していた私なら、矛む盾じゆんがあっても分かります！　それに──」

　白丁花は、制服のスカートを握にぎりしめて押し殺すように語る。

「……新谷さんが死んだ理由が、気になりますから」

　そうまで言われると、俺も判断に苦しむ。確かに、部活ぐるみで隠いん蔽ぺいに回られたら厄やつ介かいだ。バレーボール部とは、新谷の件で因いん縁ねんもあるので、佐藤と二人だけで動くには限界があるのも事実である。

　俺は佐藤にアイコンタクトを送る。佐藤は首を縦に振った。

　まぁ、ついでにこいつを調べるのも悪くないか。

「仕方ない、同行を許可しよう。足手まといにはならないでくれたまえ」

「は、はい！　よろしくお願いします！」

　心底嬉うれしそうに、白丁花が頭を下げる。同時に、うっすらと涙なみだを浮うかべていた。囲まれて容疑者扱あつかいされていたのだから無理もない。

　もっとも、これで白丁花の容疑が晴れたわけでは決してないが。

「一応、聞いておきたいんだが。特進生の側で、何か変わったことはあったかな」

　少し視点を変えるために、俺は灰賀に漠ばく然ぜんと尋たずねてみる。

「……実は、校門の犯行予告のことが気になってさ。それとなく、他の人たちから話を聞いたりしたんだよ」

「なるほど、それで？」

「悪党について、ちょっと調べてみたんだ」

　意外な言葉を聞いて、俺は耳を疑った。

　灰賀は良くも悪くもアスリートで、他人事に積極的に関かかわろうとするほど好こう奇き心しんの強いタイプではない。自分を高めることを優先とする男だ。だから、飼育部にとっても、害の無いものとして誰もが接していた。

　そんな灰賀が調べ物をするというのだから、何か腑ふに落ちないものを感じる。

「悪党といえば、犯行予告にあった、復ふく讐しゆうする相手のことですか？」

　この学校に関わる悪党に対して復讐を行う。それが、エーミールの残した犯行予告だ。

　白丁花の言葉に、灰賀は頷く。

「うん。特進科は変わり者が多いし、恨うらみを買ったりもするからね。そしたら悪党に三人の名前が挙がったんだよ。僕は、その人達の身の安全を気にしてたんだけど……」

「アテが外れたわけか。それで、その三人というのは？」

　確かに、少し興味のある話だ。わざわざこの学校に犯行予告をするのだから、常識的に考えて、やましい覚えのある人間は守備を固めるだろう。

　それが特進科なら尚なお更さらだ。特別扱いの裏で、何をしていても不思議ではない。

「一人は三年生、『薬くす師し』の黒くろ田ださん。高校生ながら医学界に貢こう献けんしているけど、裏では結構悪いことをしてるみたいだね。あと二年生、『美食家』の青あお山やまくん。彼はまぁ、悪い意味で普ふ通つうじゃないし。それと、もう一人──」

「三年生、『真聞部』の夜月か」

　二人については面識もないが、三人目には嫌いやというほど心当たりがあった。アレが善人のはずがない。

「……正解。特にこの人についてはサッパリだよ。まったく分からないや」

　灰賀が肩かたを竦すくめる。しかし、予想していたよりも、かなり重要な情報を聞くことが出来た気がした。普ふ通つう科かの俺たちには見えない場所も、確かに存在しているのだ。

　それを思うと、不思議でならないことがある。夜月が俺に接触してきたことだ。

　あの全すべてを知っていた女が、そんな不用心なことをなぜしたのだろう。もしかすると、何かしらの自信があったのかもしれない。犯行予告に俺が関わっていないことや、自分がエーミールに狙ねらわれていないことなど。

　つまり、彼女の行動が示すものは──

「それなんだが、灰賀選手。私は夜月に──」




　その時だった。耳を覆おおいたくなるような轟ごう音おんと共に、建物全体が大きく揺ゆれた。




　俺は咄とつ嗟さに佐藤を抱だき抱え、頭を覆いしゃがみこんで守る。灰賀はトレーニング機材に摑つかまって耐たえ、白丁花は転んで身動きがとれなくなっていた。

　地じ震しんかと一いつ瞬しゆん思ったが、揺れはすぐに収まる。その代わり、滅めつ多たなことでは聞かない、珍めずらしい音が聞こえた。火災報知機のサイレンだ。

　全員、顔を見合わせると、急いで非常口から特とく進しん棟とうを出る。熱風が吹ふいていることを肌はだに感じながら、四人は校庭へと逃にげた。そこでようやく、俺は背後を振り返る。

　特進棟の三階から、勢いよく炎ほのおが上がっていた。

「……黒田さんの研究室だ。あの勢いだと、多分夜月さんの部屋も──」

　舞まい散る焦こげた紙かみ吹雪ふぶきを見つめながら、灰賀が呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく。全校生徒が騒ぎながら校庭に集まってくるまで、四人は固まったまま動けずにいた。

　俺は確信する。今回の事件は、恐おそらく自分だけの手に負える規模ではなくなった。警察の手にも余るだろう。とてつもない何かが起ころうとしている。

　日本の未来を担になう特進棟を焼くとは、そういうことだ。




　９月８日（火曜日）




　特進棟の火災ということもあり、７日は緊きん急きゆうで全校生徒が強制的に家に帰された。

　灰賀に電話で連れん絡らくしたが、熊本という刑けい事じの聴ちよう取しゆを受けると言ってそれきりだ。隠かくしても無む駄だだろうし、特進棟で飼育部の全員と過ごしていたことをあいつは話すだろう。

　一応、翡翠師匠にもＬＩＮＫでメッセージを送ってみたが、既き読どくサインがつくことはなかった。電源が落ちているのか、電話も通じない。

　殺人事件に、建物の放火。これだけの異常事態が連続で起きているにもかかわらず、休校情報はついに回ってこなかった。

　俺は鹿しか撃うち帽ぼうを深めに被かぶり、半信半疑でいつも通りの通学路を歩いていくと、次し第だいに他ほかの生徒のグループも見かけるようになる。その誰だれもが、一様に不安そうな表情を浮かべていて、俺と同じような疑問を持ちながら登校しているようだ。

　この状じよう況きようで、誰が勉強などに集中できるのだろうかと。

「あっ、おはようございます」

　背後から声をかけられて振ふり返ると、そこにいたのは白丁花だった。

「やぁ、奇き遇ぐうだね」

「えっと、本当に授業があるんですか？」

「模試が近いから、しょうがないよ」

　俺の言葉に、白丁花は納なつ得とくしていない様子だったが、あえて何も言わない。

　普ふ段だんならよくある愚ぐ痴ちだ。台風だろうが大雪だろうが、授業は絶対にあった。

　落書きが見つかったあの頃ころは、こんなことが起きるなんて予想もしていなかった。退たい屈くつな日常の中にちょっとしたイタズラがあって、それに困っていた程度の認にん識しきだった。

　だが、そう思っている生徒はもういないだろう。こんな時にまで勉強なんておかしい。エーミールの起こした凶きよう行こうは、日常の全てを狂くるわせ始めていた。

「そういえば、ネットに変な画像が上がっていたんですけど……」

　言いにくそうに、白丁花が尋ねる。この事件がどのように報道されているかを追った程度にはネットも活用したが、普段からあまり利用する方ではない。

「名前を伏ふせても、学校は晒さらされるだろうね」

「そうじゃなくて、これ、見てもらえますか？」

　白丁花がスマホを取り出して、俺に見せる。どうやら、この学校の非公式の学生掲けい示じ板ばんのようなもののようだ。『名めい探たん偵てい』の俺は悪口を書かれていることが多いので、好きこのんでこの手のサイトを利用することはない。

　だが、その掲示板に貼はられていた画像を見て、一瞬目を疑う。

「これは……っ！　なぜ、これが漏もれているんだ!?」

　それは新谷の殺害現場の写真。──より正確に言えば、そこに残された謎なぞのメッセージ『ＥＶＩＬ』が、ブルーシートで隠される直前の画像データだった。

「それで、昨日の夜はこれが貼られたんです」

　白丁花が再びスマホを弄いじり、また別のページを開く。

　そこに貼られていたのは、灰になった見覚えのあるフローリング式の廊ろう下かと、そこにペンキのような黒色の何かで書かれた『ＥＶＩＬ』の文字。

　間ま違ちがいない。鎮ちん火かされた後の特進棟の写真だ。

「そんな、まさか……」

「海外のサーバを経由しているから、誰が貼ってるかまで特定するのは無理だそうです。でもこれって、立派な情報漏ろう洩えいですよね」

　当然だ。こんなものがネットに流されれば、影えい響きよう力りよくは計り知れない。現にこの画像の真しん偽ぎや意味を巡めぐって、掲示板は議論で大いに荒あれていた。

　警察も頭を抱えているに違ちがいない。──そんなことよりも、だ。

「いや、これを誰が貼ったかは断定できる。証しよう拠こはないがね」

「えっ、なんでですか？」

　白丁花は首を傾かしげる。確かに、今時はＶＰＮなどを利用すれば、個人の特定に至れないほど、高い精度で誤ご魔ま化かしが利きく。知識さえあれば使えるような方法も多い。

　だが、この写真──特に一枚目を撮とった瞬しゆん間かんに居合わせた俺には、それが誰の手によるものなのかをハッキリと断定することが出来た。

「夜月の仕し業わざだ」







　授業は滞とどこおりなく行われた。

　教師が黒板に何かを書いていたが、俺は板書することも忘れて、呆然と周囲を見やる。

　彼らは何かがおかしいとは思わないのだろうか。新谷が死んだんだぞ、それはとても大変なことのはずだ。それなのに、いや、だからこそ、彼らは日常にしがみついている。

　私は関係ない。誰かが何とかしてくれる。そう言って、目を逸そらす。

　とどのつまり、彼らは変われないのだ。恐らく、この先も一生。だからこそ、彼らが何かを為なし得ることはない。

　それが「役割をこなす」ということだ。『働はたらき蜂ばちの幸福』と、かつて教頭は言った。

　俺はＬＩＮＫを起動する。
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　それきり、俺は呆然としながら、授業内容も聞かずに思し慮りよに耽ふけった。佐藤の勉強の邪じや魔まをしても悪い。

　昼休みになり、全員が一いつ斉せいに解放される。座ったままブルドッグパイプを弄っていた俺に、佐藤と白丁花が近づいてくる。

「考え事ですか？」

「キミはどうだい？」

　白丁花の質問に対して適当に返すと、彼女は困ったように苦く笑しようする。

「頭の中がグチャグチャですよ。事件のことが気になるのに、勉強が本当に難しくて。名探偵さんは、やっぱり成績が良いいんですか？　授業、聞いてなかったですよね」

「中の下だね、不得意が偏かたよるタイプさ。ちなみに、師し匠しようは学年でずっとトップ10だ」

「……本当に、あの人って何なんでしょうね」

「映画と漫まん画がと動画があれば、教科書は必要ないらしい」

「本当ですか!?」

「噓うそだと思うよ」

　そう言って、俺は立ち上がる。

「白丁花クン、時間は空いてるかね？　ちょっと頼たのまれてほしいんだが」

「は、はい、私でいいなら、是ぜ非ひやらせてください」

　少し嬉うれしそうに、白丁花が尋たずねてくる。昨日はあれだけ周囲に責め立てられたのだ、無理も無い。怪あやしかろうと何だろうと、とりあえず彼女の協力は必要だった。

「来てくれ」

　俺が先導し、二人が後ろに続く。俺たちは一階に降りて、ある教室の前まで来た。

「ここが新谷のクラスだ。事情を聞きたいから、適当に誰か捕つかまえてきてもらえるかな」

　そう言うと、白丁花は怪け訝げんそうな表情を浮うかべる。

「あの、私、転入してきたばかりですけど……」

「だから良いんだ。それに、連れてくれば分かるよ」

　はぁ、と相あい槌づちを打って、白丁花は見知らぬ教室に入っていく。俺と佐藤は、ドアから距きよ離りを置いた。

　少しすると、白丁花が女子生徒を連れ出してくる。頼んでおいて言うのもなんだが、成功したことに驚おどろいた。流石さすがは押しかけコミュニケーションの権ごん化げだ。

「教室じゃ話しにくいことって、やっぱり新谷のことですか？」

「うん。実は──」

　白丁花が余計なことを言う前に、俺は仰ぎよう々ぎようしく声をかけて被かぶせる。

「やぁやぁ！　良いタイミングだね。面おも白しろそうな話だし、私も交ぜてくれるかな」

　俺が現れると、女子生徒は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「……ハクちゃん先せん輩ぱい。こいつに付きまとわれてるって、本当なんですね」

「えっ、別に──」

「時間はとらせないから、質問させてほしい。一つ、新谷はこのクラスでどのような存在だったか。二つ、彼女のことで噂うわさになっているような話はあるか。これだけだ」

　捲まくし立てるように言うと、女子生徒は観念したようにため息を吐つく。

「はぁー、メンド。えっと、新谷は影かげ薄うすいキャラで、ぶっちゃけ浮いてた。新しん歓かんも来なかったし、付き合い悪いし」

「キミ達が避さけていたのかね？」

「新谷が避けてたんだって。最初はこっちから声もかけてたけど、無視シカトされることもあったから。構う必要ないっしょ」

　女子生徒は、先輩の俺に向かって、苛いら立だった様子で横おう柄へいに語る。

「そうか。では、もう一つだけ。噂の方はどうかな？」

「別に、誰も興味ないし。あ、髪かみ型がたが思いっきり変わった時だけ、クラスの空気が凍こおったけど。それって、あんた達のせいでしょ」

「確かに。ありがとう、参考になったよ」

　俺と佐藤が足早に去ると、白丁花が追ってこようとする。

「ああもう、やめましょうって、ハクちゃん先輩！　お人ひと好よし過ぎです！」

　そんな会話が、俺の耳にも入るくらいに、遠えん慮りよのない声量で聞こえる。

「迷探偵と飼育部なんて、イタい人達と関かかわってもいいことないですよ。やっぱりウチに入ってください。ハクちゃん先輩なら、誰も文句言わないと思うし、あいつらと一いつ緒しよにいたら、後で絶対に周りからハブられますって！」

　おっと。考え事をしながらだったので、我ながら危ない失態をしていた。見知らぬ教室に放ほうり込まれたら、誰だれだって、少しでも顔の分かる人に近づくに決まっている。

　白丁花の場合、それが本命の一つである、バレーボール部員であることは当然だった。

「う、うーん……。入ってきたばっかりの私がいると、空気が悪くなりそうだから、もう少し考えさせて。あっ、交流戦は応おう援えんしに行ってもいい？」

「もちろんです！　部長に伝えておきますし、日程はＬＩＮＫで送りますから」

「ごめんね、ありがとう。後でまたＬＩＮＫするから」

　よくもまぁ、次から次へと社交辞令が口に出るものだと、俺は感心しながら白丁花を見ていた。ああいうのは、どこで学んだのだろう。俺とは本当に真逆のタイプである。

　それだけのやり取りを済ませて、白丁花はすぐに俺たちに追いついてきた。

「すみません……。あんなに口がキツい子だと思わなかったので……」

「連れてくれば分かる、と言っただろう。あの通り、私の評判は些いささか悪くてね。聞き込みをしようにも、中々取り合ってくれないのだよ」

「……なるほど、それで私が呼ばれたんですか」

　こいつ納なつ得とくしたぞ。まぁ、常識的に察するくらいの話か。

「でも、それだと調べにくくないですか？　捜そう査さは足が基本、ですよね」

「否定はしないよ。だから、キミに手伝ってもらえると実際助かる」

　教室に戻ると、佐藤はビタミンゼリーを鞄かばんから取り出す。俺は、昼食用に買っておいたコンビニのおにぎりの一つを、白丁花に渡わたした。

「お礼だ」

「そんな、別にいいですよ。それに、今日はお弁当なんです」

「なら、借りにしておくとしよう」

　佐藤がゼリーを吸っている横に俺は立ち、そのままおにぎりを食べる。白丁花は弁当箱を広げた。

「新谷さんって、クラスでは目立たなかったみたいですね」

　沈ちん黙もくを破るように、白丁花は話題を振ふってくる。佐藤と一緒にとる静かな昼食が好きだったが、今は情報を整理する機会を頻ひん繁ぱんに作るべきだ。

「さっき分かったことは、私たちの知っている新谷の前情報と、現状に大きな違いがないということくらいだよ。有益な話が聞けるとは、最初から思っていないさ」

「そうだったんですか？」

「だからこそ、納得がいかないんだ。新谷は、なぜあの日に死ななければいけなかったのだろう。殺されるほどの理由があるなら、もっと前でもいいし、後でもいいはずだ。だが、エーミールの最初の犯行は日曜日で、新谷殺しだった」

　俺の独白に、佐藤が頷うなずく。

「あの、それはどういう意味でしょう……。順番に何か関係があるんですか？」

「まぁ、一つの仮説に過ぎないけどね」

　俺は言葉を濁にごして、おにぎりを口に放り込む。流石に何かを察したのか、白丁花もそれ以上追求してこようとはしなかった。

　新谷が死んだ理由が、怨えん恨こんの類たぐいでなく、偶ぐう然ぜんが重なった結果だというなら。

　彼女が死んだという事実が、世界にとっては本当に無意味に思えてしまって。それが俺には、どうしても我が慢まんできなかったんだ。







　魂たましいの抜ぬけたような午後の授業が終わった。対応に追われているのか、佐さ久く間まによる帰りのホームルームも、非常に簡素なものだった。

　俺が荷物を鞄にまとめていると、佐藤と白丁花が共に来て、白丁花が質問をしてくる。

「えっと、十文字さん。結局、これからどうするんですか？」

　佐藤は無言なので、ある意味で会話を進行するのに便利だなとは思った。いつも俺が、独り言を佐藤に押しつけるように話していたので、これもまた新しん鮮せんである。

「決めた通りだよ。まずはバレーボール部に聞き込みをしよう。それから佐藤助手、キミは反対するかもしれないが──」

　逡しゆん巡じゆんした後に、俺は佐藤の目を見てハッキリと言う。

「情報漏ろう洩えいの件といい、夜月に会って事情を聞きたい。どうにかならないかね？」

　佐藤は露骨に眉まゆを顰ひそめ、何度も首を横に振った。それもそうだろう。最初に情報を与あたえてくれた彼女が「関わるな」と言ったのだ。反対するに決まっている。

「……そうか。なら、夜月の件はついで程度に考えておこう。正しく事件を追えていれば、どちらにせよ出会うことになるだろうしね」

　それは確信があった。恐おそらく、見けん当とう違ちがいの捜査をしていたら彼女に出会うことは不可能だろう。真実に近づくことが出来れば、その過程には夜月もいるはずだ。

　佐藤は納得いかなそうに見つめるが、俺も態度を改めようとはしなかった。

「夜月って『真聞部』の人ですよね。その人が、何か知っているんですか？」

「それが分からないから、接せつ触しよくしてみたいというだけの話だよ。白丁花クン、また頼まれてほしいのだが、いいかな？」

「あはは……。聞き込みだったら、用件さえ言ってくれれば、私が代わりにしてきてもいいですよ。その方が早そうですし」

　ありがたい申し出だが、俺はあえて断った。

「いや、慎しん重ちように進めようと思ったが、やはり事は急を要する。多少は荒あらく動くとしよう」

　そう言って、俺はスマホを取り出して、ＬＩＮＫで珍めずらしい相手に連れん絡らくを取る。
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　返事が来るのも待たずに、俺は席を立つ。そのまま教室を出ると、佐藤と白丁花もそれに続いた。

「今のって、翡翠さんへの連絡ですか？」

「荒く動くと言っただろう、師し匠しようの手を煩わずらわせる必要はない。情報を入手するためには、一番手っ取り早い方法を使うまでさ。まぁ、使わないに越こしたことはないがね」

　すると、俺のスマホに着信が入る。ＬＩＮＫが既き読どく状態となり、ＯＫサインの画像が送られてきた。思っていた以上に気楽に引き受けてくれたことを、少し意外に思う。

「その、一番手っ取り早い方法って……」

　白丁花が不安げに尋ねるので、俺はニヤリと笑って答える。

「暴力だ」







　俺は茂しげみの中に隠かくれ潜ひそんでいた。打ち合わせ通りなら、今は白丁花が体育館に入って、適当な理由をつけてある人物をここに呼び出す手はずとなっている。

　しばらくすると、少し緊きん張ちようした面おも持もちで白丁花が一人の短たん髪ぱつの女子生徒を連れてきた。彼女は練習中だったのだろう、体操服姿のままである。

「それで、ハクちゃん先輩。警察に容疑者扱あつかいされてるって本当ですか？」

　女子生徒が、心配そうに白丁花に尋ねる。たった数日程度の付き合いで、それだけの話をして人ひと気けの無いところに呼び出せるというのも信用されたものだ。少なくとも、俺にはとても真似まねできない。

「うん……。だから、私がみんなと一緒にいたことを証言してほしいんだけど」

「わ、分かりました。私で良かったら力になります。熊本って人に言えばいいんですよね」

　白丁花がバレーボール部と一緒にいたのはやはり事実らしい。しかし、白丁花もああ見えて、悪い噓うそを平然とつくものだ。中々悪人の素質がある。

　そのタイミングで、俺と佐藤は茂みから出てきて、女子生徒の背後に立った。

「やぁやぁ、久しぶりだね。確か竹たけ中なかさんだったかな、元気そうで何よりだ」

　そう声をかけると、女子生徒──竹中は声にならない悲鳴をあげて白丁花に抱だきつく。

「──あ、あ、ああ……っ！」

　そして血相を変えて逃にげだそうとするが、そこにもう一人の女子生徒が回り込むように現れた。

　新たに現れた女子生徒は、背が高く、非常にスマートで筋肉質な体型をしている。片側だけ少し伸のばした髪かみの毛けを、チョンマゲのように結ゆっているのが特とく徴ちよう的な、獰どう猛もうな目つきの少女だった。




「し、飼育部と、赤あか坂さかさん……っ！　うそ、やだ、やだやだやだああああ!!」




　腰こしを抜かした竹中はその場にへたり込むと、子供のように泣きながら、それでも必死に後ずさろうとする。その背中が、体育館の壁かべにぶつかり、彼女はガクガクと震ふるえだした。

「……アタシ、必要だったんスかね」

　竹中のみっともない姿を蔑さげすむように見下げながら、チョンマゲ少女は首を搔かく。

　彼女は特進科一年生、『格かく闘とう王』の赤坂だ。女子ジュニア総合格かく闘とう技ぎの世界チャンプであり、熊本くらいの大男でも倒たおせるほどの高い格闘技術と天才的なセンスを持っている、分かりやすい特進生の一人である。

「逃げられると面めん倒どうだったし、キミがいると話が早いんだ。忙いそがしいところ悪いね」

「別にいいッスよ。特とく進しん棟とうを追い出されて、暇ひましてたんで。コレをどうするんスか？」

「話を聞きたいだけだよ。ただ、同席してくれると助かるな」

「うーっす」
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　赤坂と出会ったのは、本当に偶然だった。

　新谷が竹中たちから嫌いやがらせを受けていると聞いた彼女は、少し待てと言って特進棟に戻り、なぜか持っていたバリカンで、新谷の酷ひどい髪かみ型がたを思い切って整えてくれた。

　少年のような短い髪になったが、それでも新谷は彼女に感謝し、泣き崩くずれた。

　赤坂と新谷は、あの時から友人だ。

「あの、これってどういう……」

　この異様な光景を見ていた白丁花は、顔色を蒼そう白はくにして俺に答えを求める。だが、まずは竹中への尋じん問もんが先だ。ブルドッグパイプを取り出すと、竹中が小さな悲鳴を上げる。

「あの頃ころは３Ｔと呼んでいたから、田た中なかと高たか橋はしというキャラがいたと思うけど。彼女たちはどうしてる？　ここにはいないのかね？」

「田中さんは転校したわよ！　高橋さんは、その、今は学校に来てなくて……」

「ふむ、不登校か……。一応、監かん視しカメラの解かい析せきリストに入れておくとしよう」

　確かく認にんすると、佐藤が首を縦に振る。とはいえ、あまり興味はなさそうだった。かくいう俺も、既すでに眼前の少女に興味を失っていた。少なくとも、こんなメンタルの弱い高校生がエーミールであるはずがない。

「知っていると思うけど、愛すべき後こう輩はいの新谷クンが殺されてしまってね。犯人を追っているのだよ。それで『私で良かったら力になってくれる』んだろう？」

「私はもう関係ない！　あの子のことは全然知らないし、十文字さんのことも誰だれにも言ってない！　本当だから、だからもう許してよぉ！　もう、忘れさせて……」

　叫さけぶように訴うつたえると、竹中はそのまま号ごう泣きゆうし始めてしまった。話になりそうにない。ここまで彼女が悔くいているのなら、きっとバレーボール部は全体的に関係ないのだろう。

　と、推測程度に留とどめておく。断定はしない。

「エーミールは、この学校の生徒である可能性が高いんだが。他ほかに新谷の知り合いを知らないだろうか。あの子が見知らぬ相手と、夜に密会するとは思えなくてね」

　俺が尋たずねると、怯おびえきった目で竹中は聞き返す。

「……知らないの？　『てるてる坊主』のこと」

　俺は眉を顰める。普ふ段だんなら鼻で笑って一いつ蹴しゆうするような、意味の分からない単語だ。しかし、不気味なほど、そいつに俺は心当たりがあった。

　電柱にぶら下がっていた、人間サイズのてるてる坊主。

　謎なぞの覆ふく面めんのことを、竹中も知っているというのか。佐藤を見ると、首を傾かしげる。

「私は知らないな。それを教えてくれたら、この先二度と関かかわらないと誓ちかおう」

「ほ、本当に？　絶対よね!?」

「名探偵の私の目に入るところで、君が罪を犯おかさない限りは」

　名探偵は謎を解く。しかし、解けている謎なら──

　竹中は恐る恐る、わなわなと唇くちびるを震わせながら語り始める。

「白い布っていうか、マント？　それを全身に着てて、頭にも白い布を被かぶってる。しかも、顔に『へのへのもへじ』って書いてるふざけた奴やつよ。本当に知らないの？」

「……ほぉ、にわかには信じられない話だね」

　あくまでシラを切り続けるが、慌あわてる竹中に、ここで横から思わぬ助け船が入った。

「アタシも見たッスよ、てるてる坊主」

　ここまで事情も聞かずに協力してくれていた赤坂が、話の途と中ちゆうで口を挟はさんだ。特進生も見たというのは、それはそれで不可思議な話である。

「本当か、いつ頃ごろかね？」

「えっと……。始業式って月曜日でした？」

「９月１日は火曜日だね」

「あー。細かく覚えてねぇし、週の真ん中辺りか。見た目はマジでてるてる坊主ッスね。普ふ通つう科かの校舎の、三階辺りのベランダにぶら下がってました」

　赤坂は真顔でそう語る。俺が見たモノと、多分一いつ緒しよだ。そいつは何なのだろう。意味が分からない。

「ふむ……。イマイチ想像できないね。それは人間なのか？」

　俺が尋ねると、竹中が涙なみだ声ごえで話し始める。

「こっちが聞きたいわよ……。あの犯行予告のことで、高橋さんと渡わたり廊ろう下かで話してたら、天てん井じようからぶら下がって私たちをずっと見てたの！　気がついて叫んだら、あっという間にいなくなって……。アチコチで見たって、ネットで騒さわがれてるんだから！」

「なんだ、高橋さんは普ふ通つうに学校に来ていたんじゃないか」

「そうだけど、新谷が死んだって聞いて、勝手に家に引き籠こもったのよ！　十文字さんが来るって、昨日からずっと……」

「では、合宿にも参加していたんだな？」

　俺の矢や継つぎ早ばやな詰きつ問もんに、竹中は動どう揺ようし、パニック状態に陥おちいっていく。

「あの子がやるわけないじゃない！　もう絶対に新谷に関わらないって約束したでしょ、私はちゃんと守った！　あの子も守った！　ああ、もう……、私も学校なんて来るんじゃなかった……。何なのよ、もう、う、ううう……」

　竹中は錯さく乱らんしているが、話す言葉はまだ論理的で、完全に理性を失っているようには見えない。恐らく本当に、彼女たちは新谷と縁えんを切ったのだろう。

　これ以上の尋問は無意味に思えた。それより、てるてる坊主という謎の怪かい物ぶつが現れているという事実が気になる。時期的に考えて、無関係だとは思えない。

「貴重な話をありがとう、竹中さん。最後に一つだけ聞きたい。てるてる坊主には、何の話を聞かれたんだ？」

　俺が尋ねると、竹中はえっと、えっとと、必死に言葉を選ぶ。

「……十文字さんの自作自演じゃないかって言いました。すみません、許してください。この通りですから、お願いです、許してください。許してください」

　観念したかのように、竹中は頭を下げ、額を地面に擦すりつけて謝る。俺はため息をつき、竹中の肩かたを優やさしく叩たたいた。

「その程度で怒おこるほど、私の心は狭せまくないよ。名めい探たん偵ていは寛かん容ようなんだ。さぁ、君は早く日常に戻もどりたまえ。君や高橋さんとは、二度と関わらないと誓おう」

　それだけ言い、壊こわれたカラクリのように地面に額を擦り続ける竹中を置いて、俺は立ち上がって体育館裏を去る。

「……あれ、何なんですか。十文字さんは、竹中さんに何をしたんですか？」

　不ふ審しんそうに、白丁花は早足で進む俺の背中に張り付くように問い詰つめる。

「名探偵は謎を解くんだ」

「あれじゃ、ただの脅おどしです。それに、私が聞いてるのは『前に何をしたのか』です」

「気になるなら、キミも探偵を目指すといいよ」

　白丁花を適当にあしらっていると、赤坂に声をかけられる。

「ところで、アタシは帰っていいんスか？」

　こちらから呼んでおきながら、長考に耽ふけってしまって赤坂へのねぎらいを忘れていた。俺は、改めて礼を言う。

「あぁ、すまない、ありがとう。丁度良いいし、ついでに事件について聞いてもいいかね」

「じゃあ、新谷をやった犯人を締しめるのに、付き合わせてくれるってのが条件で」

「それはむしろ、大助かりだ」

　中庭まで歩くとベンチがあったので、その席を赤坂に譲ゆずる。普段なら放課後は部活などをしていない生徒の憩いこいの場となっていたが、今日は閑かん散さんとしていた。

　赤坂の隣となりに佐藤が無言で座ると、赤坂は佐藤の頭をよしよしと撫なでた。俺と白丁花は、傍そばに立ったままである。

　赤坂は佐藤のことを、まるで玩具おもちやのように気に入っている。基本的に不ふ機き嫌げんなヤンキー気質の彼女とスムーズに話すには、佐藤に身体からだを張ってもらうのが手っ取り早い。

　佐藤も分かっているから、俺が言わずとも、気を利きかせて赤坂に合わせて遊ばせてやっている。無口で気の利く彼女は、口数が多く気の利かない俺にとっての頼たよりだ。

「あの、十文字さんとは、どういうお知り合いなんですか？」

　警けい戒かいしながら白丁花が尋ねる。赤坂は彼女を指さしながら、俺に尋ねる。

「誰？」

「転校生で、第一発見者の白丁花クンだ。何も事情を知らなくて、私も困っている」

「ふーん。赤坂、特進科一年。新谷のマブダチ」

　まるで敬意を払はらう様子もなく、赤坂は先せん輩ぱいの白丁花に非常に簡素な挨あい拶さつを済ませる。

「……新谷さんの知り合いって、やっぱりいたんじゃないですか。それも、まさか特進生なんて」

「だからこそ、だよ。目立つと互たがいに不都合が多いんだ」

　白丁花は納なつ得とくいかない様子だったが、俺は彼女を落ち着ける。

「自分から話すの、苦手なんで。訊ききたいこと訊いてくれねぇッスか？」

　赤坂は佐藤を軽々と抱だき上げ、自分の膝ひざの上に乗せて遊び始める。佐藤は文句の一つもリアクションの一つもなく、喩たとえではなく本物の人形のように赤坂に遊ばれていた。

「てるてる坊主の話は、さっきより膨ふくらむかね。かなり興味深いんだが」

「いや、アタシも二回しか見てねぇし、あっという間に消えるからよく知らねぇッス」

「ふむ、二回目は？」

「日曜日。新谷が死んだ日なんで、ハッキリ覚えてますよ」

　怪あやしい。いくらなんでも不審過ぎる。

　赤坂の証言がなくても、容疑者として真っ先に名前が挙がるのも無理はない。ネット上で騒がれているのなら、俺のようなネット嫌ぎらい以外は誰もがそう思うだろう。

「──警察とは何か話したかね？」

「昨日の爆ばく弾だんについて、軽く聞かれただけッス」

「ば、爆弾!?」

　白丁花が声を上げると、赤坂が口元で指を立てた。

「表向きは黒田さんの研究室からの出火、ってことになってますけど。あの滅めつ菌きん室で火事が起きるわけねぇんで。色んなデータが吹ふき飛んだんじゃねぇッスかね」

「そんなこと、簡単にできるのかな」

　赤坂は、俺の質問に首を傾げる。

「さぁ。セキュリティもあるし、難しいと思うッスけど」

「もしも、エーミールが特進生だとしたら？」

　俺が一歩踏ふみ込んだことを聞くと、流石さすがの赤坂も佐藤で遊ぶ手を止めた。

「黒田さんを狙ねらった方は、その可能性がまだありますけど。新谷と絶対に無関係ッス」

「……その通りだ。新谷が殺された理由だけが、私にはどうしても分からない。特進生は未来が約束された学生だ。殺人のリスクを背負うだけの何かがあるとでも言うのか？」

　普通科と特進科、この二つは今後の人生設計のレベルで違ちがう壁かべが存在する。だというのに、なぜ二日連続、立て続けにその壁を跨またいで事件が起こったのか。俺にはまったく理解できなかった。

「こう言っちゃ何ですけど、ある程度は教頭がもみ消したりしてるみてぇッスよ。だから特進生が殺人って、マジありえねぇッス」

「依い頼らい形式というのはどうだろう？」

「同じッスよ。だったら実行犯はともかく、黒幕は教頭ッスね」

　赤坂のその発言は、盲もう点てんを的確に突ついているかもしれない。今回の事件について、教頭の関かん与よしている範はん囲いが、まるで見当がつかないのは不気味だ。

「……最後に一つだけいいかな。この学校の『悪党』は、誰だれのことだと思う？」

「夜月とかじゃないッスか。ぶっちゃけ、興味ねぇし」

　即そく答とうだった。

「アタシ、新谷の他ほかにダチとかいねぇんで。先輩に何かあったら、先輩につきます」

「……そう言ってくれるだけで嬉うれしいよ。私も友人は少ないからね」

　赤坂は会え釈しやくして、その場をサッサと立ち去った。俺は赤坂の座っていたベンチに腰こし掛かけ、額に指を当てて思考を整理する。

　新谷だけが襲おそわれたなら、容疑者に心当たりがないこともない。今のバレーボール部についても、その一いつ環かんだ。少しでも着実に、犯人に到とう達たつする自信があった。

　しかし、特進科の黒田まで襲うような人間となると、まったく思いつかない。

「佐藤助手は、新谷と黒田に何か関係があると思うかい？」

　そう聞くと、佐藤は少し悩なやむ仕草を見せて、首を縦に振ふった。

「そうか……。では、私は逆に考えてみようかな。新谷と黒田は関係がない。とすると、共通点である『ＥＶＩＬ』を、早い段階で知っていた人物だけだと推理できる。まぁ、夜月がネットに流してしまったという点で、絞しぼり込みはそれほど期待できないがね」

　自分で言いながら思う。夜月が怪しい。

　あの『ＥＶＩＬ』をリークした意味が、今になって少し分かった気がした。あれは絞り込みの妨ぼう害がいなのかもしれない。あんなことをされたら、分かりそうな容疑者も分からなくなる。

「……夜月は、こうなることを予期していたんだろうか。彼女の行動は、エーミールを庇かばう方向に動いているとしか、今のところ思えないのだがね。となると、二つの事件の接点に、新しく『夜月』が挙げられる。だが、赤坂クンと話した通りだ。特進生があんな真似まねをするものだろうか」

　だが、この事件は十中八九、特進科が関かかわっている。

　昨日の火災が爆弾によるものなら、新谷の死と無関係とは思えない。

「……佐藤助手。他にめぼしい情報はあるかな？」

　俺が尋たずねると、佐藤はスマホを素す早ばやく操作する。




[image: ]




　俺は特とく殊しゆな知り合いこそいるものの、普通の生徒の知り合いは極きわめて少ない。佐藤が知らないなら、やはり新谷の交友関係はかなり狭いものだと思っていいだろう。

「さてと、困った。新谷の身辺を洗い直してもいいが、特進生の名前が出てくるとは思えない。──てるてる坊主でも追ってみるかい？　そいつは追ってくれと言われているようで、実に気が乗らない。ふむ、どうしたものかな」

　正直、今回の事件を甘く見ていた。人が一人、死んでいるのだ。一いつ介かいの学生に過ぎない俺の手には余る問題だ。これ以上は大人の仕事だ。

　だが、飼育部の仲間を殺した犯人を、俺は決して許さない。

「……十文字さん。事件のことで、私も気になっていることがあるんです」

　緊きん張ちようした面おも持もちで、白丁花が進言する。

「ほぉ、何でもいいから取っかかりがほしい。話してみたまえ」




「あなたは何者なんですか？」




　俺は無言で睨にらむが、白丁花は目を逸そらさず、強い意志を持って睨み返す。

「クラスメイトや部活動をしている色んな人から、あなたのことを聞きました。みんな、変人だとか、話し方がウザいとか、名探偵ネタが寒いとか言っていました。でも、それだけです。特進科の人たちと親しいとか、一部の人に怖こわがられているなんて聞いてません」

　今まで黙だまっていただけ、大人し過ぎるくらいだとは思っていた。こうして立場を明確に表明してくれたのは、分かりやすくて助かる。

　当たり前だが、俺はパイプで遊びながら恍とぼけた。

「言わないだろうからね」

「どうして言わないんですか？　おかしいですよ。今になって考えたら、翡翠さんが私を入部させようとしなかった理由が分かります。十文字さんも翡翠さんも佐藤さんも変です。おかしいです」

「まるで特進生のようだ、とでも？」

　その言葉に、少し躊躇ためらった後に白丁花は頷うなずく。

「残念だが、ただの名めい探たん偵ていだよ。新谷もそうだった。彼らとはまったく違う凡ぼん人じんだ」

「私は違うと思っています。皆みなさんは特進生と似たような、普ふ通つうと違う人たちです」

　白丁花の言った言葉を俺は咀そ嚼しやくする。普通と違う、普通とは何だ。翡翠師し匠しようのことは、尊敬しているし信しん頼らいしている。佐藤も新谷も、どこにでもいる学生だ。

　俺たちはどこにでもいるのだ。そして、どこにも居場所は無い。

「それなら、エーミールの標的としてブレていないとでも言うのかな。奴やつは特進科と同じタイプの人間に対して、犯行を行い続けていると」

「はい」

「ハッハッハ！　勘かん違ちがいも甚はなはだしい。キミはまるで探偵に向いてないね！」

　俺は仰ぎよう々ぎようしく大声で笑い、白丁花の意見を否定して、思い切り嘲ちよう笑しようする。その様子に、天てん真しん爛らん漫まんな白丁花も流石に強い不快感を覚えたのか、声を張り上げて力説する。

「十文字さん、これは大事なことかもしれないんですよ！　あなたが本当に名探偵なら、一番心当たりがあるんじゃないですか!?」

　鬱うつ陶とうしいな、と俺は思った。佐藤も目を細める。

　俺と佐藤が、一歩、白丁花に詰つめよった。その時だ。




　校舎の渡わたり廊ろう下かの屋根に、てるてる坊主が立っていたことに気がついた。




　前にも見たとおり、それは白い外がい套とうを羽織っていて、白い頭ず巾きんを被かぶっており、その顔の部分には、下手へたクソな文字で『へのへのもへじ』と書かれていた。

　あまりに異様な風ふう貌ぼうに、俺は注意を完全にそちらへ向ける。不ふ審しんに思ったのか、白丁花も俺の視線を追うように振り返って、それを見て固まる。

　ふざけた格好の怪かい物ぶつは、白昼夢ではなく、確かに実在した。

「……キミが、エーミールなのか？」

　いつからあそこにいたのだろう。まったく気付かなかった。いや、それにしたっておかしい。あれほどの存在感の塊かたまりが、まったく目に入らなかったというのだろうか。

　カシャッという電子音が、中庭に響ひびく。佐藤が持っていたスマホで、白い怪物の写真を冷静に撮とっていた。それに気付いたのか、てるてる坊主はその場に座り込むようにして、姿をくらませる。

　白丁花は無我夢中で渡り廊下の近くに走って宙を見上げるが、むしろそのせいで死角に入ってしまい、オロオロと渡り廊下の真下をうろついていた。

　一方、俺は少し距きよ離りをとって様子を窺うかがう。しかし、怪物の姿はまったく見えない。少しして、完全に逃にげられたことを悟さとる。

「……佐藤助手、ファインプレーだ。明日は別行動をとるぞ。キミは奴についての情報を、ありったけ集めてくれ。こうなれば私も腹を括くくろう」

　深くため息をつき、俺は沈しずんでいく夕日を眺ながめる。ここまで進めば、もう後あと戻もどりはできない。あの怪物の巣に近づくのは、誰だって避さけたい。だが、全すべては新谷のためだ。

　飼育部の友情は絶対なのだ。

「虎こ穴けつに入らずんば、虎こ児じを得ずだ。……特とく進しん棟とうを捜そう査さしてくるよ」







　その夜、夕飯を食べて自室に籠こもると、俺はＬＩＮＫで灰賀に連れん絡らくをとった。
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　灰賀が可愛かわいすぎる猫ねこの画像で「了りよう解かい！」と送ってきたのを確かく認にんして、俺はスマホを充じゆう電でんケーブルに繫つなぐ。

　すると、いきなり着信があった。灰賀だろうか。

　しかし、そこには意外な名前が表示されていた。俺は少し警けい戒かいして電話に出る。

「もしもし。師匠ですか？」

「うん。Ｊくんの進しん捗ちよく状じよう況きようがちょっと気になってね。捜査の方、どうするつもり？」

　相手は翡翠師匠だった。前例がないので、戸と惑まどいを隠かくせない。これまで師匠が単独行動をしている時に、俺たちに連絡をとってくることは、まずなかったからだ。

「ＬＩＮＫに一応、報告を送っていますが」

「Ｊくんは冗じよう長ちようだよね。文字に頼たよりすぎちゃ駄だ目めだって、前に言ったでしょ」

「ＬＩＮＫに使う２時間をもっと文化的に使え、ですよね」

「その通り」

　師匠が口酸すっぱく言うので、流石さすがに覚えた。

　その時間が、動画鑑かん賞しようというのも何だと思うけど。

「あ、そうそう。佐藤ちゃんから、例の化け物の写真も貰もらったよ。ネットで聞いてたけど、ビックリしちゃった。夢に出そうで恐こわいよね」

「あの程度で怯おびえるほど、師匠が可愛いわけないでしょう」

「女の子にそういうこと、軽々しく言っちゃダメだって。傷ついちゃうからさ」

　軽口を叩たたいているが、俺は師匠が次に何を言ってくるのか予想できない。それぐらい、師匠から連絡をとってくること自体が異常なのである。

「あ、そうそう。キミにとっては意味が分からないよね。困ったことに、さ。悪い意味で、Ｊくんの予想が当たってるかもしれないんだ」

「というと？」

「この事件には特進科の誰だれかが確実に関わってるのと、あたしが重要参考人として警察にマークされてること」

　俺は唾つばを飲む。前者は報告したままの話だが、後者はあくまで悪い想像だ。口にしたこともなければ、態度に出した覚えもない。

「あたしのマズいところは、黒田の部屋が放火された時に一人だけアリバイがないこと。灰賀くんが警察に喋しやべっちゃったから仕方ないなぁ」

「無論、私は師匠を信じていますよ」

「男の子は噓うそが下手だね」

　そう言って、翡翠師匠はケラケラと笑う。

「というわけで、ごめん。保身で精せい一いつ杯ぱいでフォローがきついって事を伝えたかったんだ。しかも、相手は特進生だよ。こうなると、Ｊくんの少ない友達を頼るしかない」

　ある意味、流石は師匠だ。自分のことだけで手て一いつ杯ぱいなはずなのに、俺の言いたいことも既すでに把は握あくしている。とはいえ、師匠のギブアップ宣言はショックだった。

「今さっき、灰賀選手に連絡しました。明日は、他ほかの特進生に会ってきます」

「あ、そう。そっちは任せるよ。今回はお互たがいに格好つけるのをやめよう。情報共有だ」

　通話している向こうから、紙束を捲めくるような音が聞こえる。

「あたしの捜査点は二つ。シンちゃんの昔話と、例の犯行予告だ」

　師匠が情報を直々に伝えてくれるのは初めてなので、自然と気が引き締しまる。

「昔話というと、高校に入る前も含ふくめてでしょうか」

「うん。彼女、九州出身だったんだね。ウチの学校が有名でも冒ぼう険けんだ。母子家庭で、母親はお医者さん。総合病院の近所とはいえ、引っ越こしは大変でしょ。成績もギリギリ、英才教育がしたいという風でもない。さて、なぜウチに来たんだろう」

　師匠の話は唐とう突とつで、これまでに俺がまったく手に入れてない情報だ。それくらいに、自分は新谷のことを知らなかったのかと思うと、少し気が重くなる。

「……サッパリ因果関係が分かりませんよ」




「黒田と同じ中学出身で、生徒が自殺した事件があったって言ったら、どう思う？」




　──一いつ瞬しゆん、頭が真っ白になった。繫がった。ここに来て初めて、新谷と特進生の繫がりが見えた。

「新谷が、黒田のことを何か知っていると？」

「まだ分からない。でも、キミが夜月のことを話した時の様子はおかしかったし、あたしに夜月と連絡をとる方法を聞きに来たのは事実だね」

　そんなことまったく言ってないじゃないか、と少し憤いきどおる。しかし、落ち着いて考えると師匠の配はい慮りよは正解だったかもしれない。

「連絡がとれるのですか？」

「無理ー。出来ればとっくにやってるし、どっちにしろシンちゃんには教えない。こっちは続報を待ってね。次に犯行予告、これは仕し掛かけが絶対にあると思って調査中。あ、Ｊくんはハンムラビ法典って知ってる？」

　内心、この人は馬ば鹿かにしているのかと思いつつ、俺は答える。

「中学生でも知っているでしょう。『目には目を、歯には歯を』です」

「『その意味を多くの人が誤解している』ことについては？」

　そういえば、犯行予告の一行目には、そんなことが書いてあったことを思い出す。俺の沈ちん黙もくの意味を察したのか、翡翠師匠は続けて語る。

「要するに昔に作られた『復讐タリオ法』って覚えてる人が多いけど、実際は逆でさ。これ以上の報復をしてはいけないっていう、『過ぎた暴力を抑よく止しする』法律なんだよね。しかも、奴ど隷れいの方が重罪っていう身分差別付き」

「ほう、初耳ですね」

「ネットで調べて分かるレベルだよ。ただの豆知識」

　そう言われて、俺は手近にあったノートパソコンで調べてみる。確かに、意外と知られていない勘違いとして、多くのサイトに詳しよう細さいが載のっていた。

「……私が豆知識を知らなかったことは置いておいて。確かに、調べたら簡単に分かるような話ですね。しかし、それを犯行予告の一行目に持ってきた理由は何でしょう？」

「そこも含めて、あの三行を調べてるのね。ただ、アナグラムや横読みみたいな、読み方の工く夫ふうで分かる暗号もなさそうで、正直お手上げ状態。Ｊくんの方でも、何か分かったら教えてよ。気になって今日は寝ねられそうにないや」

　ある意味、師し匠しようらしい言葉が聞けて少し安心した。それぐらいに疑ぎ心しん暗あん鬼きになってしまっていた自分が、醜みにくく感じた。

「復讐は、やってはいけないことでしょうか」

　俺の単純で難解な質問に、師匠は少し間を置いて答える。

「いけないことだよ」

「なぜですか？　新谷は死んだんです、犯人も死ぬべきだ」

「復讐は新しい憎にくしみを生み出すだけだ。永遠にそれは連れん鎖さする。誰かが断たち切らないといけない。それに、シンちゃんはそれを望んでないし、復讐なんてただの自己満足だよ」

　師匠は教科書にでも書いてありそうなことを、ダラダラと並べ連ねる。

「……そんな綺き麗れい事ごとを鵜う吞のみにするほど、師匠が愚おろかだと、私は思っていません」

「だよねー」

　あっけらかんとして、師匠は笑う。誰が言おうと正解としか思えない、模も範はん的な解答だと思うが、この世で一番、翡翠という人間に似合わない説法だった。

　それが翡翠師匠であり、それが俺だ。

　復讐が悪だと、自分たちだけは認めてはいけない。

「Ｊくん。分かってるでしょ、今回は本当にヤバい」

「ですねぇ」

「もう手を引くべきだ。それでも続ける？」

　明日は学食で何食べる？　程度の気の抜ぬけた感じで師匠は尋たずねるが、これまでの人生で一番重たい質問だった。

　……いや、一つだけ同じくらいの重さを感じた質問がある。

　飼育部に入らない？

　その質問と答えが、俺の人生と価値観を一変させたのだ。

　だから俺は、迷うことなく断言する。

「飼育部の友情は絶対ですよね。私は新谷を殺した犯人を許さない」

　俺の返答を聞いた翡翠師匠は、あの頃ころと同じようにクツクツと静かに笑う。

「……あたしもだよ。たとえ神が許しても、そいつを絶対に許さない」

　まるでエーミールのようだ、とはお互いに言わなかった。
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　５月４日（月曜日）




　これはよく覚えている。ゴールデンウィークの休みの最中だ。

　俺は、学校の裏庭に向かって歩いていた。ぶっちゃけると、部活があるものだと勘かん違ちがいしていた。よく考えたら、翡ひ翠すい師匠が休みの日に活動するわけがなかったのだ。

　裏庭に行くと、見覚えのない女子が、ベンチに寝ね転ころがっていた。

　俺は鹿しか撃うち帽ぼうを被かぶり直して、ブルドッグパイプを構えた。その頃には、俺は『名めい探たん偵てい』として、校内に名をはせる問題児になっていたからだ。キャラ作りは、いつだって完かん璧ぺきにしておこうと決めていた。

「おやおや、レディー。ここは我々、飼育部の活動拠きよ点てんなのだが──」

　俺が冗長に話しながら近づくと、すぐに異変に気付く。異い臭しゆうがした。

　ガス、シンナーの類たぐいの臭においだ。

「……ひっ！」

　俺の声に振ふり返った女子は、すぐにその場から逃にげようとする。俺は咄とつ嗟さに、彼女の腕うでを摑つかんだ。

「痛っ！」

「悪い。見せてもらう」

　摑んだ腕は、真っ赤に腫はれ上がっていた。何度も何かをぶつけられたような、丸い痕あとが残っている。俺はそれが、ボールの痕だとすぐに分かった。

　泣き腫らした彼女の顔よりも、気になったのは髪かみの毛けだ。セミロングのそれは、異常な色をしていた。くすんだ虹にじ色いろとでも呼べばいいのか、何とも形容しがたい色だった。

「──髪を染める時って、女子は美容室に行ったりするんじゃないのか？　スプレー缶かんで染めたりしたら、肌はだにも悪いぞ」

　俺は鹿撃ち帽を、無む理り矢や理りでも彼女に被せる。

「ちょっと待ってろ。その鹿撃ち帽、師匠に騙だまされて買ったら高かったんだ。無くしたら許さないからな」

　俺は近くにあった水道に急ぎ、制服の中に着ていたシャツを脱ぬいで、それを水に浸ひたして絞しぼる。裏庭に戻もどった時に、彼女はどうしようか迷っていたらしく、鹿撃ち帽を手にオロオロとしていた。

「いいから被れって。出来るだけ、髪の毛を中に入れてくれ。タオルじゃなくて悪いけど、首の辺りだけでも拭ふくから。そうすれば、ちょっと変わったファッション程度になる」

　彼女は黙だまって頷うなずいて、鹿撃ち帽の中に、濁にごった虹色の髪の毛を懸けん命めいにしまう。それでも、うなじ辺りの汚よごれが酷ひどかった。

　俺は彼女を座らせると、強ごう引いんに拭いた。しかし、中々汚れが落ちない。

「まったく……、女の子の髪を汚すなんて最低だな。大だい丈じよう夫ぶだ、俺に任せてくれ」

　そう呟つぶやくと、彼女は声をあげて泣いた。

　俺は彼女が話してくれるまで、何も聞かなかった。




　それが、新しん谷たにとの出会いだった。

　そして、新谷は飼育部に入ることを決意した。

　だから、俺と佐さ藤とうと翡翠師匠は、バレーボール部を許さなかった。




　９月９日（水曜日）




　俺は登校こそしたものの、授業を完全にボイコットした。

　今日は佐藤もいない。完全な個人捜そう査さである。口論してからは、白はく丁ちよう花げとも口をきいていない。聞き込みが不便そうだな、と少し思った。

　俺は特とく進しん棟とうをグルリと一周して回る。建物として必要な水道管や雨あま樋どい、窓がある以外に目立つものは壁かべにない。窓にも格こう子しはなかった。

　普ふ通つうの校舎と違ちがい、ベランダのような足場がないということは、外側から侵しん入にゆうするには窓の鍵かぎが開いていて、なおかつ梯子はしごのようなものが必要に思える。軽く見み渡わたした範はん囲いでは、監かん視しカメラの類いもなかった。

　セキュリティは本当に万ばん全ぜんなのだろうか。もう少し厳しいものだと思っていたが、案外ザルにも見える。

　そして次に、火災時に使った非常口を観察する。かなりしっかりした作りの階段と、頑がん丈じようそうな扉とびらがあった。俺は取っ手に手を掛かけて引くが、まるでびくともしない。

　非常口は内側からは簡単に開くが、外側からは消防隊による『特とく殊しゆな方法』でしか開かない作りになっていると、以前に灰はい賀がから聞いたことがある。それを犯人が知っていれば、ここからも侵入可能なのだろうか。

　知識があり手段さえあれば、普ふ通つう科かの生徒にも黒くろ田だの部屋の爆ばく破はは可能かもしれない。と、俺は思ったが、そこは深く考えないことにした。

　何よりも優先すべきは、新谷を殺した犯人を見つけることである。『どうやって』は、後からでも直接聞けばいい。

　改めて、俺は特進棟の玄げん関かん口ぐちに立つ。そして、灰賀の部屋のインターホンを鳴らした。しかし、応答はない。

　もう一度、インターホンを鳴らしたが何の反応もなかった。俺は灰賀に電話をかけるが、むなしくコール音が鳴り続けるだけだった。

　仕方なく、もう一人の知り合いに電話する。

「何か用ッスか、先せん輩ぱい」

　赤あか坂さかは、かなり早く電話に出た。

「昨日に続いて悪いが、特進棟に入れてくれないかね？　灰賀選手にアポを取ったのに、電話にも出ないのだよ」

「へー、珍めずらしいッスね。今、玄関ッスか？　ちょっと待っててください」

　電話を切り、普通科の校舎の方角に俺は振り返る。遠くに自分のクラスが見えた。

　白丁花についてはどうしたものだろう。分かってはいたが、完全に信用を失ってしまった。新谷の事件さえなければ、良いい友人になれたかもしれないのに。ため息が漏もれる。

　すると、ＬＩＮＫにメッセージが届く。佐藤からだった。
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　どうやら白丁花は、独自に動き出したらしい。目につくところにいなければいないで、面めん倒どうな奴やつだ。やはり、最初から関かかわるべきではなかったのかもしれない。あの時の師し匠しようの判断は、きっと正しかったのだ。それを無理に曲げたのは俺だ。

　俺は懐ふところからパイプを取りだして、手元で弄いじる。

　何も分からない。何が分からないのか、分からない。

　自分が空回りをし続けているように思えて虚むなしくなる。怪あやしい人間はいるが、犯人へと近づいている実感が湧わかない。分かりやすい方針が欲しかった。




　そんなことを考えていると、赤坂が空から降ってきた。




　目の前で華か麗れいに着地を決め、褒ほめてほしそうに俺を見る赤坂に、たまらず尋ねる。

「……すごいね、でも何をしているのかな？」

「しばらく大会もないんで、暇ひまだったからてるてる坊ぼう主ずを追ってたんスよ。あいつ、壁に張り付いたり、屋根に上ったりしてるじゃねぇッスか。あいつに出来て、アタシに出来ないわけねぇッスから」

　赤坂は平らな胸を自じ慢まんげに張る。どうやら、彼女は特進棟への渡わたり廊ろう下かの屋根を走っていたらしい。人間離ばなれした技わざを平然とやってのける姿に、俺も苦く笑しようする。

「対たい抗こうするのはそこなのか、キミらしいね」

「どっちにしろ、けっこう難しいッスね。体型は分からなかったけど、あいつ男でしょ」

「……なるほど。参考程度に覚えておくとしよう」

　赤坂以上の運動能力を持つ女性を、俺は知らない。その彼女が断言するのだから、てるてる坊主は男子で、相当の運動神経の持ち主だろう。

　真っ先に灰賀の顔が脳のう裏りに浮うかんだが、それも考えにくい。もしそうなら、変装も何もなく、誰だれの目にも正体がバレバレだし、何よりもそんな奇き行こうをする理由がない。

　ただ、そういえば──

「特進棟を調べに来たのだが、最初に灰賀選手の部屋に寄ってもいいかね？　ドタキャンされたのだ、文句の一つも言っていいだろう」

「そんなの知らねぇッスよ。先輩が調べてぇだけなら、どこに行くんでも勝手にどうぞ」

　あまり機き嫌げんは良くないようだ。佐藤がいないことが不満らしい。だから基本的に、助手の佐藤とは二人一組で行動したいのだが、今回ばかりは話が別だ。

　特進棟は、ある種の無法地帯だ。リスクは最小限にしたい。

　赤坂が専用のカードキーを通した後、パスコードを入力すると、特進棟の玄関が開く。

「ところで、特進棟に忍しのび込むとしたら、キミはどんな方法をとるかな」

　建物に入りながら俺が赤坂に尋たずねると、彼女は少し考えた後に答えた。

「……玄関を蹴けり破る、とか？」

「すまない、聞いた私が悪かったよ」

　どう考えても強化ガラスで出来ている玄関を相手に、それを言う赤坂もありえないが、大前提として忍んでいない。

　そう、彼女は悲しいほどに馬ば鹿かなのだ。それが致ち命めい的てきな欠点で、彼女の魅み力りよくでもある。

　灰賀の部屋に辿たどり着き、インターホンを鳴らす。しかし、やはり反応はない。頭にきた俺は、パスコードを押して勝手に部屋に入った。

「あれ？　なんで先輩が、灰賀さんのパスを知ってるんスか？」

「雨の日に裏庭が使えなかったら、みんなで灰賀選手の部屋で遊んでいたのさ。パスだけは、教えてもらっているのだよ」

「じゃ、カードキーさえあれば、飼育部の人は特進棟に入れるんスね」

「だから、一番の容疑者は我々だね。しかし、他ほかにもそんな奴がいるかもしれないよ」

　灰賀の部屋は普ふ段だん通り、トレーニングマシンが並んでいる以外には、目立って何もない質素なものだった。もう一度、俺は電話をかける。すると、唯ゆい一いつ部屋にあるソファから、着信音が聞こえた。

　赤坂がソファに置いてあったスマホを手に取り、応答する。

「もしもし」

「約束をすっぽかして、一体何しているんだ。この役立たず！」

　俺が電話を切ると、赤坂もスマホをソファに投げる。どうやら、灰賀は電話も持たずにどこかに出かけたらしい。事前に約束を取り付けたというのに、不義理な話だ。

「ハハハッ。参ったね。せっかく授業をサボってまで来たのに、困った奴だ。日を改めるにも、佐さ久く間ま先生の相手が面倒なのだが──」

「灰賀さんと何する気だったんスか？」

　今さら隠かくしても仕方ない。思い切って、俺は赤坂に話す。

「黒田と青あお山やまに会うつもりだったのだよ」

「じゃ、行きますか」

　赤坂が灰賀の部屋を出ようとするので、俺は慌あわてて呼び止める。

「ちょ、ちょっと待ちたまえ！　会えるのかい？」

「インターホン鳴らしたら、案外いけるんじゃねぇッスかね」

「聞いた私が悪かったよ。でも、恩に着る。ありがとう」

　見知らぬ特進生に会うというのは勇気のいる行こう為いだが、隣となりに赤坂がいると心強い。彼女の恐おそれの無さを羨うらやましくも思う。

　赤坂に付いていき、まずは三階に上がる。そこにはキープアウトと書かれた、黄色いテープが張ってあった。

「……思えば、火災現場だ。通れるわけもないか」

　俺が呟くのを無視して、赤坂はそのまま直進し、テープをビリビリ剝はがして三階に入ってしまった。

「なんでッスか？」

「キミは最高にクールだ」

「ども」

　迷い無く進む赤坂を盾たてに、俺は慎しん重ちように廊下を歩いていく。すると、見たことのある風景に出くわした。

　黒くろ焦こげの廊下のフローリングに刻まれた、まだハッキリと形の残っている一つの単語。

「『ＥＶＩＬ』か。そういえば、なぜ『悪党』とは書かないのだろうね」

「……画数が多かったからでしょ」

「なるほど」

　至し極ごくもっともな意見だ。赤坂の言うとおり、これをマーキングと捉とらえるなら、複雑なものは避さけるだろう。だったら『ＥＶＩＬ』はそれほど難しくもない。

「手前が黒田の部屋で、奥が夜よ月づきの部屋かね？」

「確かそうッスね。──あ、これダメだ。この先は足あし下もとがダメなやつッス」

　赤坂が廊下のある一線から先に出ないように踏ふみ止とどまる。黒田の部屋が見えそうだが、見えない微び妙みような距きよ離りで歯がゆい。

「中はどうなっているかな？」

「夜月の部屋と一いつ緒しよで丸まる焦こげじゃねぇッスか？　どっちにしろ、調べられねぇッスよ」

　分かりきっていたことではあるが、ただ来ただけでは、手がかりはまったく何も摑つかめそうになかった。重要なのは、人物の方である。

「そういや、二人って自分の部屋がなくなってどうしてるんスかね」

「さぁね。灰賀選手に頼たのんだ時には、聞きそびれたな」

　そう言って俺が振ふり返った時に、ふと気付く。まったく同じ作りで、反対側の廊下に、部屋のドアが二つあったことに今さら気がついた。

「……おや、特進生は全員で何人いるのかね？　各学年に二人で、六人だと聞いたが」

「興味ねぇし、知らねぇッスよ」

　そこまで都合良くはいかないかと思いつつ、一応、残りの二部屋も確かく認にんする。灰賀の部屋にあったようなネームプレートがなく、インターホンを押しても応答がない。空き部屋だろうか。

　これ以上調べようがないので、一応テープを張り直して二階へ降りた。

　二階については、灰賀の部屋があるので勝手が分かる。なるほど。同じような構造で、部屋は四部屋あった。今まで灰賀の部屋以外に行ったことがなかったので、改めて確認するまで気付くこともなかったのだ。

　灰賀の部屋の隣は空き部屋だと聞いていた。俺は迷わず、これまで踏み入れたことのない反対側の廊下へと向かう。

　すると、ネームプレートの貼はってある部屋を発見した。

「……特進科二年、『美食家』の青山」

　灰賀が名前を挙げた、悪党の一人だ。『悪い意味で普ふ通つうじゃない』とは、どういう意味なのだろう。

　唾つばを飲み、覚かく悟ごを決めて、俺はインターホンを鳴らす。

「誰だ？」

　すると、少しして応答があった。心臓が早はや鐘がねのように鳴るのを抑おさえ、答える。

「飼育部の十じゆう文もん字じです。少し話が──」

「君がそうなのか。隣にいるのは赤坂だな。気味の悪い丁てい寧ねい語ごはやめて入りたまえ」

　ロックが解除される音が聞こえた。灰賀が話を通しておいてくれたのだろうか、不気味なほどにスムーズだ。俺は、意を決して中へ入る。

　その部屋は豪ごう華か絢けん爛らんにして瀟しよう洒しや。血のように真っ赤な絨じゆう毯たんが敷しかれていて、調度品は全すべて値段を聞くのが恐こわいほどに美しい。部屋に流れているのは、クラシック音楽だった。ピアノ曲で、誰の曲かはまったく分からない。その辺りの知識は乏とぼしいのだ。

　中央のテーブルには真っ白なクロスがかけられていて、その一番奥の席に男はいた。

　美しい部屋に反して、彼は見るに堪たえないほど醜しゆう悪あくな姿をした巨きよ漢かんだった。

　まず、首の位置が分からない。太すぎて顔と肩かたが繫つながっていて、一つの丸い脂し肪ぼうの塊かたまりに見える。相撲すもうの力士をテレビで見たことがあるが、彼らがいかに洗練された体つきをしているのかを思い知らされた。

　その醜悪な男は、煙けむりの立つ巨きよ大だいな焼き肉串ぐし──シュラスコを食べながら語る。




「我が輩はいは豚ぶたである。名前は青山だ」




　時が止まったような感覚とは、まさにこれを言うのだろう。赤坂も口をあんぐりと開けて青山を凝ぎよう視ししている。俺も、どう反応するのが正しいのか測りかねていた。

　すると、青山は少し眉まゆを下げて言う。
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「……緊きん張ちようしていたようなので、試ためしにジョークを言ってみたのだが。我が輩のジョークは、この場合滑すべったのだろうか？」

　もしかして、我が輩という一いち人にん称しようは、キャラ作りではなく素すなのだろうか。

　マズい、キャラが被かぶる。作っている俺の方が釣つられてしまいそうだ。

「いや、笑っていい類たぐいのものなのか、よく分からないもので……」

「それを滑るというのだろう？　ううむ、難しいな。確かに悔くやしい」

　そう言いながら、青山はシュラスコをまた囓かじる。もしかすると、歓かん迎げいしてくれているのだろうか。

　ダメだ、分からない。顔色を窺うかがおうにも、どこまでが顔なのか判別できない。輪りん郭かくがぼやけて見え、目が霞かすんでいく。こんな体験は生まれて初めてだ。

「とりあえず、席にかけたまえ。赤坂もだ。これはシュラスコと言って、ブラジル料理の代表だよ。食べるか、食べるだろう。少し待て。なに、少しでいい」

　青山は一人で会話を進めると、手元にあった電話を取ってコールする。

「もしもし、シュラスコを大至急二人分出してくれ。客人だ、丁てい重ちようにもてなしたい」

　またしても一方的に依い頼らいし、青山は電話を置く。赤坂は言われた通り、渋しぶ々しぶと席についた。俺も同じように席につく。

「この時間にシュラスコとか、よく食えますね。きっついわー」

　正直者の赤坂らしい意見に、俺も心の中で同意する。まだ午前中だ。それに、青山の腹を見ていると「こうなってはいけない」と思ってしまい、食しよく欲よくが失うせる。

「味は保証しよう。で、さて、食事会に名めい探たん偵ていが来たのだ。死体が必要だな。少し待て。なに、少しでいい」

「待つか！　死体はいらん、これ以上増やすんじゃない！」

　電話を取ろうとした青山に、たまらず俺が叫さけぶと、青山は脂肪を歪ゆがませて笑う。

「……ジョークだ。会えて光栄だ、十文字。話は夜月から聞いている。貴公は面おも白しろいな」

　やはり笑えなかった。これほど面めん倒どう臭くさい人間と話すのは、生まれて初めてである。また何か言われたら、自信を持って白丁花に返せるだろう。

　こいつらと一緒にするな、強きよう烈れつすぎるっての!!

「待ちたまえ。どうしてそこで、夜月の名前が出るのかね」

「ん、知らないのか？　半ば都市伝説と化しているが、夜月は実在するぞ。独特の思想の持ち主でな。アレと食べるディナーは中々に楽しい」

「いや、そういうことではなく……」

「ええい、回りくどい。とにかく、夜月に一通り聞いたのだ。──さて、そろそろだぞ」

　青山がそう言うと、奥の部屋からメイド服姿の少女が現れた。その手には、二つの巨大なシュラスコの串が載のった皿がある。口一つきかずに、少女は俺たちにそれを配はい膳ぜんして、一礼して奥の部屋に戻もどる。

「……やっぱアタシもメイド、雇やとおうかなぁ」

「我が輩のお墨すみ付つきの斡あつ旋せん所を紹しよう介かいしようか？」

「マジで？　ども、助かるッス」

　赤坂と青山が異次元の会話をしていて、俺はついていけない。ここは日本で、学校だ。なぜメイドがいるのだ。ワケが分からない。

「さぁ、焼きたてだ。ボ召ナしペ上テがィれ！」

　自信満々に青山が両手を広げる。……確かに、眼前に焼きたてを出されると美味おいしそうに見えてくる。いただきます、と呟つぶやいて俺はそれを囓った。

「……美味うまいっ！」

　思わず叫んでしまう。その様子を見て、青山は心底嬉うれしそうに笑った。

「そうだろう、そうだろう。どんどん食べよう。富を消費することが、世界を美しく循じゆん環かんさせるのだ。食事とは文化の絶対的な攻こう撃げきであり、強固な防ぼう壁へきなのだよ。分かるかい」

「ほぉ、面白い考えだね」

　そんなことまで考えたこともない。無言でシュラスコに囓り付く赤坂を横目に、青山はオレンジジュースを片手に朗々と語る。

「犯罪も戦争も覇は権けん争いも、大義名分がどれほどもっともらしく見えたとしても、結局は情けないほどに食べ物が原因であることばかりだ。食べるためなら家か畜ちくを殺せる。同様に、食べるためなら人間を殺せる。人間が積み上げてきた歴史とは、そういうものだ」

　極論だが、一理ある。

「今回の事件も、キミは食べ物が原因だとでも言うのかね？」

「まさか。むしろ逆だろう。復ふく讐しゆうという行為は、そういうものではないか」

　その通りだ、と俺は思う。復讐をすることは、それこそ食事とは違ちがい、生きていく上で必ひつ須すではない。

「でも、前に進んでいくためには必要な儀ぎ式しきだよ」

「悪いが、我が輩にはダイエット並みに興味のない話だ。それより、用件を聞こうか」

　──彼にとって、人の生き死にが些さ事じであるらしいことは、さておき。

　ようやく本題に入れるようだが、正直、何から聞けばいいのか分からない。仕方なく、俺は当たり障さわりのない質問をしてみる。

「『美食家』の青山。確か、ウェブサイトの運営を行っているんだったかな？」

「いかにも。『食べブロ』という、グルメサイトだ。ＳＮＳの最大手である『ＩＬＢ』のフレンドリストや、ディフューズとも連れん携けいしている。今はＬＩＮＫとも何かできないか、企き画かくを立てている最中だ」

　この巨漢は、ＩＴ系の広告サイトの運営で、巨きよ万まんの富を得たと聞いた。

　彼がこうして贅ぜい沢たく三ざん昧まいをしている間にも、彼の懐ふところには金が入り、その金で新たなビジネスを展開し続けている。

　学生実業家として、俺たち普ふ通つう科か生徒の間でも有名なくらいだ。

「やはり、実業家としてＬＩＮＫは興味深いのかね？」

「無論だ。しかし、ＳＮＳのシェアというのも、引き際ぎわを見計らうべきだろう。熟しているうちに誰だれかに押しつけるのも考えている。旅行代理店あたりなら、悪くない」

　サラッと言ったが、実は凄すごいことを聞いてしまった。そんな爆ばく弾だん情報をくれても困る。

「それは随ずい分ぶんと勿もつ体たいない話だね」

「腐くさった林りん檎ごは処分が面めん倒どうだぞ、十文字。……と、貴公とそんな話をするのは無む駄だだな。メインディッシュは何だ？」

　せっかちなデブだ、と内心思いながら、改めて俺は青山に問う。

「今回の事件について、キミが知っていることを聞きたい。エーミールやてるてる坊ぼう主ず、新谷クンが殺されたことや、特とく進しん棟とうが爆ばく破はされたことについて、全部」

　そう言うと、青山は少し思案した後、俺に笑いかける。しかし、その笑いは先ほどまでの食事の話をしていた楽しげなものではない。

　悪あく魔まの取り引きの笑えみだった。

「……デブは無駄に動くのが嫌きらいだ。貴公が正直に話してくれるなら、我が輩も誠意を持って答えよう。先に質問するのは我が輩だ。どうかね？」

「ああ、それでいいとも」

「貴公、どこまで夜月とつるんでいるのだ。デブを誑たぶらかして何が楽しい？」

　意味の分からない質問に、俺は面めん食くらう。

「……さっきといい、何を言っているのかな？　私は夜月とほとんど接点はない。むしろ、今は一番警けい戒かいしている相手だ。アレが新谷の敵である可能性も視野に入れている」

「目的は、あくまで知人を殺した犯人捜さがしか。何に誓ちかう？」

「──飼育部の友情だ」

　そう答えると、青山は目を閉じて深く考え込む。傍はたから見ていると、デブが寝ねようとしている風にしか見えない。

「よく分からねぇッスけど、先せん輩ぱいの言ってるのはマジっすよ」

　これまでシュラスコを食べるのに夢中になっていた赤坂が口を挟はさむ。すると、青山は目を開けて、持っていたオレンジジュースを一気飲みする。

「不思議な気分だ。やはり夜月は未来予知でも出来るというのか」

「どういう意味だね？　それこそ、私が早く聞きたいよ」

　そう尋たずねると、むぅと唸うなって悔しそうに青山が語る。

「一昨日おとといのことだ。夜月が我が輩の下もとを訪ねてきて言った。『近いうちに、どんな手段を使ってでも十文字がお前の下へやって来る。エーミールとてるてる坊主、新谷という普通科の少女が殺されたこと、特進棟での火災騒さわぎについて聞いてくるだろう。そうしたら、こう答えてやれ。スタート地点からやり直せ』と」

　俺は戸と惑まどいを隠かくせなかった。

　全すべて行動が見み抜ぬかれている。それこそ、気味が悪いくらいに。

「……夜月と話したのは、たった二回だけだ。捜そう査さを始めてからは一度も会えていない。なぜ私が、キミに会いに来ることまで知っているんだ？」

「貴公を信用するなら、夜月は予測を完全に的中させた。あと、これが初めてではない。夜月の見解は我が輩の事業についても、的中し続けている。物事の流れというものを把は握あくしているのだろう。うむむ。流石さすがは、自ら記者を名乗るだけある」

　自分の中で納なつ得とくをしたのか、青山はしきりに頷うなずく。一方、俺は得体の知れない恐きよう怖ふを感じていた。見られているのか、だとしたらどこにいる？

「よし、我が輩の一番の関心は消化した。何が聞きたい？」

「ちょっと待ってほしい……。正直、今のキミの話で、私のしようとしたことがほとんど無駄みたいに思えてきたんだ……」

「分かるよ。気分転てん換かんに、何か食べるかね？」

「ご馳ち走そう様さまでした」

　もうシュラスコだけで腹が膨ふくれている。これ以上、物が入るとは思えない。

　それはともかく困った。青山の語る夜月の言葉を信用するなら、青山は今回の事件について第三者の立ち位置にいる。言い分から察するに、新谷のことを知っているかも怪あやしい。このデブから、一体何を聞けばいいのか。

　スタート地点からやり直せ。

　この事件のスタート地点とは、何だ。何をもってスタートなのだろう。そう考えた時、俺は一つの疑問にぶつかる。

「……ある筋からの情報なんだが、キミが『悪党』だと聞いたのだよ。悪い意味で普ふ通つうではないとね。それはどういう意味なのかな？」

　灰賀は青山のことを悪党だと言っていた。しかし、俺の目には、面倒だが気の良いいデブにしか見えない。何をもってして、彼は悪党と呼ばれるのか。

　本人を前に思い切って質問してみると、青山はキョトンとした表情で俺を見る。

「標準の体型とかけ離はなれているのは自覚しているが、そのことか？」

「んなの、見りゃ分かるって。悪いことしてるのかって聞いてるんスよ」

　赤坂も責めるように尋ねるが、青山は人間でいう顎あごの部分の脂し肪ぼうをプニプニと摘つまんで唸るだけだ。

「漠ばく然ぜんとした問いで、我が輩はいといえど答えに詰つまる。悪党とは何だ？」

「む？　あー、そうだね。法律違い反はん、などかな……？」

　急で当たり前な質問に、俺がその場で思いついた限りで返すと、青山は笑う。

「その程度で悪党呼ばわりとは論外だ。我が輩の基準で言えば、食事を残す奴やつは悪党だ。要は基準の問題である。それは万ばん国こく万ばん人にんに共通ではない。違うかね？」

「……一理あるね。エーミールの言う悪党は、結局何を指すのだろう？　新谷と黒田が、同じ基準で悪党なの──」

　そう独り言を呟く俺に向けて、青山はおもむろにシュラスコの鉄てつ串ぐしを投げつける。それは俺の頰ほほを擦かすり、恐おそるべき反射神経で赤坂が摑つかんで、空中に止まっていた。

　赤坂が庇かばわなくとも、俺に刺ささることはなかっただろう。だが、一歩間ま違ちがえれば、俺の頭は串くし刺ざしにされていたのだ。

　あまりに突とつ然ぜんの凶きよう行こうに、何も言えず唾つばを飲む。

「我が輩の前で、二度と黒田の名を口にするな。貴公は面おも白しろいから、忠告で済ます」

　そう言って、何ごともなかったかのように、青山は二本目のシュラスコを囓る。青山がその鉄串を食い尽つくすまで、俺は何も話すことが出来なかった。

「──悪党の語源は、確か武士だったな」

　唐とう突とつに、青山は語る。

「……そういえば、日本史に載っていたね」

「最終的に、彼らは武力を持って権けん威いを得た。悪党とは、いわば変化したルーツの一つという象しよう徴ちようでもある。ならば、現代の悪党は何を指す？　そこまで見み据すえた問いなのか？」

　それもまた、貴重な意見だと思った。そこまで『悪党』という言葉が使われたことを、強く意識したことがなかったからだ。

「エーミールの被ひ害がい者しやは、元が一いつ緒しよなんスか？」

　赤坂が尋ねると、青山は顎をプニプニと摘まんで呟く。

「……夜月の言うスタート地点とは、本当にそこで合っているのか。奴と知ち恵え比くらべをする気にはならんが、ディナーコースの予測程度には、興味の出る話題だな」

　そして青山は、今度こそ何も語らなくなった。







　青山の機き嫌げんを損そこねてしまったことと、質問することが思いつかなくなってしまったこともあり、今日はほとんど挨あい拶さつだけ済ませて青山と別れることにした。

　いつでも来たまえ、と笑顔で言っていたが本心は分からない。彼はそれこそ、食事中におかずを摘まむように俺を殺しかけたのだ。

　まったく殺意を感じなかった。それだけに、これまでにどれだけの人間が青山の逆げき鱗りんに触ふれてしまい、どんな目に遭あったのかも想像がつかない。

　灰賀が『悪い意味で普通じゃない』と言うだけはある。常識の通用しない相手だ。

　今回はたまたま助かったが、白丁花を連れてきていたらアウトだったかもしれないなと、なんとなく思った。彼女は一いつ般ぱん人じんに対しては強そうだが、特進生に対する応対というものを、イマイチ分かっていない気がする。灰賀は特とく殊しゆなのだ。

「一階はアタシの部屋と黄き紗さ良らの部屋がありますけど、どうします？」

　赤坂に尋ねられて、我に返る。今日は探たん索さくに来たのだ、収しゆう穫かくなしでは済まされない。

　俺は改めて赤坂を見る。……彼女を容疑者候補に入れるのは、偏へん見けんだが難しい。彼女は終始協力的で、新谷のことは特別としても、基本的に他人に興味を持つタイプではない。隠れた知能犯という見方も、かなり無理がある。

「黒田と青山が、エーミールの言う『悪党』だと断言したら、キミはどう思うかね？」

　俺が尋ねると、赤坂は腕うでを組んで考える。

「青山はワルかもしれねぇッスね。でも、あいつの言う通り、要は基準の問題ってのも、なんかすげー分かるんスよ」

「私もそれが気になったよ。そういう意味では、誰が標的になってもおかしくない。あの犯行予告について、少し情報を整理し直したい気分だ」

「はぁ、先輩も大変そうッスね」

　まるで興味がなさそうだ。赤坂はこうして、思考を放ほう棄きしている節がよく見られる。悪く言えば、何も考えてない。呼ばれた時は喧けん嘩かだけして理由も聞かない、というレベルで主義主張も見られない。

　彼女は何をもって悪とするのか。──そして、何をもって俺に味方をするのか。

「──赤坂クン。キミを疑うわけでは決してないが、形式的に確かく認にんしておきたい。新谷を殺すような人物に心当たりはないかね？」

「んー。強しいて言うなら先輩ッスね」

「おーい、酷ひどい誤解だよ。名めい探たん偵ていが犯人だなんて、三流ミステリじゃないか」

　憤ふん慨がいする俺を見ながら、赤坂は続ける。

「いや、新谷から他ほかの人の話を聞いたことねぇんで。他にダチがいたと思えねぇし、趣しゆ味みの話も聞いたことねぇし」

「おやおや、それでもマブダチなのかね？」

「つーか、マジで無趣味なのが新谷の特とく徴ちようなんで。そう言う先輩こそ、あいつのこと何か知ってるんスか？」

「……言われてみれば、そうだね。特別、バレーボールが好きという風でもなかったよ。彼女の私生活については、私もそれほど知らないままだ」

　赤坂に指し摘てきされて気付いたが、クラスで影かげの薄うすい存在だったことも含ふくめ、新谷の情報がここまで出ないというのも妙みような話だ。その点、翡翠師し匠しようの捜査は的確だったことを知る。

　今からその方面を調べても遅おそいなと、俺は割り切った。役割分担だ。俺は、俺に出来ることを優先してやればいい。

「黄紗良にも声かけてみますか？　忙いそがしいんで、付き合い悪い奴ッスけど」

「まぁ、一応行ってみるとしよう」

　赤坂は一階の非常口方面の廊ろう下かへと向かう。そこに、黄紗良のネームプレートが貼はってある部屋があった。

「ちなみにキミの部屋は、黄紗良の部屋の隣となりかい？」

「いや、反対側の廊下ッス。行きますか？」

「──聞いてみただけだよ」

　俺はインターホンを鳴らしてみる。しかし、黄紗良が出てくる様子はない。改めて確認すると、扉とびらの横にホワイトボードが設置されていることに気がついた。

　そこには舞ぶ台たいのポスターなどがマグネットで留とめられていて、その横にカレンダーが貼ってあることに気がついた。

「これは……、スケジュール表かな。一日も学校にいないようだけど」

　簡潔ではあるが、何をするかがカレンダーに書かれていて、空くう欄らんになっている日は一いつ切さいなかった。

「ほら、やっぱりいねぇッスわ」

　これ以上、赤坂に付き合ってもらうのも彼女に悪い。先ほどから、不ふ機き嫌げんな様子を露ろ骨こつに出し始めている。佐藤不足だ。俺は決断する。

「じゃあ、残念だけどここで打ち切りにしよう。付き合わせて悪いね、ありがとう」

　俺が礼を言うと、赤坂は首を搔かく。

「一応言っておくと、顎で使われるのはムカつくんで。今回限りにしてくれねぇッスか。そこら辺、線引きしてくれねぇと困ります」

「ああ、分かったよ。本当に感謝している。犯人が分かったら、必ず連れん絡らくしよう」

「うっす」

　赤坂はそのまま、自室へと戻もどっていった。俺は黄紗良のポスターを眺ながめ、懐ふところからパイプを取り出して、状じよう況きようを整理する。

　リスクを冒おかした割には収穫が少ない捜査だったのは残念である。夜月と黒田と青山は、普通じゃない。その程度で、既すでに分かりきっていたことだ。

　青山が黒田と相当仲が悪いことは分かったが、あの脂肪の塊かたまりが爆ばく弾だんを持ってうろつく姿は想像できない。メイドに頼たのんだ可能性を考こう慮りよしても、やはり彼も新谷との接点がまるで見えない。

　ただ、気になることがないわけではなかった。

　一つは夜月の言葉、スタート地点からやり直せ。夜月は俺の動きを把は握あくしている。それと同時に、間違いを指摘している。これの示すものは何か。

　もう一つは『悪党』の定義。青山に言われた通り、基準が分からない。新谷の情報といい、単純に周囲を調べるだけではダメだ。

　そして何より、大きな疑問がある。特とく進しん棟とうの部屋割りだ。これは明らかにおかしい。




　そんなことを考えていると、聞き覚えのある鼻歌が聞こえた。




　慌あわてて鼻歌のする方へ向かうと、そこには階段を上ろうとする夜月の姿があった。

「夜月！」

　俺は大声で彼女を呼び止める。すると、夜月は鼻歌をやめて振ふり返った。

「奇き遇ぐうだな、探偵気取り。捜そう査さは進んでいるか？」

「フッ、私が青山に会いに行くことまで読んでおいてよく言う。キミは、私と会うためにわざと歌ったね」

「人食いデブの小話は、お前にとって参考になると思ってな。伝言が機能して何よりだ」

　クックックと、いつものように夜月は低く笑う。

「クマさんが、飼育部についても調べ始めたぞ。白丁花もそれに一枚嚙かむらしい」

「なんだって？」

　唐突な夜月の言葉に、俺は面めん食くらう。

「警察の目がそちらに向かうことぐらい、想定できただろう。翡翠はそんなこともお前に教えなかったのか」

　夜月がなぜ警察の動きを知っているのかは、この際さいどうでもいい。問題は、白丁花が警察に協力しているということだ。煽あおりすぎたかもしれない。

「……昨晩、師匠から電話が来たよ。重要参考人としてマークされているらしい」

「あいつが電話を電話として使うとは珍めずらしい。だが、事実を重ねれば当然の帰結だな。特に『飼育部』というカラクリを知れば、誰だれもが翡翠を疑うだろう」

「キミは話が早くて助かるよ。知っているんだろう、新谷を殺したのは誰だ？」

　やはり、この女は全すべてを知っている。どういう経けい緯いかはともかく、師匠とも知り合いであることは間違いない。

　だが、夜月は意外な返答をしてきた。

「私もそれを追っているところだ。犯人が分からなければ、困ったことに、今回の事件は記事にならない」

　この女が知らない？　そんなはずはない。

「……本気で言っているのかね？」

「だから、ここで飼育部に立ち止まってもらっては私も困る。とりあえず、ガセネタを流しておいた。そこで警察を留とどめて、新谷を殺した犯人を追え」

　意味の分からない言葉の数々に、俺は耳を疑う。

　夜月が俺を助ける？　なぜだ、目的が分からない。

「どうしてキミが、私たちに肩かた入いれするような真似まねをするのかな」

「記事にならないからだ、何度も言わせるな。この先どんな展開に転がるとしても、今回のキーマンはお前だろう。玄げん関かんに白丁花とクマさんが張っている。今日は大人しくして、奴やつらの目を誤ご魔ま化かせ」

　そう言うと、夜月は踵きびすを返して二階に上がろうとする。

「待ちたまえ、一つだけ聞きたい」

「短いのにしろ。白丁花は、ああ見えて大だい胆たんで賢さかしい奴だ。阿あ呆ほうではない」

「キミの部屋は本当に燃えたのか？」

　俺の質問に、夜月はクックックと楽しげに笑う。

「良いい質問だな。ああ、黒田の部屋と一緒に灰になったよ。資料の多くは電子化してあるから無事だが、原本がやられたら意味のないものもいくつかあった。だから、あんな奴の隣は嫌いやだと教頭に言ったんだ」

「それでは──」

　夜月は階段の上で、俺を見下ろしながら拍はく手しゆする。




「名推理だ、探偵気取り。特進生は七人いる。教頭が存在を抹まつ消しようしたが『名無し』の存在が公おおやけになってしまう事態が起きた。恐おそらく、今回の事件の動機はそこにある」




　それだけ言って、夜月は鼻歌を歌いながら去ってしまった。本当はいくらでも聞きたいことがあるが、夜月の言う通りなら警察の動向が気になる。それ次し第だいで、夜月の情報の有用性も改めて考えたい。

　俺はあえて、玄関からパスコードを入力して堂々と特進棟を出る。

「飼育部の人は、カードキーさえあれば、特進棟に入れるって本当なんですね」

　玄関の脇わきには、白丁花が立っていた。夜月の言う通りである。情報通りなら、近くに熊くま本もともいるのだろう。だが、パッと見た限りでは分からない。

「何か用かな？　そろそろ昼休みが終わってしまうよ」

「佐久間先生に、十文字さんを探してほしいと頼まれたんです」

「前から思っていたけど、見た目より噓うそをつくのが上手うまいね。キミが今日、私と同じようにサボっているのは確認済みさ」

　警察の件は、あえて言わない。白丁花は眉まゆを顰ひそめる。

「……佐藤さんに聞いたんですか？」

「何のための助手だと？」

　俺は先に歩き出し、白丁花に背を向けたまま尋たずねる。

「私に用事なら、場所を移そうか。寄りたい所があるのでね」

　鹿しか撃うち帽ぼうを被かぶり直し、俺は進む。白丁花も付いてきた。







　裏庭はもう開放されていて、人が立ち入りできる状態になっていた。

　だが、警察以外に誰かが来たような形けい跡せきはない。そもそも、ここは飼育部の縄なわ張ばりだ。誰も近づくことはなかった。

　壁かべにはうっすらと、まだ血の跡あとが残っている。『ＥＶＩＬ』の文字は消されていた。

　俺はその壁に、学校の花か壇だんから拝借した、名前も知らない花を添そえる。

「──葬そう儀ぎは、親族のみで行うらしくてね。この件が落ち着いたら、新谷にみんなで報告に行く予定なのさ」

「……そうでしたか」

　黙もく禱とうして、俺はいつものベンチに腰こし掛かける。

「落ち着く、というのは。具体的に、どこまで首を突つっ込むつもりなんですか？」

「それは野や暮ぼな質問だね。犯人を見つけ出すまでだよ」

「見つけ出して、どうするつもりでしょう」

　質問だらけの白丁花に、俺は目を細めて答える。

「謎なぞを解くのが、名めい探たん偵ていの仕事さ。それで、用件はなんだい？」

　緊きん張ちようした面おも持もちで、白丁花は向かいのベンチに座る。

「そうですね。じゃあ、私も『探偵』として、十文字さんに色々と伺うかがいます」

「ふむ、お手並み拝見といこう」

　果たして、どちらが探偵気取りなのか。それは俺にも分からない。だが、こいつから絞しぼれるだけ情報を絞り出す、良い機会ではあった。

　俺はブルドッグパイプを懐から取りだし、懐かい中ちゆう時計で時間を見る。

　午後の授業が始まっていた。

「新谷さんが飼育部に入った経緯を聞きたいです。バレーボール部に所属していたのに、どうして転部なんてしたんですか？」

　それは誰もが思う疑問だろう。翡翠師し匠しようならはぐらかすのだろうが、俺はあえてそうはしなかった。

「新谷は、バレーボール部でイジメに遭あっていたんだ」

　俺は隠かくしても仕方ない事実をそのままに語る。彼女は既に故人だ。これ以上、過去に縛しばられることもない。同時に未来も失ったが。

「……新谷さんが、イジメの被ひ害がい者しやだったと？」

　白丁花が、信じられないといった様子で聞き返す。

「キッカケは些さ細さいなことだったと聞いているよ。一いつ緒しよに入部した数人に、酷ひどい仕打ちを受けたらしい。それを知った佐藤助手が私に依い頼らいしてきて、その事件を解決したのさ」

　それでも、詳しよう細さいは包み隠しておいた。曖あい昧まいな内容だが、白丁花もそれ以上を追求しようとはしない。

「そんなに簡単に、解決できるわけがないです。赤坂さんを使って何をしたんですか？」

「最初は説得を試みたのだが、相手にされなくてね。たまたま修しゆ行ぎようと称しようして校内を走っていた赤坂クンに助けられたんだ」

　あれはなんというか、事故だった。俺たちにとっても、竹たけ中なかたちにとっても。

　新谷があの場を治めてくれなかったら、何が起こっていたか考えたくもない。その点、彼女は勇ゆう敢かんだった。その勇敢さが、部内に敵を作った。

「それ以来、彼女たちは私が赤坂クンの飼い主だと勘かん違ちがいしているようでね。おかげで、新谷はバレーボール部と縁えんを切ることができ、赤坂クンとは友人として仲良くしていた。両名の希望もあって、あまり周囲には公言していないがね」

　新谷は虎とらの威いを借ることを嫌きらった。なので、基本的には一人で過ごし、昼休みだけ赤坂と人知れず過ごし、たまに部活を休んで赤坂の特訓を応おう援えんしていたらしい。

　新谷はそういったことをあまり話さなかったが、赤坂の方から俺に連れん絡らくをしてくることは度たび々たびあった。彼女も灰賀のように、人ひと恋こいしいところがあったのかもしれない。

　なので、あの新谷を救った件の後も交流は続いていた。そして今も、義ぎ理り堅がたく俺に協力してくれている。

「……なるほど。よく出来た作り話ですね」

　一連の話を聞き終わった白丁花の反応は、淡たん泊ぱくなものだった。

「作り話、というと？」

「一年生の高たか橋はしさん。新谷さんと関かかわりがあると聞いて、会いに行きました。事件の翌日から引き籠こもっているのは、本当みたいですよ」

　行動が早いなと、俺は黙だまる。ある意味で、正直に話して正解だった。下手へたに誤魔化しても怪あやしまれるだけだ。

　だが、白丁花は俺の話を全て聞いた上で、それでも訝いぶかしげな視線を送り続ける。

「バレーボール部の話から、新谷さんのことを聞こうとしたんですけど。新谷さんのことも、十文字さんのことも話してくれませんでした。竹中さんと、反応はほぼ一緒です」

　やはり馬ば鹿かなのかな、とも思う。同じ事をしてどうするんだ。

　俺は恍とぼけて、申し訳ないふりをして頭を下げる。

「……赤坂クンがやり過ぎたのは認める。しかし、彼女は特進生だ。あれほど──」

「違ちがいますよ。あの子たちが何よりも恐れていたのは、十文字さんです。それで、あなたについても調べてみたんです」

　ハッタリだな、と俺は確信した。

　恐らく、警察側の情報を白丁花は手に入れたのだろう。翡翠師匠がマークされている時点で、飼育部の仲間達も調べられて当然だった。もちろん、俺も例外ではない。

「一年生の頃ころ、サッカー部にいたそうですね。中学生の頃は、エースだったそうじゃないですか。それが、夏休みに突とつ然ぜん退部。すぐに飼育部に転部したと聞きました」

　おいおい。それを調べるだけの時間とツテが、お前にはないだろうが。




「ひょっとして、十文字さんもサッカー部の被害者なんじゃないですか？」




　白丁花の言い方に恣し意い的てきなものを感じる。

　被害者、か。そんなことも忘れてしまっていた。

「そんなことはないよ。翡翠師匠に出会い、私は名探偵として生きる道を見み出いだしたんだ。お陰かげで佐藤助手や新谷という、最高の友人を得られたのさ」

「そうなってますね。サッカー部の人も口を割りませんでした。十文字さんについては、口を合わせたように全員が『いきなり辞やめた変人』と言います」

「サッカー部の友人はいなかったからね。今となっては、つまらない連中だったな」

　あのことを知っているのも、今となっては主将を気取っている彼だけだろうから、当然と言えば当然だ。

　しかし、彼もまた黙ることを選んだ人間の一人だ。ある意味、下げ駄た箱ばこの事件があったことは、彼にそれを思い出させた良いい誤算だった。

「次に、佐藤さんですけど。心因性の失しつ声せい症しようみたいですね。ただ、佐藤さんの友人という生徒には、一人も会えませんでした」

　やかましい。お前が特とく殊しゆなんだよ。

「佐藤助手は、私といつも行動しているから仕方ないよ。シャイなのは、キミも知っているだろう」

「それにしたって、ああいう子がいたら構ってあげる人がいるはずですよ。それが一人もいないのと、原因を誰だれも知らないっていうのは、ちょっと異常です」

　何度も言わせるな。お前が特殊なんだよ。

「私が構っているよ。真の友人なんて、片手で数える程度いれば十分ではないかな？」

　原因の方は俺でも把は握あくしきれていない。だが、彼女がそのために、わざわざ総合病院に通っているのは確かだ。

　だから佐藤は、悲鳴をあげることができなかった。

「極きわめつけは、部長の翡翠さんです。飼育部は彼女が一年生の時に作ったもので、その後で二年生や三年生が、翡翠さんを崇すう拝はいするように他ほかの部活から転部してくるようになったそうですね。一種の宗教じゃないかとまで、当時は言われたそうじゃないですか」

　飼育部の創設者は翡翠師匠だ。そして、去年に卒業した先せん輩ぱいからも聞いた話だが、誰もが年下の師匠を慕したっていた。

　彼女は道を示した。だから、俺はここにいる。

「師匠は独特のカリスマ性があるのさ。だから、私も尊敬している」

「煙けむに巻こうとしても無む駄だですよ。これだけ共通項こうがあるんです。あとは、調べれば分かることですから」

　なら聞くなよ、と思いつつ。俺は懐中時計を見る。もう十分だろう。

「さて。聞きたいことはそれだけかね？」

「もう一つだけあります」

「聞くだけ聞こう」

　白丁花が、真っ直すぐに俺を見て尋ねる。




「あなたたち『飼育部』は、犯人に対して何をしたんでしょう」




　俺は大おお袈げ裟さにため息を吐つく。

「……残念極まりないね。直接それを聞いて、何かを語ると思う程ほど、私は性善説を信じてはいないよ。せめて私に吐はかせるだけの条件と、論ろん拠きよを組み立てたまえ」

　俺がそう宣告すると、白丁花の顔色が変わる。

「待ってください！　まだ、私は何も──」

「私も質問が二つある。その情報の入手経路と、なぜ我々に深入りしようとするのかだ。沈ちん黙もくは肯こう定ていとみなす」

　白丁花が額に汗あせを滲にじませ始める。さて、俺もハッタリと洒落しやれこもう。

「キミが飼育部に向けて懐かい疑ぎ心を持つタイミングは、二回あったはずだ。一回目は、灰賀選手の部屋で会議をした月曜日。二回目は、昨日バレーボール部へ聞き込みをした時だ」

　言う必要のない情報を、俺は最初に撒まき散らす。

「非常識な光景を見たんだ、気になるのも無理は無いよ。だが、圧あつ倒とう的に時間が足りないのに対して、キミが得られた情報の量は多すぎる。協力者がいるんじゃないかい？」

　協力者、の部分を強調すると白丁花は露ろ骨こつに目を逸そらす。

「そうだね、例えばクラスメイトや佐久間先生。ここだけの話と、知っている者がいたかもしれない。だが、決定的に無理なことがある。キミは高橋さんに会えない」

「わ、私が噓うそをついてるって言うんですか？」

「さっき、見た目より噓が上手うまいねと褒ほめたじゃないか。そう、キミは噓をついた」

　俺が身を乗り出すと、白丁花はビクリと怯ひるむ。

「悪いが、師匠が先手を打っている。高橋さんの対応は『赤坂さんを捕つかまえてください』だったはずだ。そこは、協力者に聞いてないのかね」

「そ、それは……」

　白丁花が言い淀よどむ。

「彼女は助けを求めることになっているんだ。しかし、特進生に事情聴ちよう取しゆを行うには、理由が弱すぎる。少なくとも教頭は許可しないだろう。そう、たとえ相手が警察でもね」

　警察、という単語を出した時に白丁花の瞳ひとみが動いたのを、俺は見み逃のがさなかった。

　──見つけたぞ、クマさん。その巨きよ体たいで木こ陰かげに隠れるとは、流石さすがはプロだ。

「警察と組んで捜そう査さをするのは構わない。もし、キミが彼らの情報の中ちゆう継けいをしてくれるなら、これほどありがたい話はない。どうかね、反論を聞こう」

　口を固く結んだ白丁花が、絞しぼり出すように答える。

「……そうです。熊本さんに、相談しました」

「よろしい。そこでシラを切るなら、完全に見限ったかもね。構わないさ。常識的な判断だよ。むしろ恐こわかっただろうに、私との話し合いに応じてくれたことに感謝する」

「いえ、その、確かに少し恐いですけど、安心しました」

　白丁花ははにかむが、その後ろ盾だてが木陰にいるのを、俺は知っている。

「あー、そのだね。熊本さんへの対応が杜ず撰さんだったことは、実は私も気にしていたんだ。もう察しているだろうけど、我々は警察というのを信用できない立場にいる。事件の早期解決のための、情報中継をしてくれると、私もありがたい。師し匠しようにバレたらマズいのは、少し分かっただろう？」

「……翡翠さんは、やっぱりそれくらい影えい響きよう力りよくの強い人ですか？」

「強い。少なくとも、私は熊本さんとは会えない。特とく進しん棟とうの話は、追って伝えよう」

「分かりました。熊本さんにも、そう言っておきます」

　力強く頷うなずく白丁花を見ながら、俺は思案する。

　師匠が前に言っていたことだが、友達を作る上で一番手っ取り早いのは、敵を共有することだ。

『一番恐おそろしいのは翡翠師匠である』、これが俺と白丁花の共有する敵だ。ついでに、警察に弱さも見せて、俺が巻き込まれている立場であることをアピールしておく。

「ところで、二つ目の質問に戻もどるんだが。なぜそこまで、我々に深入りするのかね？」

「──そいつは、俺が話すべきだな」

　すると、木陰から熊本が姿を現す。白丁花が驚おどろいた。

「熊本さん……」

「悪かったな、嬢じようちゃん。ちょっと、いや、かなり見くびってた」

「えっ？」

「時々いるんだよ、病的に噓しかつけない奴やつが。こういう奴からマトモな調書をとるのは、結構大変でな。こいつの相手は、素人しろうとには無理だ」

　観客席から見ていたら、バレバレだったらしい。俺も修しゆ行ぎようが足りないか。師匠のように、なかなか上手くはできないものだ。

「立ち聞きとは、刑けい事じさんも人が悪いですね」

「仕事なんだよ。嬢ちゃんには、月曜日に起こった黒田の部屋の火災のことを聞くときに、飼育部についても調べてもらうように頼たのんだんだ。逆に利用されたけどな」

　月曜日から、か。なるほど、確かに見た目よりも、白丁花は上手く立ち回っている。

「それで、私はこれから熊本さんにも尋じん問もんされるわけですか？」

「やめておく。今日はもうお開きだ。ただ、翡翠さんのことは気に留とめておこう。最近の学生ってやつは、何を考えてるか分からなくて気味が悪いな」

　そう言って、熊本は懐ふところからタバコを取り出す。

「あの、学校の敷しき地ち内は禁きん煙えんですよ」

　白丁花が注意すると、熊本は目を丸くする。

「は？　じゃあ、探たん偵ていの持ってる、お洒落なパイプは何だよ」

「アクセサリーです。吹ふかすわけがないでしょう」

　まぎらわしい、と熊本は舌打ちしてタバコをしまう。

「とにかくだ。ちょっと荒あらいことをしても、飼育部は吐かないだろうな。特進科の連中と一いつ緒しよだ。だから、刑事さんは悪いことはしない」

　諦あきらめたような口調で言い、熊本はため息を吐く。元から聞き出せると思っていなかったのだろう。

　かくいう俺も、この会話は全すべてスマホのボイスレコーダー機能で録音していた。彼らが暴挙に出れば、すぐにでも訴うつたえられるようにするためである。

　だが、熊本はヌッと顔を突つき出すと、俺に向かって威い圧あつ的に凄すごむ。

「ただし、ガキがあんまり大人を舐なめるなよ」

　熊本はそう言って、メモを渡わたしてきた。電話番号が記されていた。

「その気になったら連れん絡らくをくれ。それと、翡翠さんを訪ねたんだが、もう逃にげられた後だった。彼女から連絡があったら教えてほしい。あと、嬢ちゃんを怒おこらないでやってくれ」

「前に借りがあったので、帳消しにしておきますよ。聞いていたと思いますが、彼女を中継して連絡します。その方が、私と白丁花クンのためです」

「そうか。じゃあ、引き続き頼む」

　熊本はメモを丸めて、俺のポケットに無む理り矢や理りねじ込んだ。話を聞いた上でこれである。強ごう引いんなおっさんだ。

　俺は少し躊躇ためらった素そ振ぶりを見せた後、熊本に謝罪する。

「……熊本さん。ほとんど何も答えられなくて、申し訳ない。でも、新谷を殺した犯人を、私は本当に許せないんです」

「──分かるよ。お前さんが素す直なおで、翡翠さんがいなけりゃ、俺もやりやすいんだがな」

　熊本は苦く笑しようする。まったくその通りだ、図ずう々ずうしいにも程がある。

「質問があるのですが。あなたは、この学校の『悪党』は誰だと思いますか？」

　熊本は俺を無言で見つめる。真意を測りかねているようだった。俺は、真っ直ぐに熊本と目を合わせて答えを待つ。

　少しして、熊本はハッキリと答えた。

「翡翠さんと、十文字くん。主にこの二人を主しゆ軸じくにした『飼育部』だ」




　９月10日（木曜日）




　師匠に電話をかけてみたが、やはり繫つながらなかった。相変わらず、報告だけをＬＩＮＫで送って済ませている。そもそも、連絡が繫がればＬＩＮＫで報告したりしない。その辺りを、師匠は分かっているのだろうか。

　授業をボイコットしたことについては、佐久間から注意を受けた。

「あのなぁ……。今が大事な時期なのは分かってるよな」

「新谷の事件を調査する正念場ですね。時間をかけすぎても、犯人に有利にしかなりませんから」

「そういうこと言ってるんじゃない。模試が近いんだぞ、そういうのは警察に任せて勉強しろって」

　佐久間が呆あきれたように、俺に文句を言う。

「……後こう輩はいが殺されたんですよ。黙だまっていられるわけがないでしょう」

「気持ちは分からなくもないけど、お前の成績が下がったら、指導不足で怒られるのは俺なんだよ。ただでさえ、事件で学校全体がピリピリしてるんだ。お前を放置してたら、それだけで色々言われるんだよ」

　知るか、と思いながら俺は鼻を鳴らす。

「言わせておけばいいではないですか」

「お前と違ちがって、俺には立場があんの。ったく……。良いい機会だから、今日はちゃんと指導するぞ。そもそも、授業中に帽ぼう子しを被かぶるのは──」

　そこから先は記き憶おくに無い。聞き流していた。

　俺は職員室の真ん中で、他ほかの職員たちにクスクスと笑われ、晒さらし者ものにされながら佐久間の指導を聞きつつ思う。

　こいつは、生徒に何を教えているのだろう。

　新谷が死んだんだ。俺たちの仲間が酷ひどい目に遭あったんだ。この男は何をした。

　ただ、教頭の言う通りに生徒を管理して、問題が起こらないようにと、ただそれだけを努力している。この男の生き方から学ぶ事象を、俺はまったく見み出いだせなかった。

　こうして何ごともなく、世界が回っている。新谷が死んだというのに。

　彼女の役割は、その程度だったというのか。だとしたら、俺がしている行動は何だ。

　認めたくなかった。

　仲間がいなくなったというのに、問題なく回っている社会というものが、酷く理り不ふ尽じんで、救いようのないものに感じた。働はたらき蜂ばちが一いつ匹ぴき死んだところで、巣は壊こわれないのか。そう思うと、怒いかりに心が震ふるえた。

　俺たち以外に、誰だれも新谷の死を悲しまない。

　彼らの語る「個性の尊重」というものが、取って代わられる程度のモノなら、それを失った人間は何に縋すがって生きていけばいいのか、こいつらは分かっていないんだ！

「──あー、そういう態度とるのな。今までは大目に見てやったけど、流石の俺も今回は庇かばえないわ。通知表を見て、ちょっとは反省しろよ」

　そう言った佐久間の表情は硬かたかった。子供じみた態度に、怒りを通り越こして呆れた。

　俺は簡単な謝罪を済ませると、職員室を出る。

　自分に残った、出来ることは何だろう。これ以上、学校を調べたところで何も出ない気がする。隠かくされた特進生の『名無し』がいたところで、何だというのだ。この上なく怪あやしくても、夜月以外に誰も知らないのでは話にならない。

　かくなる上は、教頭だ。あの人に聞く以外に、情報はどこを叩たたいても出てこない。

　玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで、職員室に戻ろうと振ふり返った時、俺の視界が純白に覆おおわれる。

　白い布の塊かたまりが見えた気がした。

　意識がプツンと途と切ぎれる。







　気がつくと、俺はベッドで横になっていた。

　半身を起こして周囲を見み渡わたすと、どうやら保健室にいるらしい。頭痛がし、腹が鳴っているのに食しよく欲よくが湧わかない。

　気持ち悪くて吐はきそうになるが、吐くのが苦手な俺は、胃の不快感を抑おさえて背中を丸める。頭がズキズキと痛んだ。

　保健室に誰かが入ってきて、鍵かぎを閉めた。その人物は、俺の下もとに向かってくる。

　カーテンを開けて入ってきたのは、佐藤だった。

「私は、倒たおれたのかね？」

　佐藤は首しゆ肯こうして、スマホを取り出す。俺のスマホに、ＬＩＮＫのメッセージが届いた。
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　俺は頭を抱かかえる。窓からは、西日が差していた。

「──もうすぐ放課後か。一日無む駄だにしたな……」

　なんということだろう。ただでさえ手がかりが摑つかめていないのに、倒れるとは論外だ。すぐにでも捜そう査さを再開したい衝しよう動どうに駆かられるが、身体からだが言うことを聞かない。

「多分だけど、てるてる坊ぼう主ずに襲おそわれた」

　俺は頭部を摩さすりながら説明する。

　ここには佐藤しかいない。

　それなら、少しだけ仮面を外しても平気だ。

「無害かと思ってたけど、こうもアッサリやられると清すが々すがしいよ。あいつヤバいぞ、佐藤は大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

　俺の質問に、佐藤は首を縦に振る。

「そっか……。悪い、あいつについて調べるのは中断してくれ。俺は平気だけど、お前があんなのに襲われたらひとたまりもないだろうし。一人じゃ危険だ」

　そう言うと、佐藤は冷蔵庫から冷やした枕まくらを取り出して、俺に渡した。

「自分の心配をしろって？　まぁ、今回は反省してるよ。てるてる坊主の目もく撃げき情報は、俺の時にはなかったのか？」
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「これで学校側も、本格的にてるてる坊主対策に動くだろうな。佐藤は、あいつが新谷を殺したと思うか？」

　俺が尋たずねると、少しだけ考えて、佐藤は頷うなずく。

「じゃあ、そうだな。てるてる坊主が、新谷を殺したとしよう。俺を襲ったのは口くち封ふうじか、それとも俺も標的だったのか。──どっちも違うだろ。中ちゆう途と半はん端ぱすぎる」

　この意見を念頭に置き、考えを改める。

「……てるてる坊主に、得がない。あっても、俺の足止めくらいなもんだ。傷害事件になった今では、殺人と関係がなくても、てるてる坊主は警察に追われる身になる。あいつの有利だった『追うだけの目立った口実がない』ことが消えた。あいつは──」

　俺が意見を捲まくし立てていると、その口に佐藤が人差し指を添そえる。

　下手へたに口を動かすと、そのまま細く整った形の指を、咥くわえてしまいかねない。
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　俺がメッセージを送っても、佐藤は動かない。俺は黙って、佐藤と見つめ合う。

　外から、運動部のかけ声が聞こえる。様々な部活が、活動を再開したらしい。

　学校内は静かだった。教室に長居するような奴やつは、早く帰宅しているのだろう。それほどに、この学校に安全な場所はなくなっていた。

　段々と状じよう況きようを理解し始める。

　保健室に、佐藤と二人きり。佐藤は身を乗り出して、俺の唇くちびるに指を添えたまま、無言で離はなそうとしない。

　気き恥はずかしさがこみ上げてくる。意識してしまうと、どうにもならない。俺は指一つで、まったく佐藤に逆らえなくなっていた。

　俺が完全に抵てい抗こうするのをやめて、ベッドに深く横になると、佐藤はようやく指を離してくれた。

「……ごめん。熱くなりすぎてた」

　俺が謝ると、佐藤は頷く。よく考えてみれば、ここまで何の休きゆう憩けいもなしに、全すべての時間を捜査に費ついやしていた。それはそれで、きっと正しいのだろう。

　だが、いくら気を失っていたとはいえ、朝から夕方まで寝続けたというのは、疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしていたのかもしれない。俺はそれに気付けなかった。

　佐藤は無言で写真を撮とり、俺にスマホの画面を見せてくる。目の下にクマを作り、眉み間けんに皺しわを寄せて目つきが厳しくなっている、やつれた俺の顔がそこに映っていた。

「あー、うん。やっと分かった。寝ろって意味ね」

　そういえば、マトモに寝たのはいつ以来だろう。記憶が曖あい昧まいだ。

「……覚えてるか、佐藤。期末の頃ころに、灰賀の部屋で飼育部の『合宿』をした時のこと」

　俺が尋ねると、佐藤は首肯する。

「師し匠しようは凄すごかったよな。『一日が24時間しかないって短いよね。24分20秒のアニメ動画が約60話しか見られないんだから』って言いながら、三リットルのコーラを片手に、アニメ上映会を灰賀の部屋でやっただろ。あの人だけは、まったく寝なかった」




　言い出しっぺは、翡翠師匠だった。

　何の前まえ触ぶれもなく、突とつ然ぜん「高校生らしく合宿をしようよ」と言い出したのだ。俺も新谷も、多分佐藤も、よく分からないままそれに付き合った。

　行き先を聞いていなかったけど、灰賀の部屋に押しかけた時は、笑ったものだった。

　灰賀が目を白黒させるのを横目に、どこから借りてきたのか分からないプロジェクターマシンを師匠が勝手に設営して、動画を流し始めた意図は、今でも謎なぞである。




「二日目はホラー映画上映会。俺と佐藤はスプラッター系が苦手で、新谷と灰賀は幽ゆう霊れい系で悲鳴を上げてたよな。それにしたって、灰賀があの顔で幽霊が苦手なのはギャグだろ。久しぶりに、素すで笑ったわ」

　問答無用で負ける人間を見るのが、俺は嫌いやだった。幽霊が相手だと、それ相応の理由があったりして、俺は幽霊の気持ちが少しだけ分かった気がした。

　自分の不幸を人に知ってもらいたい。他人が生きているのが、妬ねたましい。

「スプラッターの化け物なら、まったく恐こわくないっていう灰賀もおかしいよな。10本以上見たけど、師匠はまったく寝なかった。──俺には真似まねできないみたいだけどさ」

　師匠はきっと、今でも捜査を続けていることだろう。なのに、自分には何もできない。

「……それと夏祭りが、皆みんなで過ごした最後の思い出なのかな」

　名探偵は、謎を解かなければいけないのに。

「夢に、新谷が出てくるんだ」

　話していると、自然と涙なみだが零こぼれてくる。

「一度だけ、映画に誘さそわれたことがある。でも、家族旅行の予定と被かぶって、直前だったし断ったんだ。後で師匠に物もの凄すごい勢いで嫌いやみを言われて、あれがデートの誘いだったことに気付いた」

　佐藤は、俺の懺ざん悔げの言葉を静かに聞き続ける。

「あの時の、新谷の寂さびしそうな顔が瞼まぶたに焼き付いて離れない。浅い眠ねむりに入ると、新谷が出てきて頭がおかしくなりそうになる。今日は夢も見なかったけどよ」

　新谷から好意を向けられていたことは知っていた。それでも、気付かないふりをしていた。彼女もそれを察したのか、それ以上アピールしてくるようなことはなかった。

　だから、無責任だけど。俺なんて見捨てて、もっと幸せな道を探してほしかった。

「……あいつの代わりなんて、誰もいないんだ。どうして、誰も分かってくれないんだ」
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　佐藤の言葉は、正しかった。名探偵なんて、身の丈たけに合っていない役割を背負うには、俺の器うつわは小さすぎる。学生の役割は勉強だ。そうに決まっている。

　でも、俺は首を横に振るしかなかった。

「もう分かってるだろ。師匠と俺は『悪党』だ、もう後には退ひけない。警察が何かを摑むまでに、エーミールの謎を解かないとダメなんだよ」

　取り返しのつかないことをしてしまった。俺は、自分が正しいと信じてきた。今になって思う。エーミールの本当の狙ねらいは、自分を悔くい改あらためさせることではないかと。

[image: ]

「飼育部の友情は絶対だ。許されないし、許さない」

　そこだけは譲ゆずれなかった。たとえ何があっても、名探偵が謎を解かなければいけない。

　名探偵は謎を解く。しかし、名探偵は──
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「ありがとう、頼たよりにしてる。何があっても、お前だけは絶対に守るから」

　佐藤は頷いて、保健室のドアの鍵を開けに行く。俺は制服の上着を着て、一いつ緒しよに置いてあった鹿しか撃うち帽ぼうを深く被った。

　これで俺は探偵だ。『名探偵』の十文字、それが今の俺の役割だ。

　ただの変人にしか見えなくても、やらなければいけない使命がある。たとえ、学校に何を言われようと。たとえ、警察に追われても。──たとえ、返り討うちに遭あっても。

「この世に真実などない。あるのはただの事実と、それぞれに都合の良い解かい釈しやくだけ、か」

　俺が呟つぶやくと、佐藤は首を傾かしげる。

「悪党のセリフだよ」

　俺は立ち上がる。色々と溜めていた言葉を吐はき出したら、猛もう烈れつな空腹感が、悪お寒かんを吹ふき飛ばして襲ってきた。朝食も食べずに学校に来たので、一日何も食べていない。

「さて、佐藤助手。とにかく腹ごしらえに行くぞ。作戦会議をしよう。一応、灰賀選手も呼んでほしい」

　そう言って俺が歩き出すと、佐藤がトコトコと追ってくる。

　よく眠れたからか、心は少し晴れやかだった。







　飼育部御ご用よう達たしの蕎麦そば屋や──『隠かくれ庵あん』は、学校近くの繁はん華か街がいにある。二人用のテーブル席が二つ、カウンター席が四つと、合計で八人がやっと入れるような、小さなボロボロの店だ。

　しかし、その蕎麦の味は無類の美味うまさがある。

「大将、今日は入れますか？」

　俺が聞くと、鋭するどい目つきの中年男性が無言で頷く。奥のカウンター席に、佐藤、俺、白丁花の順に座った。

「あの、灰賀さんの席が……」

　白丁花の言葉に目をやると、灰賀のたくましい体つきでは、最後の席にとても座れそうになかった。

「約束を破ったような奴は、その辺のテーブル席に一人で座りたまえ」

「そんなぁ。昨日は大会の手続きで、ちょっと職員室に行ってただけなのに」

「うるさい！　携けい帯たい電でん話わを携帯しない奴なんて、信用できるものか」

　俺がそう言うと、灰賀は寂しそうに一人でテーブル席につく。特進生とは思えないくらいに、悲しい扱あつかいだった。

「……えっと、メニューがないんですけど」

　初めて来た白丁花は、老ろう朽きゆう化かした椅い子すをグラグラとさせながら俺に尋ねる。

「言えば何でも出してくれるよ。大将、私はかけそばと、カツ丼どんをお願いします。昼食を抜ぬいてしまったもので。佐藤は何がいいかな？」

　俺が尋たずねると、佐藤は無言で見つめ返す。

「佐藤には鴨かも南なん蛮ばんを一つ。量は少なめで」

「僕は普通のかけそばをお願いします」

　男子達が次々と注文していき、白丁花はあたふたと慌あわてる。

「……あ、あの、じゃあ私も鴨南蛮で」

　白丁花の注文に大将は無言で頷うなずいて、調理を始める。

「……何で、佐藤さんの食べたいものが分かるんですか？　何も言ってないのに」

「助手の好みくらい、把は握あくしていて当然だよ」

「ふーん。本当に、お二人って息ピッタリなんですね」

　白丁花がジーッと佐藤を睨にらむのを見て、灰賀が苦く笑しようする。

「付き合ってないのが不思議だよね」

「全部を恋れん愛あいに繫つなげるのもどうかと思いますけど、お似合いじゃないですか」

　またか、と俺は嘆たん息そくして力説する。

「二人とも、何度も言うが佐藤は助手だ。それに、佐藤は私には勿もつ体たいないほど器量があるからね。もっと良い男を見つけられるさ」

「どっちにしても、十文字くんは女の子の友達が多くて羨うらやましいなぁ」

　白丁花は無む垢くな眼まな差ざしで灰賀に尋ねる。

「特進生なのに、灰賀さんはモテないんですか？」

「……残念ながら」

「そういえば、灰賀選手の才能が開花したのは、失しつ恋れんが原因だと師匠が──」

「あの人、なんでそんなこと知ってるの!?」

　灰賀が悲鳴に近い声を上げる。事実だったのか……。

「ま、まぁ、その話は関係ないか。議題は他ほかでもない、今回の『エーミール事件』についての情報交こう換かんだ」

　俺がそう言うと、灰賀が恨うらめしそうな視線を送る。顔が怖こわい。

「それじゃ、今の話は内ない緒しよにしてよね」

「流石さすがは灰賀選手だ、安い。キミの友人で良かったよ」

「さっき、信用できないって言ったのに……」

　灰賀が口を尖とがらせると、凄んでいるようにしか見えない威い圧あつ感かんがあった。

「十文字さんが倒たおれている間に、てるてる坊ぼう主ずについて尋ねて回ったんですけど。あまり成果はありませんでしたね」

　白丁花から切りだす。

「おお、助かるよ。成果がないというのは、どういう感じかな」

「目もく撃げき情報だけはあるんですけど……。何をしていたかって聞いたら、みんな話したがらないんですよ。ただぶら下がっていたとか、そんな言い方ばかりで」

「なるほどね。佐藤助手も、てるてる坊主については、やはり何も摑つかめないのかい」

　俺の質問に、佐藤は首を縦に振ふる。蕎麦屋に来る前に聞いたが、佐藤の方の収しゆう穫かくもゼロに等しかった。発見された時間や場所に規則性はなく、とにかく『いる』ことしか分かっていない。

　だが、その奴やつがついに動いた。

「周知のことらしいが、私を襲おそったのはてるてる坊主だ。ここで問題なのは、奴の目的だよ。てるてる坊主が殺人犯だというのは、色々な意味でありえない」

「目立つリスクに引き替かえて得るものが少なすぎるし、十文字さんを襲ったのも中ちゆう途と半はん端ぱですよね。白昼堂々というのも、かなり無む茶ちや苦茶です」

　白丁花の意見に、俺も頷く。まさに俺の思っていたことと同じだ。

「十文字くんが無事だって聞いて安心したけど、最近は普ふ通つう科かも物ぶつ騒そうだね」

「これは赤坂クンの証言だが。てるてる坊主のあの動きは、彼女レベルの身体能力でないと難しいらしい。灰賀選手は、誰だれか心当たりはあるかな」

「……赤坂さんも無茶するなぁ。そうだね……」

　灰賀は思案して、指を折る。

「他の学校にはいても、ウチの学校だと知らないや。サッカー部とバレーボール部の成績はいいから、もしかしたらいるかも。部活に入ってない人は、サッパリ分からないし」

「能ある鷹たかは爪つめを隠すのかな」

「だったら、特進科に入る方が良いと思うけど」

　ごもっともだ。それほどの能力の持ち主が、何のためにウチの学校に入ったのだろう。

　そんな話をしていると、頼たのんでいた蕎麦が全員分出てきた。俺の分は、頼んでもいないのに、山菜と好物のなめこが入っていた。大将の計らいだろう。

　白丁花は目をキラキラと輝かがやかせて、咄とつ嗟さにスマホを取り出す。

「白丁花、言い忘れていた。ここで料理の撮さつ影えいはＮＧだ。ネットにも載のせてはいけない」

「へ？　は、はい、了りよう解かいです……」

　俺が機先を制すると、白丁花は残念そうにスマホをしまった。

　一同、手を揃そろえていただきますと言い、熱々の蕎麦を口に運ぶ。

「あっ。本当に美味おいしい……」

　白丁花の口から自然と漏もれ出た感想に、大将の頰ほほが少し緩ゆるむ。無口で無愛想だが、この歳としでえくぼが出るので、嬉うれしいと思い切り表情に出るのだ。

　全員が一いつ切さい喋しやべらずに夢中で蕎麦を食べ、一息つく。俺だけ、追加で頼んでいたカツ丼にも手を伸のばした。

「それで、十文字さんはどうだったんですか？　特進科について、聞かせてくれる約束でしたよね」

　白丁花が、身を乗り出して俺に尋ねる。

「まぁ、落ち着きたまえ。私も考え中だが、まったく新情報がないわけでもない」

　その後、俺は特とく進しん棟とうの捜そう査さで得られた情報の全すべてを話した。

　主に青山の話。あのデブは恐おそらく第三者。しかし、黒田のことといい、何かを知っている悪党の片へん鱗りんは少し見られる。

　そして夜月と会った話。彼女がなぜか味方しているような節があることと、新谷のことを何も知らないという話は、全員に首を傾げさせた。

　何より、極きわめつけは──

「……七人目の特進生って、どういうことなんだろう」

　灰賀は頭を抱かかえて唸うなる。話のネタの衝しよう撃げき度では、これを上回るものはそうそう無い。

「で、でも、夜月さんが噓うそをついている可能性も──」

「いや、私はそれを直接聞いたわけじゃない。『名無し』は多分、実在する。あいつの言葉を借りるなら、事実を積み重ねれば当然の帰結だよ」

　白丁花の口にしかけた言葉を、俺は制する。佐藤も頷いた。

「特進棟は、各階に四部屋の用意がある。だから、二人しかいない一階と二階は、中央の階段から廊ろう下かを跨またいで左右に均等に部屋割りがされていたんだ。それなのに、なぜか三階は黒田と夜月の部屋が隣同士になっている」

「ぎゅうぎゅう詰づめにする必要がない──反対側に、誰かの部屋があるんですか？」

　白丁花もそこに辿たどり着いたようだ。俺はカツ丼の残りをかき込むように食べる。

「恐らくは。そして、あの夜月がそれを認めた」

　そう言うと、その場の全員の視線が灰賀に集中する。

「ぼ、僕も初耳だよ！　赤坂さんと黄紗良さんも、多分知らないって！」
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　佐藤のＬＩＮＫでの質問に、灰賀は背中を丸める。

「……青山くんはともかく、黒田さんが知らないってことはないと思う。言われてみれば、あの部屋割りっておかしいね。黒田さんも文句を言ってたよ」

「ちなみに、昨日は黒田と会えたのかい？」

「一応連れん絡らくしたけど、時間が惜おしいって断られちゃった。まだ、学校の近くの総合病院にいるんじゃないかな」

　そこなら俺も知っている。佐藤が頻ひん繁ぱんに通っている大きな病院だ。翡翠師し匠しようの調査通りなら、新谷の母親もそこで働いている。

　事情をよく知らない白丁花は、首を傾かしげた。

「黒田さんって『薬くす師し』なんですよね。どうして病院に？」

「詳くわしくは僕も知らないけど……。あの人は基本的に、特進棟を仮住まいに使ってるだけで、研究は病院の設備でやってるらしいよ」

　それもそうだろう。医い療りよう系の専門機材を入れるには、あそこは多少狭せますぎる。本格的な活動は、外部で行っていたと言われてまったく違い和わ感かんが無い。

　俺がカツ丼を食べ終えると、白丁花が困こん惑わくした様子で唸る。

「だったらもう、その七人目の人が一番怪あやしいですよね。でも、いるのにいないって、どういうことでしょう。灰賀さんも、知らなかったみたいですし」

　それはずっと、気になっていた。夜月の言葉から察するに、七人目は何らかの理由で除じよ籍せきされたのかもしれない。その復ふく讐しゆうが、この一連の事件の根幹にあるのだろうか。

　一つの可能性は、とっくの昔に浮うかんでいた。

　俺だって、本気でそう思っているわけではない。ただ、これ以上にピントの合う解答がまったくないのも事実だ。

「──夜月は、教頭が存在を抹まつ消しようしたと言った。それが事件と関係があるともね。その言い分を全て信じるなら、夜月と同じ三年生の『名無し』に、嫌いやな心当たりが一つある」

　認めたくはない。だけど、その力と影えい響きよう力りよくを知っているからこそ、信しん頼らいにも似た確信が俺の中にあったのは、誤ご魔ま化かしようのない事実だ。

「……奇き遇ぐうだね。僕もすごく怪しい人に心当たりがある」

　俺と灰賀の険しい表情を見て、白丁花が息を吞のむ。

「まさか……」

　佐藤は頷かないが、否定もしない。

　だからこそ、俺はついにそれを口にする。

「翡翠師匠は、本当に普通科の生徒なんだろうか」
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　？月？日（？曜日）




　翡ひ翠すい師匠と出会ったのは、夏休みの蒸むし暑い日の夕方だった。

　全てを失った俺は、途と方ほうに暮れながら家に向かって歩いていた。その時に、ふと気になって、学校に寄ったのだ。

　色々な部活が、秋に向けてトレーニングをしていた。校庭からはかけ声が聞こえて、吹すい奏そう楽がく部ぶの下手へたクソな金管楽器の音が聞こえる。

　俺がいなくても、全ては何ごともなかったかのように回っていた。それが悔くやしくて、俺は目を背そむけて学校から立ち去ろうとした。

「やぁ。今日はずっと蒸し暑いね」

　そんな俺に、声をかけてきた女子生徒がいた。彼女は長いくしゃくしゃな髪かみの毛けを弄いじりながら、イタズラな笑えみを浮かべている美人だ。制服についたピンの色からして、先せん輩ぱいだろう。高校生離ばなれした美び貌ぼうと、言いようのない存在感に、思わず目を惹ひかれる。

「……そうですね」

「見ていてよく思うんだ。こんなに暑いのに、なんで頑がん張ばるのかなぁ」

「いつか報むくわれるからじゃないですか？」

　俺がそう言うと、名前も知らない先輩はクツクツと笑う。

「自己満足の域ならね。でも、努力は担保にならないよ。世の中は結果が全てだし」

「どういうことでしょう」

「凡ぼん人じんはどこまで頑張っても、凡人だってことかな」

　その言いぐさが気に入らなかった。いくら特進科があるとはいえ、普通科の生徒には、普通科なりの努力と意地がある。

「特進生の方、でしたか？」

「違ちがうよ。ただ、あいつらのことはよく知ってる。あ、そうそう。あたしの名前は翡翠。キミは確か、Ｊじえいくんだよね」

「……十じゆう文もん字じです」

「合ってるじゃん。あたしは、名前と顔を覚えるのが苦手でさ。努力しようかなって思う時には、あだ名を付けるんだよ」

　俺は翡翠さんのことを、当時はまったく知らなかった。有名人であることを知ったのは、二学期が始まってからだったと思う。

「その、翡翠さんは、みんなの努力が無む駄だだと言いたいんですか」

「強しいて言うなら、礼れい儀ぎを覚えるのは大切だと思う。そこに汗あせを流ながす必要はないよねってだけの話。ほら、見てよ。何もしてないあたしでも、汗くらいかくじゃない」

　それは暑いからでしょう、と反論しかけてやめた。

　暑いのは、誰だれでも一いつ緒しよだからだ。

「例えば、サッカー部の連中。あの中で、世界に羽ばたくのは何人くらいだと思う？」

「ゼロです」

「あたしは、キミならテレビで見るようになっても、不思議じゃないなと思ってたんだ」

　意外だった。普ふ通つう科かの普通のサッカー部だ。特定のファンがいるような人気の部活というほどでも、有名校でもない。そんな中で、わざわざ俺を評価するような人がいたという事実が、信じられなかった。

「……それはどうも」

「気になって見に来たんだけどさ。キミのいないサッカー部なんて、退たい屈くつだね。凡人達の仲良しクラブだ。尖とがりも光もまるでない。途と中ちゆうから、アリの数を数える方が楽しくなってやめたよ。働きアリの行進は、もっと綺き麗れいだ」

「社会に出たら、きっと経験が役に立ちます」

「それは礼儀の方。サッカーはただの思い出話でしょ。大人になってから、サッカー部にいましたって噓をついても、誰だれも気にしないよ。あたしでも、日本代表の悪口をテレビの前で言える。サッカーなんて、ほとんどやったことないけどね」

　滅め茶ちや苦く茶ちやな人だなと、この辺りで好感を持ち始めていた。最初は気に入らなかった物言いだけど、歯に衣きぬを着せないだけで、翡翠さんの言うことは事実ばかりだった。

「だから何でしょう。俺の努力は無駄だったって、駄だ目め押しにしか聞こえませんよ」

「逆だよ。自分のことを特別だと勘かん違ちがいしている連中が、ちょっと多すぎる。そういう奴やつは、自分と違う奴のことが恐こわくて仕方ない。自分が凡人だと気付くのが恐いんだ」

　それは、痛いほど身に染しみて分かったことだった。本当に痛かった。今でも治っていないくらい、ずっと痛い。

「……俺も凡人ですからね。気持ちは分かります」

「その謙けん遜そんは嫌いやみだね。特進生の一年に、灰はい賀がくんっていう子がいるのを知ってる？」

「あのヤクザみたいな顔の？」

「ああ見えて、趣しゆ味みは深夜アニメと朝の特とく撮さつ。猫ねこ好きで、猫のぬいぐるみを集めてる」

「ジョーク!!」

　それは絶対に噓うそだ！

「彼はキミのことを凄すごく評価していた。そして、今回の件を誰よりも悲しんでいたんだ。今度、紹しよう介かいするよ。きっと良いい友達になれるから」

　翡翠さんは、面おも白しろそうに笑っていた。どこまでが本気なのか分からない。というより、特進生と友人だなんて、本当にこの人は何なんだろう。

「……あなたは、一体何者なんですか？」

　俺が尋たずねると、翡翠さんは目を細める。

「あたしはキミの味方ではないよ。いつも誰かの敵の敵だ」

　そういえば、最初から翡翠さんは、誰の立場にも立たず、誰に肩かた入いれすることも一いつ貫かんしてなかった。

　後日談になるけど、彼女の興味は別にあって、俺とはたまたま意気投合しただけだということも知った。

「キミは、理り不ふ尽じんに我が慢まんするのか。それとも、何かしらの形で逆らうのか。どうせなら、今までは出来なかった、楽しいことをしようよ」

　そう言って、翡翠さんは悪あく魔まのような笑みを浮かべて、俺に手をさしのべる。

「Ｊくん。生きているのが退屈なら、飼育部に入らない？」

　その手を取った時に、俺は自分の知らなかった世界を知った。

　これがきっと、俺のスタート地点なのだと思う。

　もしも、ここからやり直すべきなのだとしたら。夜よ月づきという女は、どこまで俺のことを知っているのだろう。




　９月11日（金曜日）




　今日が金曜日だということが、信じられなかった。

　新しん谷たにが死んだのは日曜日だから、この一週間は全すべて捜そう査さに充あてたはずである。それぐらいに濃のう密みつな非日常を過ごしたというのに、ほとんど何も分からない自分が情けない。

　俺はしっかりと休息をとって、三日ぶりにちゃんと授業に出席した。休んでいた分は、佐さ藤とうと白はく丁ちよう花げのノートを借りて取り戻もどす。一応は進学校だから、二日も勉強が遅おくれると現実的にかなり痛い。

　暗記科目は後だ、とにかく基き礎そ的に遅れた部分を何とかしよう。

　そう思いながら、佐さ久く間まの授業を受けていると、突とつ然ぜんスマホに通知が届く。佐藤かと思って画面を見ると、ＬＩＮＫに新しいフレンド申しん請せいが来ていた。

　青あお山やま。

　肉の画像以外、それしか載のっていない簡素なアカウントだった。

　まさかとは思いつつ、俺はその申請を許可する。するといきなり、ＬＩＮＫから通話着信が入ってしまった。

「おーい、十文字。授業中」

　佐久間の注意を受けるが、慌あわててしまって通話ボタンを押してしまった。

「……特進生の青山からです」

　俺がそう言うと、クラスがざわつく。佐久間は呆ほうけた表情をした後、疑うような視線を送りながら顎あごで廊ろう下かを指した。

「……せめて、教室の外でやってくれ」

　急いで教室から出て、通話に応じた。

「もしもし？」

「む、なんだ、繫つながっていたではないか。貴公、どこまで話を聞いていた？」

　間ま違ちがいない。本当に、あのデブの青山だ。

「すまない、授業中だったのでね。まったく聞こえなかったよ」

「──そういえば、そうだったか。悪いが、貴公の休み時間に合わせるほど、我が輩はいも暇ひまではない。用件だけ済ませよう」

　流石さすがは特進生、時間の感覚が俺たちとは違う。

「急に何だね？　先日の非礼の件なら詫わびるが──」

「気が変わった」

「……は？」

「気が変わったと言ったのだ。我が輩も今回の会食に列席しよう。不ふ可か侵しん条約は破は棄きだ。なに、デブは腰こしが重いからな。遅れたとして、エーミールも文句は言うまい」

　青山はそう言って、笑う。それが妙みように不気味だった。

「つまり、協力してくれるということかな。それならありがたいが」

「情報交こう換かんといこうではないか。なに、少しでいい。すぐに済む。我が輩から先に質問するから、素す直なおに答えろ。その後で、貴公の望む情報をやろう。どうだ？」

「……いいだろう。私に損はまったくない」

　相変わらず、せっかちなデブだ。しかし、青山の協力が得られるなら心強い。どうしてそんな心境になったのかは、措おいておくとしてもだ。

「最初の質問だ。夜月はどこにいる」

　またそれか、と俺は嘆たん息そくする。

「だから、前にも言ったが、夜月と私は無関係だ。もし会えるなら、私も聞きたいことが山ほどある」

「次の質問だ。夜月から聞いた話を全て聞かせろ。全てだ、一言一句間違えるな」

　──質問が速すぎる。最初のやつはブラフか？

　そう思いながら、俺は素直に夜月の言葉を覚えている限り話した。抜ぬけている部分は、ほとんどないと思う。

「ヘルマン・ヘッセの話はそれだけか？　ハンムラビ法典の話はまったくないのか」

　七人目の特進生に食いつくと思っていたのに、困こん惑わくする。なんでそっち？

「あ、ああ。聞いていたら覚えていると思うよ。そこは重要なのかね？」

「貴公に話していないということは、そこが一番の核かく心しんなのだろう。では最後の質問だ。復讐はいけないことか？」

　胸むな騒さわぎがした。

　どうして、俺にそれを聞くんだ。なぜ、よりにもよってその質問なんだ。

「──前に進むためには必要だ」

　ただそう答えると、青山は満足そうに唸うなる。

「ううむ、大体分かった。情報交換だったな。まず、新谷という生徒の話だ」

　特進生から、特に何の関係もない青山から、その話が出るのは一番意外だった。

「何か知っているのかね？」

「黒くろ田だと同郷だったので、軽くな。この程度は警察も把は握あくしているはずだが、妙なことになっている。彼女は黒田と学年が一緒のはずだぞ」

　耳を疑う。

「……そんな馬ば鹿かな。新谷は一年生だ、歳としが二つは違ちがう」

「それを証明するものはあるか？」

　──ない。俺は絶句した。新谷が歳上？　なんだ、何がどうなってる？

「次に、白丁花という生徒が、警察と通じて貴公を調べているらしいな」

　それも把握しているのか。さっきから、警察の情報が筒つつ抜ぬけなのは気味が悪い。

「夜月に聞いたのかね？」

「あれは逆だ。警察が白丁花を調べるために、わざと泳がせている。考えてもみろ、遺体の第一発見者を調べないわけがないだろうが」

　そりゃそうだ。当然だが、生憎あいにくとその情報は俺に入らない。

「有力な容疑者ではあるけど、何か摑つかめたのかい」

「父親の仕事の都合上、随ずい分ぶんな転勤族だ。北は北海道、南は九州まで飛び回ったらしい。だから、彼女の友人が多すぎる」

「羨うらやましい話だね」

「その多くが『非の打ち所の無い優等生』だと証言している。それ以外に、まったく情報がない」

　……なんだ、それは。転校が多かったというのにそれは、逆に不気味だろう。まるで、そう、蝶ちようを潰つぶされたエーミールのようだ。

「最後に、これは情報というより感想だが。やはり人間は美味うまいな」

「何だって？」

　俺の質問には答えず、青山は一方的に通話を切る。──脳の処理が追いつかない。彼の言い分を全て信じるなら、様々なものが気持ち悪いくらいにおかしい。

　俺は半ば呆ぼう然ぜんとして、教室に戻る。佐久間は何も言わない。

　後ろの方に座っている佐藤はというと、授業中にもかかわらず、携けい帯たいバッテリーで充じゆう電でんもしながら、堂々とスマホを弄り続けていた。白丁花が、居い心地ごこち悪そうに俺を見る。

　──このエーミールのような優等生は、何者なんだ？

　俺は佐藤にこっそり尋ねる。

「そんなに慌てて、何かあったのかい？　授業中だよ」

　すると、佐藤からＬＩＮＫのメッセージが送られてくる。そして、彼女は眼鏡をゴンと打ち付けて頭から机に突つっ伏ぷし、小さく寝ね息いきをたて始めた。

　あまりに珍めずらしく、堂々としていて、それも相手が佐藤だということもあり。

　佐久間を含ふくめて、クラス中が呆あつ気けにとられて見たあと、何ごともなかったかのように授業を再開する。白丁花は、佐藤の眼鏡を外してあげていた。

　俺は、佐藤からのメッセージを改めて確かく認にんする。そこには──
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　どういう意味だろうと、俺が首を捻ひねっていた時である。




「黒田あああぁぁぁ!!　出てこい、ぶっ殺してやる!!」




　学校中に響ひびき渡わたる怒ど声せいが聞こえ、教室の空気が再び凍こおる。先ほどの佐藤の昼ひる寝ねのような驚おどろきからではない、恐おそれだ。

　その声に聞き覚えのあった俺は、急いで席を立ち、教室を出る。

　廊下には、数枚のビラが撒まかれていた。ついさっきまで無かったものだ。俺はそれを手に取る。後から来た白丁花も、それを覗のぞき込んだ。





『号外真聞：赤あか坂さか選手、ドーピング疑ぎ惑わく？』

「我が校の特進科三年、Ｋ氏の発明したスポーツ業務用サプリメント『デミアンＺ』に、第一類医薬品に相当する過か剰じようなプロテインが含まれていることが、厚こう生せい労ろう働どう省しようの調査で判明した。さらに、思考能力と判断力の麻ま痺ひ、依い存そん性が強いという副作用を隠いん蔽ぺいしていた疑いもあり、同商品を『危険ドラッグ』と認定。開発者のＫ氏を、向精神薬取とり締しまり法ほう違い反はんの容疑で、警察が追っているとのことである。この商品は特進科一年、赤坂選手も服用しており、今季の世界選手権への出場は白紙に戻されると思われる。　ＥＶＩＬ」






　俺は戦せん慄りつする。すると、怒声に気付いた教師や生徒たちが、何ごとかと廊下に出てきて、同じようにビラに気付いて読み始めた。

「これは……。夜月さんの仕し業わざ、ですか？」

　白丁花が尋たずねるのを無視して、無む駄だだと思いつつ、俺は階段に向かう。轟ごう音おんが三階から聞こえた。可能な限り急いで、階段を駆かけ上がる。

　そこにいたのは、悪あつ鬼きだった。

　教室の横開きのドアをねじ切って開くと、それを教室に放ほうり投げる。窓の割れる音が響き、赤坂は普ふ通つう科かの教室へと入っていった。

「やめろ、赤坂！」

　俺は叫さけびながら、その教室に急ぐ。

「普通科に交ざって隠かくれてるのは知ってんだよ、どこにいやがる！　黒田ああぁぁ!!」

　悲鳴と共に、大勢の三年生たちが一いつ斉せいに俺の下もとへと逃にげてくる。本能で危険を察知した俺は、階段から離はなれてなるべく廊下の隅すみに伏ふせた。

　強風が吹ふき、生徒達の群れがなぎ倒たおされた。

　俺の横を、大きな教きよう卓たくが飛んでいく。ひしゃげた教卓は廊下でバウンドし、もはや原形を留とどめていない。赤坂の投とう擲てきしたそれに巻き込まれて、大勢の生徒が血を流して倒れている。中には、腕うでが変形して泣なき叫んでいる者もいた。

　そこへやっと、警察たちが到とう着ちやくする。

「抵てい抗こうはやめなさい！」

　テイザーガンを彼らは構えるが、遅おそすぎた。姿勢を低くした赤坂は、四足獣じゆうのように生徒達の倒れる廊ろう下かを駆けていき、勢いよく警察隊に飛びかかる。

　一人は右ストレートで地面に叩たたき伏せ、その体勢のまま二人目を足あし払ばらいで倒すと、彼の頭を踏ふみ潰つぶしてテイザーガンを逆に奪うばう。怯ひるんだ三人目が赤坂にテイザーガンで撃うたれた時に、ようやく四人目が発はつ砲ぽうするが、赤坂はそれを避よけて電極の紐ひもを摑み、四人目を引き摺ずり倒して寄せると、彼の頭を膝ひざで蹴けり飛ばした。

　全すべて、一いつ瞬しゆんの出来事だった。警察隊は、いともたやすく全ぜん滅めつした。

　一息ついて、赤坂は顔をあげる。

　俺と目が合った。

「あ、先せん輩ぱい」

　これほどの凶きよう行こうを行ったばかりとは思えないほど、いつも通りの声で、赤坂は尋ねる。

「黒田の野や郎ろう、見なかったッスか？　さっきから探してるんスけど、見つからねぇんで」

　血走ったその目は、俺を見ていなかった。まったく隙すきを見せずに、瞳ひとみが周囲を警けい戒かいし続けている。

「……私もずっと探している。普通科にはいないよ」

「特とく進しん棟とうにいないなら、普通科にいるに決まってますよ。きっとそうに決まってる」

「それでもいないんだ」

「そっすか。じゃ、職員室かな」

　そう言って、ゆったりとした足取りで赤坂は歩き始める。俺は勇気を振ふり絞しぼり、震ふるえる手で赤坂の腕を摑んだ。

「頼たのむから、これ以上はやめてくれ。……お前は、俺と違うはずだろ」

　すると、赤坂は脱だつ力りよくしてその場にへたり込む。

　そのまま天てん井じようを仰あおいで、呟つぶやいた。

「……これでアタシも悪党だ。は、はは、はははっ」

　熊くま本もとと本ほん田だが来て、手て錠じようを両手両足に五つはめられて、猿さる轡ぐつわを嚙かまされるまで、赤坂は壊こわれたようにカラカラと笑い続けていた。




　９月12日（土曜日）




　学校は休校となった。多くの生徒や教師たちが救急車などで運ばれていった。その数は、容易に把握できないほどだ。幸いにも、死者はいないらしい。

　死んでいないだけ、ともとれるが。

　熊本に「あの怪かい獣じゆうが、お前としか話したくないって言うんだ」と頼まれて、夕方に警察署の赤坂の下へ行ったが、特にめぼしい情報を得ることは出来なかった。

　彼女はあくまでスポーツ用サプリメントとして、所属するジムから『デミアンＺ』を支給されていたらしい。それは高校に入る前からで、その結果、身体能力は異常なまでに上じよう昇しようを続け、彼女を世界チャンプまで上り詰つめさせた。

　依存性と思考力の低下を、彼女は認めた。『デミアンＺ』を飲み忘れた日は、禁断症しよう状じようでかなり苦しんだらしい。以来、彼女は欠かさずそれを飲み続けた。

　教頭が警察に掛かけ合ったらしく、突とつ然ぜん服用を中断すれば、禁断症状で最悪死に至る可能性もあるとして、逮たい捕ほされた後も減薬しながらの服用を許可されたそうだ。

　現在、赤坂は留置所にいる。未成年の犯行とはいえ、度が過ぎる暴力を大勢の人間に振るった事実は変わらない。

　だが、彼女は反省する様子も無く、黒田を殺してやると呟き続けていた。







　土曜日に学校に来るのは、いつぶりだろう。もう思い出せない。

　一応、校門は開放されていたが、高校の秋の週末と思えないほどに、周囲は重苦しい静せい寂じやくに包まれていた。時折、何かの自主練に勤いそしむ生徒の姿が見える。その程度だ。

「あ、丁度良いいところに」

　こちらに向かって、灰賀が歩いてきて、俺に声をかける。

「今日は付き合ってもらって、本当に悪いね。大会が近いんだろう？」

　俺が聞くと、灰賀は虚こ空くうを睨にらむ。

「知り合いが死んでるし、怪け我が人も出て、人生が狂くるった人もいるんだよ。他人面づらをする程ほど、僕は特進生になりたくないから」

「そういえば、『人並みの倫りん理り観かんを持っているのが取り柄え』だったね」

「……今は、前よりも自信がないや。エーミールは酷ひどすぎる」

「同感だ」

　道中の会話も少なく、灰賀の先導に従い、俺は特進棟に再び足を踏み入れる。そこで、たまたま見知った顔に遭そう遇ぐうした。

「よう。昨日は世話になったな」

　熊本と本田の、刑けい事じ二人組だった。

「いえ、構いませんよ。刑事さんたちも、特進棟に入れるんですね」

「教頭の『許可』がやっと出たから、赤坂さんの部屋の物色をしてるんだよ。お前さんも付き合うか？」

「女子の部屋に勝手に上がるのは、マナー違反なので遠えん慮りよしましょう」

「気にするなよ。俺も目を疑ったけど、ありゃ男子部屋と一いつ緒しよだ」

　熊本は捜そう査さに俺たちを巻き込みたいらしい。俺が困っていることを察したのか、灰賀が一歩前に進み出た。

「熊本さん。僕は十文字くんと、大事な話がしたいんです。後にしてください」

　何度でも言うが、灰賀はヤクザ顔だ。多少でも言こと葉ば尻じりをキツくすると、地球上で最も会いたくない類たぐいの暴漢にも見える。これには、ベテラン刑事もたじろいだ。

「お、おっと、そうか。すまん。じゃあ、日を改めるわ」

　そう言って、意外にも熊本は、割とすんなり解放してくれた。赤坂の部屋へと向かう刑事たちの背中を見送って、俺たちは灰賀の部屋に行く。

　灰賀の部屋に入ると、彼は施せ錠じようした。

「助かったよ、灰賀選手。あの人は白丁花と一緒で、ネチネチしててね」

「悪い人じゃないのは分かるけど、気分の良い人じゃないよね。でも、ああいう人って、世の中に必要だと思うな」

「役割をこなせ、か」

　特進科の心得を俺が口にすると、灰賀は無表情で頷うなずく。

「この一週間で、僕もやっとその意味が分かった気がするよ。今だから言えるけど、僕は十文字くんたちと、もっとちゃんと向き合うべきだったのかも」

「キミの友人で光栄だ。ふざけて使っても、この言葉に偽いつわりがあったことはないさ」

「……ありがとう」

　映画を見よう、と昨日俺は灰賀を誘さそった。前置きなどない、唐とう突とつな誘いにもかかわらず、灰賀は即そく答とうで快かい諾だくしてくれた。

　俺は鞄かばんの中から、レンタルした映画を大量に取り出す。

「何にするかね？」

「人が死なないやつなら、何でも」

「ほぉ、意外と難しい注文だね。邦ほう画がだったら無難かな……？」

　俺たちは適当に選んだ映画を、灰賀の部屋の隅にあるあまり大きくないテレビで見る。

　最初のシーンは、主人公の親の葬そう式しきだった。

「酷いな」

「最悪だよ」

　二人で少し笑って、それを鑑かん賞しようする。

　主人公は親の死の謎なぞに関わる人に、聞き込みをしていく。ありきたりな展開だった。

　それでも、灰賀は映画を食い入るように見続けていた。

「フランスには、いつ行くんだい？」

「９月の18日だよ。シルバーウィークの前」

「そうか。それまでに、全て片が付くといいね」

「うん」

　部屋は、前に来たときよりも片付いていて、大きな旅行鞄が部屋の隅に鎮ちん座ざしていた。彼が海外の大会へ向けた準備をしているのは間ま違ちがいない。

　多た忙ぼうだろう。トレーニングも必要なはずだ。

　それなのに灰賀は、俺と一緒にダラダラと映画を見ている。

「僕は、人を恨うらんだことがないみたいなんだ」

　映画の主人公が親の敵かたきの正体を知った場面で、灰賀は語る。

「こんな顔だし、嫌いやな気分になることは多いけどね。でも、最終的に全部、自分が悪いんだって思っちゃうんだよ。指し摘てきされて、初めて気付いたけどさ」

「それはキミの強さだ」

「違ちがう。僕は考えなかっただけだ。目を逸そらして、逃げ続けた。だから足が速くなった。僕はそういうやつなんだよ」

　珍めずらしいことに、灰賀はいつもの分かりにくい苦く笑しようを浮うかべずに、頑かたくなに意見を曲げようとしない。「そうかなぁ」と言って、それ以上は反論しない、大人しい男だった。それが灰賀という人間だった。

　きっと、灰賀は予期していたのだろう。俺がこの質問をしに来ることを。




「『飼育部』のことは、誰だれから聞いたんだい？」




　俺の質問に、灰賀は俯うつむく。

　俺はブルドッグパイプを取りだす。

「せっかくだから、名めい探たん偵ていらしく推理しよう。怪あやしいと思い始めたのは、七人目の特進生の情報が得られた水曜日だ。私は出会った多くの人に、ある質問をし続けてきた」

「質問？」

「この学校の『悪党』は誰だと思うか、だよ」

　最初は、単純に広く意見を集めるために聞いただけだった。しかし、話を聞く度たびに、俺の中で別の疑念が膨ふくらんでいった。

「夜月の名前を挙げる人が多数。私や師し匠しようだと指摘する人もいた。だがね、おかしいんだよ。どこを叩いても、黒田と青山が悪党だなんて噂うわさは出てこなかった。それなのに、誰からキミは、あの二人が悪党だと聞いたのかな」

　その情報のソースは、灰賀だけだった。それだけに信しん頼らいしていたが、だからこそ不思議に思わずにはいられなかった。善良な灰賀が、悪党と付き合いが良いわけがない。

　確かに青山は常人離ばなれした感性の持ち主だったが、悪党呼ばわりされるほどの生徒だと思えない。だから灰賀の勘かん違ちがいかとも思ったが、昨日の告発文でそれも覆くつがえされる。あれによって、黒田が悪党だということが確定的になった。

　灰賀の情報は、間違っていなかったのだ。

「それは──」

「実はまだ、この質問が出来ていない人物に心当たりがある。まずは黒田だけど、それをわざわざ灰賀選手に言うほどの仲かと考えたら、どうもそんな気がしない。となれば、一方的に情報を与あたえるような奴やつの方が有力だよ」

　会う機会が少なかったのもあるが、どちらにせよ、同じ返答がかえってきただろう。

　人に聞けば何でも教えてもらえると思うなよ、探偵気取り。

「……うん、夜月さんだ。あの人に、一方的に聞かされた」

　灰賀が素す直なおに認める。そう、夜月は灰賀と交流があった。恐おそらく、それで俺たちの行動がある程度読まれていたのだ。

　だから灰賀は、夜月について、まるで言げん及きゆうしてくることがなかったのだ。彼女については、間違いなく灰賀の方が詳くわしい。

「それを私たちに伝えなかったのは、なぜかな？」

「夜月さんに口止めされたんだよ。でも、何より僕は、信じたくなかった。黒田さんと青山くんにも、夜月さんの紹しよう介かいで会ったんだ。だから、情報が正しいことを知っていたし、十文字くんたちを見て『飼育部』のことも正しいんだって、分かっちゃったんだ」

「なら、私も誠意で応こたえよう。夜月の言っていることは、それほど誇こ張ちようではないよ。多分、ほとんどが事実だ」

　俺がそう言うと、灰賀は頭を両手で抱かかえて静かに唸うなる。

　その時に、俺は初めて、少しだけ申し訳ないことをしたと思った。

「……他ほかに知っている人はいないの？」

「いない。白丁花も警察も、まだそこには至っていないよ。強しいて言うなら、教頭と私たちが『飼っているモノ』だね」

「じゃあ、教頭の『許可』もあるんだ」

「それほど大したものじゃない。普ふ通つう科かの生徒の行動なんて、奴はどうでもいいと思っている。ただ、それだけさ」

　俺は灰賀の横顔を眺ながめる。彼は泣いていた。

　感動屋ではあるが、そういうものとは違う涙なみだだと思う。思いたい。灰賀は、選ばれた特進生であるにもかかわらず、俺たち凡ぼん人じんのために泣いてくれた。

　俺はそれが、嬉うれしかった。彼は俺の友人だ。

「説教があるなら聞こう。それがせめてもの詫わびだ」

「開き直られたって、どうにもならないからやめておくよ。それに、僕は君たちを非難する資格がない。ずっと逃にげていたんだから」

「それが恐らく、人として正しい」

「そう思うなら、最初からやめてほしかった……」

　俺がハンカチを渡わたすと、灰賀はそれで涙を拭ぬぐう。

　映画で、主人公が恋こい人びとに、復ふく讐しゆうはやめろと諭さとされていた。

「復讐は、やってはいけないことかい？」

　俺の単純で難解な質問に、灰賀は少し間を置いて答える。

「……いけないことだよ」

「なぜだ？　新谷は死んだんだよ、犯人も死ぬべきだ」

「復讐は新しい憎にくしみを生み出すだけだよ。永遠にそれは連れん鎖さする。誰かが断たち切らないといけない。それに、新谷さんはそれを望んでないし、復讐なんてただの自己満足だ」

　灰賀は教科書にでも書いてありそうなことを、ダラダラと並べ連ねる。

「……そんな綺き麗れい事ごとを鵜う吞のみにするほど、灰賀選手が愚おろかだと、私は思っていない」

「いや、被ひ害がい者しやがそう思うのを防いで、先に犯人を捕つかまえて法律で公平に裁いてもらう。それが警察の仕事で、名探偵の本来の役割だよ」

「ハハハッ、そういえばそうだね」

　俺が笑うと、灰賀は思い切りビンタした。脳天が揺ゆさぶられて、目の奥が光る。

　灰賀が暴力を振ふるったのを、俺は初めて見た。

「すぐにでもやめてほしい。手て遅おくれになってからじゃ、僕は嫌だ」

「謝らんよ。答えはノーだ。新谷を殺した奴を、私は絶対に許さない」

　飼育部の友情は、絶対なのだ。

　灰賀は羅ら刹せつのような表情を浮かべて、俺を睨にらんだ。

「沢たく山さんの人に迷めい惑わくがかかっているんだよ」

「それがなんだ。だからどうした。『目には目を、歯には歯を』。新谷の死は、相応の罰ばつで償つぐなってもらう」

「『その意味を、多くの人が誤解している』！」

　灰賀は力説する。

「ハンムラビ法典の一番重要なのは、前文だよ。『正しき法、それは強者が弱者を虐しいたげぬこと。悪事と不正を無くし、子供と老人に恵めぐみを』。これが、ハンムラビ法典の事実だ」

　そうか、そんなことだったのか。スタート地点で、俺は間違っていたのだ。

　それを聞いて、俺は尋たずねる。

「それも夜月の入れ知ぢ恵えかい？」

「自分で調べたんだよ。事実はこれだけで、十文字くんたちにとって、都合の良いいことではなかった。それだけなんだ」

　灰賀も随ずい分ぶんと面めん倒どうな師匠を持ったなと、俺は苦笑する。

「この世に真実などない」

「あるのはただの事実と、それぞれに都合の良い解かい釈しやくだけだ。夜月さんは、そう言った」

「それは悪党のセリフだ」

　灰賀は首を横に振る。

「夜月さんは事実を追っているだけだよ。教えて、翡翠さんはどこにいるの？　あの人が最後の鍵かぎになるはずなんだ。たとえ、最悪な形になっても、あの人ならエーミールを止められるかもしれない」

「上手うまい交こう渉しようだが、無理な話だね。私は師匠の居場所を知らない。知っていたら、師匠を売ってしまいそうな魅み力りよく的な提案ではあるが。どちらにせよ、私は師匠を裏切らない」

　この時、俺は初めて、翡翠師匠が一いつ緒しよに行動しない理由に気付いたのかもしれない。

　俺だって人間だ。最後の最後には、師匠を裏切ることがあるかもしれない。そのリスクを抑おさえるために、師匠は常に一人であり続けた。

　──あの人は俺のような凡人ではない。天才だ。

「灰賀。願わくば友人として、正直に教えてほしい。夜月は黒なのか？」

　俺が尋ねると、灰賀は少しだけ悩なやんだ後、ハッキリと断言する。

「あの人は、殺人なんてしない。黒田さんの部屋に放火もしないし、赤坂さんの号外については『出来が悪い』って凄すごく怒おこってた。夜月さんがやりたいのは、ただ真聞を書くことだけだよ」

「……そうか。キミが言うなら、そうなんだろうね」

　ここにきて灰賀が噓うそをついていると、俺は思いたくなかった。

「もう一つ、確かく認にんをしたいことがある。なぜ、青山は悪党なんだい？　私に言わせれば、彼は気の良いデブでしかないのだが」

　その質問に、灰賀は露ろ骨こつに目を逸らして、慎しん重ちように言葉を選んで呟つぶやく。




「──青山くんの趣しゆ味みは、人を食べることなんだ」




　それを聞いて、目が点になる。まさか、あいつの食べていたものは──

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。料理に混ぜるとか、そういうサイコなことはしないよ。彼の好物は、肉でも魚でも野菜でもないってだけの話」

「それなら、何を食べればあんなデブになるのかね？」

「『不幸』という甘い蜜みつ。彼はそれを集めることに、労力を惜おしまない」

　──言いたいことはなんとなく分かるが、曖あい昧まいだった。とはいえ、こんな場面で灰賀が表現を選ぶのだ。恐らく、俺の想像を超こえる何かをライフワークにしているのだろう。

　それが黒田の悪行と同等以上に、悪あく趣しゆ味みな話であることは明らかだった。

「恨うらむなら、私を恨んでくれ。名めい探たん偵ていは嫌きらわれ者ものなのさ」

　映画の途と中ちゆうだったが、俺は立ち上がる。主人公が復讐の虚むなしさに気付き、意味ありげなことを言って恋人の前から姿を消す。そんなありきたりな展開に、飽あきた。

「……十文字くん。君は名探偵なんかじゃない」

　灰賀は、すがるような目で俺を見つめていた。

　やめてくれよ。嫌われた方が、よほど気楽なんだ。俺なんかに同情するな、お人ひと好よし。

「そんなことは、自分が誰だれよりも知っているよ」

　俺は鹿しか撃うち帽ぼうを被かぶって、灰賀の部屋を後にした。







　特とく進しん棟とうを出て、俺は一息つく。灰賀が夜月に加担していたのなら、様々な前提を見つめ直し、思考を練り直す必要がある。ついに夜月の真意に気付けた。

　スタート地点からやり直せ。

　灰賀と同様に、矛む盾じゆんしている発言をした奴がいるはずだ。それを追っていけば、噓をついている犯人──エーミールに辿たどり着ける。そんな予感めいた確信が、俺の中に作られた『名探偵』に生まれ始めていた。

　俺はＬＩＮＫを起動して、師し匠しようと佐藤に連れん絡らくを試みる。

　だが、その前に一つのメッセージが届いていたことに、今さらになって気付いた。
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　俺はスマホをポケットに放ほうり込み、走る。

　足が割れるように痛い。だからなんだ。それがどうした。そんなことはどうでもいい。

　普通科の校舎を横断し、俺はひたすらに真っ直すぐ体育館へ向かう。

　体育館の扉とびらを開けたが、誰だれもいなかった。しかし、土のついた足あし跡あとが大量にあった。普ふ段だんはこんなことはない。

　俺は近くに、大型のスコップを見つける。それを手に持ち、土足のまま体育館に上がり、用具入れに向かった。

　開けようと思ったが、何かに突つっかかって開かない。俺はスコップを用具入れの扉の隙すき間まにねじ込み、強ごう引いんに扉をこじ開けた。

　中には、数人の見知った顔があった。




　その奥に、眼鏡を割られ、ボロボロになった佐藤の姿を発見した。




　男子生徒が、俺に気付いて逃げようとした。だが、俺は彼を鋼鉄のスコップの背で殴なぐり、地面に叩たたきつける。

　現行犯だ。謎なぞはない。

　名探偵は謎を解く。しかし、名探偵は──

　快感が俺の身体からだを電でん撃げきのように駆かけ抜ぬける。ああ、そうだ。新谷が死んだ時から、ずっと我が慢まんしていたんだ。ずっとこうしたかった。お前もエーミールだろう。だったら、もう仕方ないじゃないか。お行ぎよう儀ぎ良よく、誰かに捕まったり、他人に裁かれるのは嫌いやなんだよ。ああ、そうだ、泣いてくれ。もっと、もっとだ。痛みを知れ、後こう悔かいしろ、学生だから許されると思うなよ。こうされて当たり前なんだ。許してくれって、そんなこと言われて許すわけがないだろ。悔くやめ、懺ざん悔げしろ、やられた人間の痛みと苦しみを、一生忘れられないくらいに思い知れ。これでいいんだよ。これがいいんだ。よくも、サトウを泣かせたな。許さないぞ。たとえ神が許しても、僕は絶対に許さない。僕が裁くんだ。

　俺の横に、白い布の塊かたまりが落ちてくる。顔に『へのへのもへじ』と書いてある、てるてる坊ぼう主ずのような、おかしな奴やつだった。

「お前もやるか？」

　俺は笑え顔がおでソレを誘さそう。ソレが一いつ瞬しゆん消えたかと思うと、意識が飛んだ。




　９月13日（日曜日）




　俺が気付いた時には、見知らぬ簡素なベッドで横になっていた。何か、恐おそろしい夢を見た気がする。頭が痛い。

「いてて……」

「あっ、先せん輩ぱい。コッチに帰ってきたんスね」

　聞き覚えのある声がして、俺は辺りを見み渡わたす。そこには、テレビで見たような鉄てつ格ごう子しがあり、俺は自分が捕まっていることに気がついた。

「赤坂クン、そこにいるのかい？」

　目に入るところにはいないが、近くにいるのは間ま違ちがいない。

「ええ。アタシはやった件数が多すぎるから、書類を作るのに時間がかかるって。でも、先輩もエーミールにハメられたんスね。意外ッス」

　赤坂がいるということは、ここはきっと留置所なのだろう。

「私は、どうして捕まったんだろう」

「覚えてねぇんスか？」

「ああ。赤坂クンは、私が捕まった理由を聞いてるかな？」

　少し時間をおいて、赤坂が返答する。

「いえ。でも、昨日はずっと頭が月までぶっ飛んでましたよ。もしかして、先輩も黒田になにかされたんスか？」

「いや、どうだろうね。よくは分からないけど、どうせ濡ぬれ衣ぎぬさ。佐藤助手が助けに来てくれるのを待つとしよう」

「そっすか。じゃ、一緒に黒田を殺しましょう。殺してやる、絶対に殺してやる……」

　ブツブツと赤坂は独り言を呟き続ける。気味が悪くて、俺は懐ふところに手を伸のばすが、パイプがなかった。取り上げられたのかもしれない。

　すると、誰かが来る足音が聞こえた。

　段々と近づいてくる。俺の独どく房ぼうの鍵を開けて、熊本が入ってきた。

「俺が誰か分かるか？」

　熊本が、意味不明なことを聞いてくる。

「熊本さんですよね」

「よし、今日は大丈夫そうだな。話を聞かせてくれ」

　出ろ、と熊本が顎あごで出口を指す。俺は首を傾かしげた。

「すみません。私は何かしたのですか？　今日は灰賀選手と、映画を見る約束があるのですが。長くなるようなら、せめて彼に連絡させてもらえると助かります」

　俺がそう言うと、熊本が目を細める。真しん偽ぎを確かめるような視線だった。

　さっきから、赤坂といい熊本といい、何なのだろう。悪い冗じよう談だんなら、早くやめてほしい。

　熊本がハッキリと俺に伝える。

「殺人未み遂すいだよ。状じよう況きよう証しよう拠こで拘こう束そくさせてもらった。佐藤さんは無事だから、安心しろ」

　それはまた、酷ひどい濡れ衣だ。夜月の仕し業わざだろうか、呆あきれて言葉も出ない。

　俺は深くため息をついた。







　取調室で、熊本に様々なことを聞かれた。しかし、どの言葉もよく分からなかった。

　だが──

「佐藤は、佐藤は無事なんですか!?」

「落ち着け、とりあえず病院で安静にしてるよ。あの子からも事情を聞きたいんだが、話せなくてな……」

「携けい帯たい電でん話わを返してください。連絡を取ります」

「無む茶ちや言うなよ。自分の立場を分かって言ってるのか？」

　話によれば、佐藤は多数の生徒から暴行されたらしい。それが本当なのだとしたら、こんな所にいる場合ではない。早く、彼女の下もとへ急ぎたかった。

「最後に、もう一度だけ聞いてやる。昨日は何があった」

「それは刑けい事じさんの方が詳くわしいでしょう。赤坂クンが暴れたから捕つかまって、取り調べに私を呼んだのではないですか。もういいでしょう、早く解放していただきたい」

　俺は苛いら立だちを抑おさえられず、目の前のおっさんにぶつける。だが、熊本は無表情で、俺のことを観察するだけだ。

「……いい加減に──」

「十文字くん。今日は日曜日だぞ」

　その言葉に、俺の思考は停止する。

　……どういうことだ？　今日は土曜日で、灰賀と映画を見る予定のはずだ。灰賀は恐らく、飼育部について知っている。彼の言い分によっては、最悪、エーミールであることも視野に入れなければならない。そういう重要な約束だ。

　俺はそれを、すっぽかしたのだろうか。

「状況がおかしいことには、気付いたみたいだな。ひょっとしなくても、昨日のことをまったく覚えてないだろ」

「──意味が、意味が分かりません。そんなに簡単に、記き憶おくは飛ぶのですか？」

「一時的なものなら、そこまで珍めずらしいもんでもないぞ。ただ、参ったな……。腹を割って話そう。俺は、お前さんにこんな形で送検されてほしくない。もっと泳がせて、特進科の連中を探さぐる口実を作りたかった」

「それは正直なことで」

「さっきも言ったけど、もう一度言うぞ。五人の生徒が、意識不明の重態だ。一人が目を覚まして、佐藤さんに暴行して、それを見たお前とてるてる坊主に襲おそわれたと自供した」

　俺は懸けん命めいに、記憶を辿る。

「……まったく記憶にありません」

「俺と会ったこともか？」

「私が捕まった時の話でしょうか？」

　熊本は伸びてきた無ぶ精しようひげを触さわりながら、俺に語る。

「お前さんが口をきける状態じゃなかったんで、勝手に簡易検査をさせてもらったけど。とりあえず、薬物らしい反応は出てないらしい。ただ、それよりも妙みような話が山ほどある」

　熊本は懐からタバコを取り出し、火を点つける。

「普ふ通つうに殴って、あそこまで人間を痛めつけるのは難しい。凶きよう器きは恐らく、金属製の平たい何か。極きよく端たんな例だと、フライパンみたいなやつだ。それが現場から発見されていない。まぁ、佐藤さんを殴ったような連中の言い分だ。お前さんに罪を全部擦なすり付けたいってのも分かる。ただ、持ち去った奴がいるとすれば、てるてる坊主以外にいないんだよな」

　やはり、警察もてるてる坊主のことは追っていたらしい。

「あいつについて、何か分かったのですか？」

「奴は黒田の可能性が高い」

　意外な名前を、熊本は口にする。

「黒田って……。てるてる坊主が出来るほど、運動神経が良いいとは思えませんが」

「『デミアンＺ』の開発者だし、サプリの効果を自分で試ためしてもおかしくないな。あれの試薬品の状態から飲んで身体を鍛きたえれば、体質は激変するだろう。実際、赤坂さんの能力はそうやって開発されたんだし」

　なるほど、同じ種類の体質の持ち主か。それなら、赤坂もてるてる坊主と同じことを出来たとしても、無理な話とはいえないかもしれない。

　だが、同時にまったく納なつ得とくがいかない。黒田がてるてる坊主だとして、一連の行動には何の意味があったのだろう。

　熊本が、タバコの煙けむりを吹ふかす。

「灰賀くんは、お前さんとしばらく一いつ緒しよに過ごしていたと証言してくれたよ。問題は、彼と別れた後だ。推論に過ぎないが、お前さんはそこで黒田と出会い、おかしくなった」

「赤坂クンからも聞きました。私は、一体どうしたのでしょう」

　不安だった。自分の知らないところで起こったことが分からず、俺は恐る恐る尋たずねる。

「僕はエーミールだって、暴れまくって爆ばく笑しようしてたよ。酔よっ払ぱらい親父おやじの介かい抱ほうだって、あそこまで面めん倒どうじゃない。成人しても絶対に酒とか飲むなよ」

　熊本は口調こそ軽かったものの、目がまったく笑っていなかった。

　僕はエーミールだ？　俺は頭を抱かかえる。

　そんなこと、言うはずがないのに。

「悪いけど、今日はここにいてもらう。……すまん。本当に悪かった。俺たちがいたってのに、躍やつ起きになって特とく進しん棟とうの調査をしていて、佐藤さんのことにも気付けなかったんだ。そのうち責任問題で俺も引っぱたかれるし、言い訳の余地がない」

　熊本が、申し訳なさそうに頭を下げる。事実、警察はまるで役に立っていない。そして、今回の件で俺の捜そう査さは台無しになった。

　だが、元々無理だったのかもしれない。俺にどうにか出来るような事件ではなかった。それに気付くのが遅おそすぎた。いや、知っていて目を逸そらしていた。

「……いえ。私も熊本さんに、ちゃんと相談するべきでした。新谷を殺した犯人のことは、よろしくお願いします。私たちはもう、余計なことをしません」

　俺も熊本に心から謝罪する。彼に落ち度はない。全すべて、自じ業ごう自じ得とくだ。

　少しだけ表情を柔やわらかくして、熊本が言う。

「白丁花さんが、面会しに来るって連れん絡らくしてきたよ。そこで、本当のことを全部聞かせてもらえないか？」

　自分の一存では決められないが、どうしようもない。翡翠師し匠しようからは縁えんを切られるだろうけど、それが俺に出来るせめてもの贖しよく罪ざいだ。

「お話しできる範はん囲いでよければ」

「話せないことの方が多そうだな。ったく、おっさんには最近の若者が分からねぇよ」

　熊本は、あくまで他人事のように淡たん々たんと言った。







　留置所で食べる食事は、それほど美味うまくなかった。だが、臭くさくもなかった。無む味み無む臭しゆう。

　しばらくすると、看守に呼ばれた。彼に連れられて歩くと、ガラスを一枚隔へだてた向こう側に、白丁花と熊本がいた。俗ぞくに言う、面会室だろう。

「……色々と大変だったみたいですね」

　白丁花が、俺に話しかける。

「学校はどうだね？」

「今日は休みですよ。日曜日です」

「そうか、週末だった。うっかりしていたよ」

　すると、熊本が話を切りだす。

「本来は規則違い反はんだけど、今回はちょっと例外だ。飼育部の真実について聞きたい」

　飼育部の友情は絶対だ。それなのに俺は、自分の不ふ甲が斐いなさから、それを破ろうとしている。そして、覚かく悟ごはもう出来た。

「──師匠、と呼ぶのは逆に失礼になるか。与あたえられた恩に、仇あだで報むくいるのだからね」

　俺は頷うなずき、白丁花が息を吞のむ。

「翡翠さんは、飼育という言葉を三段階に分けて認にん識しきしていた。まずは保護、次に矯きよう正せい、そして使し役えき。それを総そう括かつして、あの人は『飼育部』を作り上げたのだよ」

「……あの、言葉の意味はそれで分かりますけど。それは何の関係があるんでしょう」

　白丁花のもっともな質問に、俺は答える。




「飼育部が飼っているのは、人間だよ」




　その告白に、熊本と白丁花が絶句する。

「主に孤こ立りつしている生徒や、イジメの被ひ害がいに遭あっている生徒を、翡翠さんは次々と見つけだして保護した。そして、問題があれば矯正した。その問題が本人によるものだったら、簡単なカウンセリングと、新しいコミュニティの紹しよう介かいだけで済むからラクだったね」

「問題が外部にあったら？　例えば、クラスの全員から無視されていたとか」

　熊本の質問に、俺は静かに即そく答とうする。

「処理しました。徹てつ底てい的にです。だから、翡翠さんのことを先せん輩ぱいですら崇あがめていました。一種の宗教、というのも否定しません。それぐらい、翡翠さんは絶対の存在でした」

「……そんなに簡単に出来るなら、世の中はもっと平和ですよ」

　当たり前な意見を言う白丁花に対し、俺は首を横に振ふる。

「法律の問題だよ、と翡翠さんは言っていたね。誰だれかを攻こう撃げきするというのは、一種の法が生まれるということなんだ。そうすることで、その集団は安定を保つ。私と翡翠さんは、その法を見つけ出して、ぶち壊こわして回ったのだよ。その結果、学級崩ほう壊かいが起こったクラスもあった。全て、去年のうちに隠かくされたから、誰も認めないだろうけどね」

「意味が分かりません。それ、正気で言ってるんですか？」

　白丁花が、責め立てるように俺に詰つめよる。

「翡翠さんは、絶ぜつ妙みようなのさ。人間関係の崩壊は、些さ細さいなキッカケや伝達不足から始まる。特にＬＩＮＫを使ってるような奴やつは、簡単にＬＩＮＫに殺される仕組みになっている」

　俺がそう言うと、熊くま本もとが制止する。

「待った、おっさんにも分かるように言ってくれ。ＬＩＮＫってアレだろ、メール代わりに若いのが使ってるやつ」

「ええ。ショートメッセージのアプリです」

「それで人が死ぬのか？」

　もっともな熊本の疑問に、白丁花が青白い顔で静かに答える。

「……死にます」

「どうしてだ？」

「何も伝わらないからです」

　俺は意外に思った。彼女は、ＬＩＮＫの恐おそろしさを知っている。

「転校してくる前の学校でも、ＬＩＮＫが原因で友達がイジメに遭いました。文章を打つのって、難しいんですよ。会話に交ざれなかったらハブられるし、ちょっとした言い方の間ま違ちがいで、すぐに喧けん嘩かになるんです」

「……古い友人が、会社のメールを誤送信して更こう迭てつされたな。今の学生ってのは、四六時中あれをやってるのか」

「よく分からないけど、近いんじゃないでしょうか。ＬＩＮＫは何も繫つながってません」

「……おっさんは、生まれる時代が早くて助かったよ」

　熊本は困ったように頭を搔かく。俺が言うより、説得力があったのだろう。

「翡翠さんは、あれを使って人を『飼育』したんですか？」

「主な手法というだけさ。『敵を共有する』というのも、一つの手だね。『名めい探たん偵てい』の私か、翡翠さんを徹底的に悪役にすることで、新しい一体感と法を生ませたこともあった。エーミールはそれを知っているから、最初に翡翠さんを陥おとしいれたんだろう」

「ってことは、警察が飼育部を狙ねらい撃うちするように、奴は仕向けたのか」

　俺は頷く。そこがエーミールの仕し掛かけた、一番賢かしこく厄やつ介かいな策略だった。

　熊本が眉み間けんに皺しわを寄せて唸うなる。

「……百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、仮にそれが真実だと仮定しよう。だが、根本的な疑問がある。それを翡翠さんが出来るなら、お前さんと佐藤さんと新谷さんは、なんで『部員』なんだ？」

　確かにその通りだ。それが事実ならば、翡翠さんは群れる必要がない。なのに、なぜ部活になっていて、事情を知る部員がいるのか。

　俺は逡しゆん巡じゆんして、締しめることにした。

「ここまでが、話せる限界です。これ以上先は、今回の件と関係ないでしょう」

「なんだって？」

　抗こう議ぎするような熊本の問いに負けず、俺は言った。

「奴らのようなクズのために、誰かが犠ぎ牲せいになるなんて間違っている。それならいっそ、首輪をつけて便所の使い方から飼育し直すべきだ」

「テメェ、それが同じ人間に対して使う言葉か!!」

「教育や法律で縛しばれないなら、獣けものと一緒でしょう」

　目を逸らさず、俺は熊本に淡々と返す。熊本は怒いかり狂くるった様子で何度も壁かべを蹴けった。

　それはどこから来る感情なのだろう。俺たちの異常性か、何も出来ない自分たちの無力感か。熊本の怒りは、果てしなかった。

「……よく分かりました。私が部員になれなかった理由も、理解できない理由も。だから飼育部の友情は、絶対だったんですね」

　白丁花は全てを聞いた後、俺に向かって宣言する。

「この学校の悪党は、あなた達です」

「それはどうだろうね」

　クックックと、俺は笑う。白丁花の緩ゆるさが、愚おろかさが、たまらなく可笑おかしかった。

「この世に真実などない。あるのはただの事実と、それぞれに都合の良いい解かい釈しやくだけだ」

　悪党のセリフを口にすると、熊本が不思議そうな顔をする。

「お前、どうしてそれを──」

「夜月は全てを知っていました。彼女なら飼育部への攻撃の仕方も分かります。彼女を捕つかまえていただきたい」

　そう、全ての元げん凶きようは夜月だ。あいつさえいなければ、こんなことにはならなかった。

　だが、熊本は力なく首を横に振る。

「……無理だ。夜月には、新谷さんを殺せない。決定的なアリバイがある」

「なぜですか？」

　当然、警察も夜月のアリバイくらいは調べたのだろう。だが、何かトリックがあるに違ちがいない。もう名探偵になるつもりはないが、その程度は警察に解いてもらわないと困る。

「忙いそがしい仕事の合間を縫ぬって、黄き紗さ良らさんと夜月が遅い夕食を一いつ緒しよにとっている。テレビ局のスタッフと、マネージャーも証言した。あの夜、夜月が学校に行くのは不可能だ」

　しかし、俺の予想を遥かに超こえて、夜月のアリバイは完かん璧ぺきだった。







　眠ねむれなかった。

　夜なのは分かったが、寝ね付つけなかった。

　今後の見通しがまったく見えないこと、今回やってしまったことによる不安、恐きよう怖ふ。

　赤坂が「殺してやる」と呟つぶやき続けていたのが聞こえていたのもあり、頭がどうにかなってしまいそうだった。実際、赤坂からは人間性というものを既すでに感じない。彼女はもう、完全に壊れてしまっていた。

　事件については、何も考えられなかった。とても大事なことに気付いた気がするのに、それが思い出せない。でも、それで良かった。少しだけ、重圧から解放された気分にもなったからだ。今は自分の将来の方を心配するべきなのだろう。

　翡翠さんと佐藤に会いたかった。

　どちらとも、二人きりで。

　翡翠さんには、笑ってほしかった。あの人は達観したような口調で、今回の俺の失敗を的確に指し摘てきして、ニヤニヤと笑いながら「Ｊくんは下手へただね」と言うのだろう。それだけでいい、正解を与えてもらいたかった。

　佐藤には、全すべての後こう悔かいを聞いてほしかった。彼女は何も言わず、いつものように頷いたり、首を横に振ったりするだけだろう。それだけでいい、佐藤に傍そばにいてほしい。

　新谷は既に故人だ。灰賀は元気だろうか。

　そうやって回想に耽ふけっていると、俺は気付く。

　沢たく山さんの友人がいた。孤こ独どくだと思っていたのに、自分には掛かけ替がえのない友人がいた。

　それらを失ったのだと気付いてしまい、俺は声を殺して泣いた。




「泣くな、男だろう。自分の役割を見失うんじゃない」




　その声に気付き、鉄てつ格ごう子しの方を見ると、そこには服を着き崩くずした黒くろ髪かみロングの美女がいた。

「夜月……」

　どうやって、ここに入ってきたのだろう。熊本は知っているのだろうか。

　ずっと探していた人間が、目の前にいる。俺は鉄格子にしがみつき、手を伸のばすが、彼女には届かない。

「無様だな、十文字。自分が檻おりに入れられる気分はどうだ？　それが、お前たちのやっていた『飼育ごっこ』の本質だ。そんなことも教えないから、私は翡翠が嫌きらいなんだ」

　暗がりの向こうで、彼女はいつも通り、冷たい目で俺を見る。だが、その瞳ひとみは心なしか、憂うれいを帯びているようにも感じられた。

「──ここまでが全て、予定通りだ。全て順調に進んでいる」

「何だって……？」

　意味が分からない。こうなることすら、夜月は予測していたというのか。

「結果の後に、自分は分かっていたと言っても説得力に欠けるよ。デタラメを言っているんじゃないかね？」

「そういった解釈をしてもかまわん。事実の前には些細なことだ」

「私にとって、都合の良い考え方なだけだとでも？」

「それ以外に、言った覚えはないぞ」

　確かにそうだ。否定しない辺りは、俺の指摘も正しく思える。だが、夜月は些細なことと言い切っている。

　俺は囚とらわれの身だ。それが、ただの事実だった。

「真聞はほぼ完成した。次の章が埋うまれば終わりだ。お前はもう、先に進むことしか許されない。だが、真聞に書かれた後のことについては、何が起こるか未知数だ。そこには、もしかすると別の何か──思わぬ結末が残っているかもしれん」

　真聞。それを聞いて思い出す。

　夜月から先入観を全て取り払はらえば、彼女は一人の『記者』だ。何を目的としても、最終的に夜月のやりたいことは、真聞を書くことのはずである。

「夜月。なぜ、キミは真聞を書く」

　俺が尋たずねると、夜月は目を細める。

「お前は、ニュースがどこから来るものだと思う？」

「……分からない」

「教頭は育てると言い、黒田は作ると言い、そして翡翠は考えると言った」

「キミはどう思ってるのかな」

　俺が尋ねると、夜月は笑う。

「ニュースは在る。それだけで、それ以外でもない」

　ただ、淡たん々たんと夜月は答える。なぜ夜月が、こうして自分の前に現れたのか、俺は図はかりかねていた。意図する何かがあるはずだ。彼女は自分を、また陥れようとしている。

　……また？　違う、おかしい。彼女が俺に何をした？

　話をしただけだ。

「なぁ……、ひょっとして、俺は幻げん覚かくを見ているのか？　本当は夜月なんて存在はなくて、みんなして俺のことを騙だましているのか？」

「なぜ、そう思う？」

「お前と話す時は、いつも二人きりだ」

「クマさんが存在を証明しているだろう。ついにおかしくなったか。まだ早いぞ。さぁ、自分の役割を思い出せ」

「俺に役割なんてないよ。才能のない凡ぼん人じんだ」

「あるよ、探偵気取り。翡翠の掘ほり起こした、その仮面の下の化け物が」

　夜月は懐ふところから何かを取り出す。それは、ビデオカメラだった。




「時計の針が動きだす。次のページを捲めくれ。この先の展開を、私はずっと待っていた」




　そう言って夜月が、ビデオカメラの映像を再生する。そこに映っていたのは、数人の顔を知っている生徒と、佐藤の姿だ。

　それが用具室で起きた一連の『暴行』の映像であることに気付いた時、俺はやめろと夜月に吠ほえ続けた。




　５月６日（水曜日）




　翡翠さんが裏庭に来た時には、全てが終わっていた。

「やぁ。一人増えてるけど、何かあったの？」

　くすんだ虹にじ色いろに髪かみを染められた女子三人を、やっと解放した赤坂に翡翠さんは尋ねた。

「誰だれ？」

「飼育部の部長、翡翠師し匠しようだよ。師匠が来たということは、全て終わりさ」

　そう言っても、赤坂は翡翠さんから目を離はなさなかった。一挙一動を観察し、様子を窺うかがっている。

　佐藤が無言で頷うなずくと、翡翠さんは新谷の方へと歩み寄る。

「ようこそ、飼育部へ。転部の手続きは、ほとんど済ませてあるよ。ゴールデンウィーク明けからウチの部員だ。よろしくね、シンちゃん」

　新谷は震ふるえながら頷く。髪かみ型がたは、くすんだ虹色のベリーショートになっていた。

「おっ、いいね、思い切ったね。短い髪型も似合ってるじゃない」

「それは、そこにいる赤坂クンがやったことです」

「へー。今年入った特進生の子だっけ。ごめん、入学式は寝ねてたんだ。赤ちゃんさえ良ければ、今回の話は、他言無用にしてもらえると助かるんだけど」

　翡翠さんが話しかけると、赤坂は露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめる。

「……なるほど、こいつがボスっすか。その呼び方、やめてほしいんスけど」

「あ、そう。じゃあ、そのうち他ほかのあだ名を考えようかな」

　結局、翡翠さんは新しいあだ名を考えなかった。それが赤坂を怒おこらせたので、彼女は翡翠さんと言葉を交かわそうとはしない。

「さて、３Ｔの諸君。もう痛い目に十分遭あっただろうから、あたしから何かをすることはないよ。『名めい探たん偵てい』も、事件が起こらない限りは何もしない」

　その言葉を聞いて、竹中たちの固まった表情が、一いつ瞬しゆんだけ柔やわらかくなる。

「ただし、今日からキミたちを、あたしたちが飼育する」

　そう言って、翡翠さんは彼女たちのスマホを地面にバラバラと放ほうり投げた。

「電話帳と写真、フレンドリストにディフューズ、ＬＩＮＫも全てログを吸い出したよ。アカウントとパスワードをネットに晒さらして、もう３時間くらい経たったから。どんなことになったかは、開いてみてのお楽しみだ」

　何を言われたのか、理解できないらしい。彼女たちは目を白黒させていた。

「師匠も相変わらず、えげつないことをしますね」

「ＳＮＳの悪用っていうのは、本来はこういうものでしょ。元々、子供には過ぎたツールなんだ。良いい機会だから、そこのところ、しっかり勉強してもらわないとね」

　翡翠さんはわざとらしく肩かたを竦すくめた。俺はしゃがんで、竹中たちと視線を合わせる。

「忘れないことだ。キミたちは名前も知らない誰かに、ずっと監かん視しされている。覚えておくことだ。飼育部はキミたちを許さない。危害を加えてこようものなら、必ず、確実に、容よう赦しやなく破は滅めつさせる」

　そして俺は、ブルドッグパイプを咥くわえて宣告した。

「これが、我々の復ふく讐しゆうだ」




　９月14日（月曜日）




　留置所で、俺は眠ねむれない夜を明かした。

　出された食事を二回食べた。ということは、今は昼だろうか。時間の感覚さえも、曖あい昧まいになっていく。

　熊本が来た。

「……今日は何月何日ですか？」

　俺が尋ねると、彼は怪け訝げんそうな表情を浮うかべる。

「９月14日の月曜日だ」

「ゴールデンウィークは、いつ終わったんでしょう」

「何言ってるんだ？　もうシルバーウィークの方が近いぞ」

「じゃあ、灰賀が出発してしまいますね。みんなで見送りをしたかったんですけど」

　熊本は頭を搔かきむしって、舌打ちした。

「赤坂さんの身体からだの検査をしてほしいと、弁護士から頼たのまれてな。彼女を病院まで護送する。ついでに、お前さんもその頭を診みてもらってこい」

　そう言って、熊本は牢ろうの鍵かぎを開ける。

　俺は牢から出ようとしたが、身体が緊きん張ちようして、言うことをきかない。自分はこの牢から出てはいけない。それこそが、夜月の思うつぼだからだ。

「どうした？」

　熊本は不思議そうに首を傾かしげる。夜月から聞いたことを言ったら、自分は牢に入ったままでいられるのだろうか。いや、そんな子供じみた真似まねが通じる状じよう況きようではない。

　俺は、言われるがままに牢を出た。







　護送車に乗せられ、本田の運転で、俺たちは病院へ向かう。

　赤坂は、後部座席の方に、手足に五つの手て錠じようをはめられて拘こう束そくされて転がっていた。ぞんざいな扱あつかいだが、無理もない。

　俺の隣となりに座っている熊本が、タバコの煙けむりを吐はきながら語る。

「ここから先の質問は、俺たちの捜そう査さのために必要なことだ。お前さんは何も考えなくていい。ただ、参考になるかもしれんから意見をくれ」

「……はい」

　都合の良い話だ、と俺は思う。考えないことなんて、出来るわけがない。

「新谷さんが前にいたという中学校で、生徒が一人、飛び降り自殺をしている。だが、学校側は関かん与よを否定。ちょっとだけニュースになったが、その話題も一瞬で消えた」

　随ずい分ぶん前に、翡翠さんから聞いた通りだ。

「もみ消しがあったのでしょうか」

「それをこれから調べたいところだが、関連性が薄うすいから書類の申しん請せいも面めん倒どうでなぁ。癪しやくな話だが、先にネットの匿とく名めい掲けい示じ板ばんのログを本田に掘り起こさせた。ソースがそんなだから、適当に聞き流してくれ。俺らだって、そいつを本気で信じちゃいない」

「どうぞ」

　俺は話を促うながす。

「被ひ害がい者しやはＬＩＮＫでイジメを受けていた。表じゃ無視、裏じゃネットで罵ば詈り雑ぞう言ごん。居場所を失って、自ら命を絶った。それを指示した、リーダー格の生徒Ａがいたらしい」

「加害者は匿名、ですか」

　イラついた声で言うと、熊本が面倒そうに語る。

「睨にらむな、言いたいことは分かる。だから掲示板で、犯人捜さがしが流行はやったんだ。ちょっとした炎えん上じようだな。そこで名前が挙がったのが、木きの下したって生徒だ」

　木下？　知らない。

「……どこにでもいそうな名前ですね、心当たりはないですが」

「そいつは綺き麗れいさっぱり行方ゆくえをくらませた。俺は新谷さんが木下に関かかわっていて、口くち封ふうじにあったとも考えている。──そして、木下が翡翠さんじゃないかともな」

　予想外の言葉に、俺は目を丸くする。

「翡翠さんは、本名ではないのですか？」

「それを含ふくめてどっちも正体不明なのが、かなり厄やつ介かいでな。あの学校は、本当にワケが分からねぇんだよ」

　俺が、以前に教頭に言われた言葉を思い出す。

『学校は生徒のためにあるものであり、世間のためにあるものではない』

　あの人の言葉は、綺麗に聞こえる響ひびきがあったが、現実はまるで違ちがう。教頭は生徒の事しか考えていなかった。それ以外は、全すべて些さ事じだと吐き捨てた。本当に生徒の為ためなら、確かに教頭は『翡翠』すら作るだろう。

　しかし、どうでもいい。──そんなことは、どうでもいいんだ。

「熊本さん。今は何時でしょう」

　俺が尋たずねると、熊本は腕うで時ど計けいを見る。

「ん、そろそろ15時ってところだな。おやつでも食いたいか？」

「いえ。本当に時間通りなので、驚おどろきました」

「何だって？」

　熊本が聞き返す。

「エーミールが誰なのか。──もう、どうでもいい。探偵ごっこはここまでだ。やっぱり俺たちは、いつも通りにやるよ。最初から、そうすれば良かったんだ」

「お前、何を──」

　俺は咄とつ嗟さに頭を両手で守り、身体を丸める。

　その時だ。熊本の巨きよ体たいが、吹ふき飛んで車の中で回転した。

　俺は身を襲おそう衝しよう撃げきに歯を食いしばり、意識が飛ばないように耐たえる。その回転が収まった頃ころには、本田と熊本は頭から血を流して、意識を失っていた。

　俺は熊本の懐ふところを探さぐり、手錠の鍵を探す。赤坂の護送の際に、どこにしまっていたか見ていたので、簡単に見つかった。

　自分と赤坂の手錠を外すと、赤坂が逆さまになった護送車のドアを蹴けり破った。そこから二人で脱だつ出しゆつする。

　振ふり返ると、そこは惨さん状じようと化していた。住宅街を走っていたところ、軽トラックが真横から護送車に激げき突とつしたらしい。住人達が、驚いた様子で俺たちを見ていた。

　すると、プップッと、別方向から車のクラクションが鳴る。

　俺と赤坂は、そちらに目をやった。

「やぁ。地じ獄ごく行きに一番近い車だけど、乗っていく？」

　初心者マークの付いたボコボコの車の運転席から、顔を出したのは翡翠さんだった。
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　６月６日（土曜日）




「初はつ詣もうでに行こう」と、翡ひ翠すいさんにいきなり呼び出された。時季外れも甚はなはだしい。

　特別、用事があったわけでもない。ただ、その気があるなら事前に言ってほしかった。それくらいしか文句のなかった俺は、待ち合わせ場所に直行した。

　地元の氏神様にまずはお参りしなくちゃ、と翡翠さんが妙みようなことに拘こだわったので、待ち合わせ場所は近所の神社だった。小さな神社で、普ふ段だんは誰だれも来ないような場所だ。しかし、俺たちがくつろぐには丁度良かったのかもしれない。

　待ち合わせ場所には、既すでに新しん谷たにが来ていた。

「あっ。おはようございます、先せん輩ぱい」

「やぁ、おはよう。随分と早いね」

　俺はブルドッグパイプを弄いじりながら、新谷と挨あい拶さつを交かわす。この頃ころには、新谷は元気を取り戻もどしていて、俺たち飼育部の間では、割とよく喋しやべるようになっていた。

「少し早く来ただけですよ。先輩は、時間ピッタリですね」

「そういう主義なのさ。ちなみに師し匠しようは時間を守らない、絶対だ」

「ふふっ。言い出しっぺなのに」

「いつもそうなのだよ」

　そんな悪口を言っていると、翡翠さんと佐さ藤とうが、やっぱり遅ち刻こくして来た。

　二人とも着物姿だった。

「似合う？」

「ええ、もちろん。佐藤助手も似合っているよ」

　俺が褒ほめると、佐藤は少し顔を背そむけた。

「Ｊじえいくんは、袴はかまを着ないの？」

「そこまでガッツリした企き画かくだと、知らなかったもので。事前に言っていただかないと」

「男の子はお洒落しやれがラクでいいよね」

　翡翠さんは笑う。

「大体、６月に初詣なんて聞いたことがないですよ」

「今年初めてお参りしたら、それが初詣なんじゃない？」

「違うと思います」

「いや、どうせ合ってるって。クリスマスだって、イブイブイブくらいあるし」

　新谷が苦く笑しようすると、翡翠さんはもっともらしく語る。この人はいつも適当なのだ。

　行こうかと翡翠さんが言って、先導して神社の階段を登り始める。俺たちもその後に続いた。

「驚きましたよ。師匠が休日に活動するなんて、梅雨つゆ入りだし雨が降るかと思いました」

「シンちゃんが入部してから、特に何もしてないからさ。まぁ、あれだよ。ちょっとした厄やく払ばらいと、些さ細さいなお願いを兼かねてね」

　そんな話をしていると、ＬＩＮＫにメッセージが入る。
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　自発的に着るような性格ではない。佐藤は無言だが、恥はずかしいのだろう。

　神社に辿たどり着いたが、予想通り誰もいない。閑かん散さんとしていて、雨季ということもあり、少しだけ湿しめったような森の香かおりがした。

　四人で参拝する。翡翠さんは、とにかく形式に拘った。こんな誰もいないボロ神社だろうと、参拝の礼節を俺たちに教えて、それを厳守させた。

　全員が参拝した後に、おみくじを引く。翡翠さんが凶きようを引いた以外は、普ふ通つうだった。

「あ、そうそう。皆みんなは何をお願いしたの？」

　翡翠さんがそう言うと、新谷は唇くちびるを尖とがらせる。

「もう、部長、願い事は口に出すと叶かなわなくなるんですよ」

「あ、そう。あたしは、Ｊくんと恋こい人びとになれたら良いいなってお願いしたんだ」

「ちょ！」

　いきなり何言ってるんだ、この人。

「っと、口にしたら叶わないんだっけ。ごめんごめん」

「──謝らなくて結構。師匠は、私にはもったいないでしょう」

　俺が睨むと、翡翠さんはニヤニヤと笑う。全部を知ってて、噓うそをついている目だった。多分、願い事は他ほかにあるんだろう。

　そんな中でも、佐藤はマイペースに、おみくじの内容を真しん剣けんに読んでいた。

　俺の願い事は『このまま何ごともなく一年が過ぎてほしい』だった。結果論だけど、これは叶わなかったことになる。

　こんな時季の初詣に、意味なんてなかったのは分かっていても、つい思ってしまう。

　少しでも願いが叶うと思った俺が馬ば鹿かだった。

「さて、シンちゃん。今さらになるけど、キミは飼育部の部員だ。部員が滅めつ多たに増えない部活なのは、分かってるよね」

「……はい、そうですね」

　翡翠さんの挨拶に、新谷が表情を暗くする。

「あたしが作った部活なんだけどさ。残念なことにキミの代が来ちゃうんだよ。だから、あたしが卒業したら、次の部長はシンちゃんになってもらおうと思う」

「ええっ、どうしてですか！　普通は十じゆう文もん字じ先輩でしょう!?」

　新谷が驚いて首を横に振るが、俺も横から意見する。

「師匠とも話し合ったけど、私では無理だからさ。キミの代で潰つぶしてほしい」

「そんな……」

　佐藤も頷うなずく。誰も『飼育部』の存続を願わなかった。これはそういう活動だ。

「あ、そうそう。シンちゃんには『飼育部の教え』を、ちゃんと言ってなかったよね」

「聞いてないですけど……。そんな私に、次の部長が務まるとは──」

「シンちゃんの仕事は、何もしないことなんだ。だから、Ｊくんと佐藤ちゃんには徹てつ底てい的に向いてない。これは単純な役割の問題だよ」

　役割。翡翠さんも、この言葉をよく使っていた。灰賀から聞いた話になるけど、これは特進生の活動理念でもあるらしい。

　人には、それぞれ役割がある。

　才能というのは、ただの方便で、後から付けたような理由だ。重要なことは、決められた役割を全まつとうすることである。

　たとえ、どれだけ本人が望むまいと、役割は決まっている。

「飼育部の教え、その一。礼れい儀ぎを覚えること。最終的にこれだけしか役に立たないし、これだけ覚えれば何にでも通じる。それぐらい、礼儀って大事なことなんだよ」

　その中で翡翠さんは、マナーを重視した。法と呼んでもいい。

　法を犯おかさない限り、人は社会の中に居続けることが可能である。だから翡翠さんは、何かの構造を把は握あくし、法を見定める。

　そして、それを壊こわすことを生き甲が斐いとしていた。

「飼育部の教え、その二。困ったら相談すること。佐藤ちゃんが頷いて、Ｊくんが行動して、あたしが笑ってあげるからさ。そんな仲間を、これからは自分で作りなさい」

　さらに、自分たちに新しい法を設けた。これは更こう生せいの法だ。

　飼育部の人間は、安易に他人を信じることを避さける。それはそれで賢けん明めいだけど、楽しい人生ではないと翡翠さんは語って聞かせた。

「飼育部の教え、その三。これが重要なんだ。他はぶっちゃけ、どうでもいいからね」

　ここまでは、自分のための法である。守るのも守らないのも自己責任だ。

　最後の教えだけは、他者のための法となる。そしてそれは、飼育部が正気を保ち続けるために必要な合い言葉であり、大切な約束だ。

　だから翡翠さんは、ここだけは絶対に譲ゆずらなかった。

「飼育部の友情は絶対だ。あたしたちは、飼育部の敵を絶対に許さない」




　９月14日（月曜日）




　どうやら、うたた寝ねをしていたらしい。俺の意識が、次し第だいに覚かく醒せいしていく。

　夕暮れの車の中で流れていた音楽は、人間の歌う曲ではなかった。ヴァーチャロイドという、合成音声ソフトで作られた曲である。おそらく、ネットで流行はやっているのだろう。

「……今日は何月何日ですか？」

　運転している翡翠さんに尋たずねると、質問で返してきた。

「いつだと思う？」

「時季外れの初詣に行きましたよね」

「……ああ、行ったね。おみくじが凶だった。やっぱり今年はついてないなぁ」

　翡翠さんは大おお袈げ裟さにため息を吐つく。

「キミは金曜日、何を食べた？」

「……覚えていません」

「じゃあ、金曜日。いや、９月４日に何があった？」

「……覚えていません」

　言われてみると、存外に俺は何も覚えていないものだということを、思い知らされた。

「そんなものだよ。あたしだって忘れていた。史実だってそうだよね。二二六、五一五、そして９月６日」

「新谷の命日です」

「『禁じられた遊び』が、日本で初公開された日だったっけ。少なくとも、世間的に誰もが知る日ではないかな」

　どうでもいいことを、翡翠さんは捲まくし立てる。

　夜よ月づきの言った通りだった。俺と赤あか坂さかは護送車で運ばれ、15時に翡翠さんが強きよう硬こう手段をもって助けにくる。そんな計画を、俺は聞かされていた。

　翡翠さんは、軽トラックで護送車を横よこ殴なぐりにした後、自家用車に乗り換かえて俺たちを誘さそった。赤坂も話を聞いていたらしく、何も言わずに彼女の車に乗り込んだ。現在、赤坂は俺の隣となりの席で、イビキを搔かきながら爆ばく睡すいしている。

　俺たちのことは、もうニュースになったのだろうか。携けい帯たい電でん話わも没ぼつ収しゆうされ、音楽の流れる車に乗っていると、それらの情報は一いつ切さい入ってこない。

「ニュースを聴きかせてもらえませんか？」

「やだー」

　翡翠さんは音楽に合わせて、指でリズムを取りながら断る。

「嫌いやなことだらけの世の中だし、どうせなら好きな音楽を聴こうよ」

「ヴァーチャロイドはよく分からないって、前にも言ったじゃないですか」

「あたしは好きだよ。どんな産業も、ロボットに負けたら衰すい退たいしていく。一流を除けば、全すべてが三流以下になるって。誰だれが言ったんだったかな」

　ＳＦ作家の言葉だろうか。俺も聞き覚えはなかった。

「ちょっとした目標だったんだよ」

　スイングジャズ調の曲を聴きながら、翡翠さんは語る。

「夏休みの間に、免めん許きよを取ったからね。飼育部でドライブがてらに、シルバーウィークに小旅行に行こうと思ってたんだ」

　彼女は過去形で、淡たん々たんとその想おもいを語る。車に流れる曲は俺の気分に反して、アップテンポな曲ばかりだ。恐おそらく、翡翠さんも楽しい旅をしたかったのだろう。

　詳くわしくないので車種は分からないが、かなり速い速度で静かに走っていた。最近の良い車なのかもしれない。しかし、見た目がボロボロだったのでそれも分からない。

　翡翠さんらしい車だな、と俺はなんとなく思った。

「せっかく高速道路に乗ったんだし、飛ばすよ。そのうちジャンクションだから、そこでグルッと回って降りて街に戻もどろう」

　あの街に戻るのか、と思うと陰いん鬱うつになる。このまま、どこか遠くへ逃にげたかった。

「あ、そうそう。なにせ一週間ぶりの再会だしね。Ｊくんも聞きたいことがあるだろうし、どうでもいい情報から先に整理しちゃおうか。情報は取捨選せん択たくしないと」

　翡翠さんは冷静だった。あれだけのことをやってのけて、警察に追われているのに、いつものような飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさない。

　それがついに、俺をも不気味に感じさせた。

「どうでもいい情報、その一。二人を助けたのは、青あお山やまと取り引きした条件の一つだよ。あたしは、どうしても必要な情報があったから、彼からそれを聞き出した。その代わりに、彼はキミたちの身み柄がらを要求したんだ」

「逆ではないのですか？」

「期き待たいに添そえなくてごめんね。でも、考えてみてよ。Ｊくんの場合は、大人しくしていた方が、早く社会に復帰できたんだ。その機会を、あたしは台無しにしてしまった。一応、謝っておくよ。キミとは仲良くしていたしね」

　確かに、あんなことが起きても脱だつ走そうを考えずに、熊くま本もとたちを助けた方が、よほど自分の為ためになっただろう。

　それでも助けてくれて嬉うれしかったと言えない自分が、恨うらめしかった。

「どうでもいい情報、その二。てるてる坊ぼう主ずの正体は、あたしも知らない。今回の件では敵なのか味方なのか、まったく判断がつかなかった。お陰かげ様さまで、色んなことが後手に回っちゃったね。あいつには、そのうち一言文句を言ってやりたいところだ」

　少しおかしいとは思っていた。今回、驚おどろくほど翡翠さんは動きが摑つかめない。

　エーミールによるものかと思っていたら、てるてる坊主の仕し業わざでもあったらしい。だとすると、尚なお更さら奴やつの目的が分からなかった。

　翡翠さんがハンドルに付いていたリモコンのようなものを弄いじると、車内に流れていた音楽が変わり、雰ふん囲い気きがガラリと変わる。

　あまり馴な染じみはないけど、クラシックだろう。しかし、何度も聴いた、名前の分からない曲だ。不ふ吉きつな出だしで、特とく徴ちよう的なフレーズのあの曲。

　夜月の曲だ。

「これは、夜月の鼻歌の──」

「チャイコフスキーの『スラブ行進曲』。色んな演奏があるけど、ロンドン交こう響きよう楽がく団だんが良いいらしいよ。聴き比べたことはないけど」

「『スラブ行進曲』……？」

　そんな曲名だったのか、初めて知った。

「……さぁ、あたしの名めい探たん偵てい。推理を聞かせてよ。知っていることは全て答えよう。夜月には、今回の事件でほとほと愛あい想そが尽つきた」

　そう言って、黙だまる。

　これは、俺が『名探偵』としての役割を果たせたかどうかの試験なのだろう。もうどうでも良かったけど、他ほかでもない翡翠さんのリクエストなら仕方ない。

　俺が名探偵をするのは、これで最後だ。

「七人目の特進生『名無し』は、師し匠しよう──翡翠さんでしょう」

「そうだよ」

　はぐらかすこともなく、あっけらかんと翡翠さんは答える。そして、懐ふところからある物を取り出して、俺に投げ渡わたした。

　特進生しか持っていないはずの、特とく進しん棟とうのカードキーだ。

「凝こった演出もなく、分かりやすくてごめんね。でも、事実だからしょうがないじゃん。まさか、あたしが炙あぶり出されることになると思ってなかったもん」

「どうして、特進生なのに普ふ通つう科かに紛まぎれ込んでいたんですか？」

「授業をちゃんと受けて、進学したかったから。勉強は学生のうちにしないと」

　真っ当な理由だった。それが逆に不ふ審しんだった。

「……それだけじゃないでしょう」

「まぁね。前にも言ったけど、法律の問題だよ。何かが壊れるのを、外から見るだけじゃ、面おも白しろくないじゃない」

　面白くない。ただそれだけの理由で、彼女は生徒たちを飼育していた。そんな人間の、どこまでが普通なのだろうか。

「あなたは何の天才ですか？」

「その呼ばれ方が好きじゃないから、普通科に行ったのもあるね。自分に何か才能があるなんて思ったことはないよ。だから、あたしは『名無し』なんだ」

『名無し』、それが意味するところは何だろう。

「本名は、木きの下したさんですか？」

　思い切って、俺は尋ねる。翡翠さんは首を捻ひねった。

「その名前、どこで聞いたの？」

「熊本刑けい事じからですよ。新谷が通っていたという中学校にいた、いじめっ子だそうです。あなたがそうなのでは？」

「違ちがうよ」

「その言葉を、信用させられるだけの証しよう拠こは？」

「無いね。だから、解かい釈しやくはＪくんに任せよう。あたしを疑うのは構わないけど、時間の無む駄だとだけ忠告しておく」

　俺は鏡越ごしに翡翠さんの表情を窺うかがうが、そのポーカーフェイスが崩れることはまったくない。そういう人物であることを知っているし、相手も分かっている。

　仮に、彼女の言葉を信用しよう。次に聞くべきことは何だ。

「夜月は『名無し』の存在が公おおやけになってしまったことが、今回の事件の動機であると言いました。これについては、どう思いますか？」

「ふーん、あいつらしい言い方だね。確かに、どういうわけか、シンちゃんは『名無し』の存在を知っていたよ。夜月の連れん絡らく先さきを聞いたのは、『名無し』と会うためだったし」

「それで、私に理由を伏ふせたわけですか」

「まぁね。でも、その程度で友達を殺したりしないよ。だから、夜月がその言い方をした理由については、あたしも分からないな」

　否定はしないんだなと、俺は客観的に思った。翡翠さんにも、因果関係の有う無むについて絶対の解答は出来ないのだろう。一応、はぐらかされている可能性はあるが。

「で、肝かん心じんの犯人だけど。Ｊくんは誰だと思う？」

　その質問に、俺は淡々と答える。

「容疑者は三人だと思っています。まず、翡翠さん」

「はっはっは」

　話にもならない、とでも言いたげな適当な笑いだった。

「ただ、こうも易やす々やすと自分が特進生であることをバラすような人が、飼育部の仲間を殺す動機を持っているとは思えません。あなたの悪い部分を、私たちは知っている」

「案外、それ以上に何かが裏にあるのかもよ？　ついカッとなったとか」

「あなたがそんなに可愛かわいいわけないでしょう」

　俺がそう言うと、翡翠さんがクツクツと笑う。

「で、他には？」

「次に白はく丁ちよう花げですね。あいつが来てから、全てがおかしくなった」

「それは思ったんだけど、積極的に警察と関かかわろうとするものかな。それに、転校してきたばかりの彼女が、シンちゃんとどんな接点があったと思う？」

「翡翠さんなら、白丁花の裏くらいは取ったのでは？」

　そう尋たずねると、翡翠さんは頷うなずく。

「あたしはあの子が嫌きらいだから、最初から疑っていたよ。ただ、証拠も動機もなくてね。非の打ち所の無い優等生、それがハクちゃんだ」

　暴論だ。本人が聞いたら嘆なげくだろう。

「ハッキリと言いますね。なぜ、彼女が嫌いなのでしょう」

「胸も大きいし可愛いから。人間は自分より優すぐれているものが、本能的に嫌いなんだよ」

「特進生がそれを言いますか？」

「あたしって、嫌われてるじゃない」

　苦にが笑わらいするしかない。

　共に行動するようになって、白丁花が正義感に燃えるタイプだということは分かったが、それの暴走が殺人事件を招いたのだろうか。

「もう一人は……、言うまでもないか。こんな曲が好きな、悪あく趣しゆ味みな奴だ」

「夜月はアリバイがあるそうです。その日はテレビ局で、黄き紗さ良らと話していたとか」

「キーちゃんと？」

　翡翠さんは、意外とばかりに首を傾かしげた。

「あの子は今回の件で、どう関わっていたのかな。あたしも知らないや」

「……でも、もういいんです。そんなことはどうでもいいんだ。俺は新谷の死を悲しまなかった連中と、佐藤を見捨てた連中を許さない。全員、エーミールだ」

　俺が断定すると、翡翠さんはケラケラと笑った。

「あらら。もう投とう了りようかな、名探偵」

「俺にその役割は無理です。探偵ごっこはやめました」

　この言葉に、翡翠さんが笑いをやめて、冷たい声こわ音ねで尋ねる。

「また夜月に会ったの？」

　その質問に、俺は答えない。

「……そうかそうか。だから、あたしは夜月が嫌いなんだ。あたしが育ててきたものを、平然と横から奪うばう奴だから。本当にもう、ね」

　翡翠さんは少しの間、黙る。

　それなりに付き合いが長かったから分かる。翡翠さんは、激げき怒どしていた。これほど怒いかり狂くるった翡翠さんを見るのは、去年、佐藤の件で学級崩ほう壊かいを起こした時以来だろうか。

「ほら、見てごらん。すごいでしょ」

　翡翠さんに言われ、俺は車の外の風景を見る。

　道路が、空中で二重三重に交差していた。

　高速道路は、他の道路と交差する時にスムーズに進むために、端はしの車線を進むだけでグルリと空中を曲がり、別の道路にそのまま乗り換かえられるような構造をしている。

　これが高速道路の巨きよ大だい交差点『ジャンクション』だ。

「美しいよね」

　うっとりしながら、翡翠さんが呟つぶやく。

「現代って教会も城も必要ないから、面白い建物がないじゃない。高いタワーを作るか、自己陶とう酔すいの塊かたまりみたいなビルがほとんどだよ。でも、ジャンクションは本当に素す晴ばらしい。最初にこの構造を考えた人は天才だ」

　俺はそんな風に道路を見たことがなかった。言われてみればその通りだ。

　すると、翡翠さんはクツクツと静かに笑う。

「──ああ、なるほど。夜月はこれが見たかったのかもしれない」

「どういうことですか？」

　それは、悲しそうな笑えみだった。

「交差点だよ。その中心にいるのが、Ｊくんなんだ。だから、キミは四方から来る人と車の、どれが味方でどれが敵なのか分からない」

「……分かるようで、分かりません」

「今度あいつに会ったら、免めん許きよを取ることを奨すすめようかな」

　それきり、翡翠さんは黙ってしまった。交通案内に従って、三人の乗る車は高速道路で空を飛び、地上に降り立った。







　一いつ般ぱん道に降りて、ゆったりと元来た道を翡翠さんは戻もどる。

「Ｊくんは、あたしのことが好きなんでしょ」

　相変わらず唐とう突とつな質問に、思わず俺は目を丸くして翡翠さんを見た。

「キミがあたしを見る目はね、他の子を見る時と違って、可愛いんだ」

　聞いていて恥はずかしくなるような言葉を聞いて、こんな状じよう況きようだと言うのに、顔中が火ほ照てって熱くなる。なんでだろう、俺は翡翠さんのことを、尊敬していただけのはずだ。

「──俺にとって、サッカー部をやめた後の高校生活は惰だ性せいでした。でも、翡翠さんと出会って、自分の新しい役割を見み出いだしたんです」

「そうだろうね」

「あなたに出会わなければ、俺の怒りはあそこで終わっていたのかもしれない。ふざけた変人の名めい探たん偵ていという設定も必要なかったのかもしれない」

「まさかノってくれると、思わなかっただけなんだよなぁ」

　だが、俺は飼育部員として、今はここにいる。なぜだ、いつ辞やめても良かったのに。

「佐藤と出会えました。無口でＬＩＮＫだと変だけど、いつも俺と一いつ緒しよにいてくれる親友です。出来ないと思っていた、後こう輩はいが来ました。彼女を救い出せて、俺は初めて、自分に意味があったんだと思えるようになりました」

「それは、二人にとってもそうなんだと思うよ」

　──ああ、今気付いた。

　俺はやっぱり、大切なものを沢たく山さん与あたえてくれた翡翠さんが好きで、たまらなくて、この人のために人生を捧ささげようと思ってしまっていたんだ。人はこれを、恋こいと呼ぶのだろう。

　恋話か。この人と、こんな場面でするのか。

　悪い冗じよう談だんだ。ああ、ジョークだとしたら、誰だれが考えたのだろう。神様か、クソ野や郎ろうめ。

「……はい。俺は役割を与えてくれた、あなたが好きです」

「素す直なおでよろしい。シンちゃんも、それに気付いたから身を引いたんだ。まったく……。こんなことになる前に、さっさと告白しちゃえば良かったんだよ」

　まったく、当の本人が言うことじゃないだろう。でも、今、自分だけは正直でいたかった。

「シルバーウィークに予約した旅館は、二人部屋が二つでね。Ｊくんの部屋を隔かく離りして、夜にあたしから襲おそう作戦だったんだ」

　翡翠さんがいつものように、イタズラの種をニヤニヤと話す。そんなことをされたら、流石さすがの俺も気が動転したかもしれない。

　いや、これも冗談なのか？　もう、何も信じられない。

「はははっ。肉食系すぎでしょう。そんなことのために、免許を取ったんですか？」

「笑うなんて酷ひどいなぁ。これでも、珍めずらしく頑がん張ばったんだからね」

　翡翠さんが不満げに口を尖とがらせる。

「気に入った友人と思い出を作って、高校生活を満まん喫きつしたかった。年相応の恋をする程度に、あたしは普ふ通つうだ」

「でも、あなたは凡ぼん人じんとは違う特別な人間です。俺たちとは、何もかもが違う」

「そんなものは無いよ。キミと佐藤ちゃんのそれも、役割や才能なんかじゃない。ただのねじ曲がった病気だ。凡人であることを分かっている凡人という、質タチの悪い自意識過か剰じよう、遅おくれて目覚めた中二病。世間ではそれを、さとり世代って呼ぶのさ」

「……そうでしたね。あなたはそういう人だった」

　翡翠さんは、毒どく舌ぜつ交じりの超ちよう辛から口くちで、疲つかれ切った様子の俺を評価する。

　それはまったく否定できなくて、怒りを通り越こして感心するほどに、彼女の言葉は事実そのものだった。

「『目には目を、歯には歯を』の意味を、多くの人々が誤解している」

　翡翠さんは、ふとそんな言葉を口にする。

「やっぱりこれは、あたしじゃなくて、Ｊくんに向けられた言葉なんだと思うよ。そしてそれは、結果的に多くの人に当てはまった。雑誌の星座占うらないみたいなものだよね」

「誰にでも当てはまる、ということですか？」

「違ちがう。そうだと思った人間が、勝手に自分を変へん換かんして型にはめるんだ。多分それが、『ハンムラビの復ふく讐しゆう』なんだろう」

「どういう意味でしょう」

「変わり果てたルーツの一種だよ」

　どこかで、その言葉を聞いた気がした。でも、思い出せない。

　記き憶おくの糸が、スルスルと自分の手からこぼれ落ちるのを感じる。きっと、頭の中の大事な何かに、ポッカリと穴が空いてしまったのだろう。

「──翡翠さん。俺と付き合ってくれませんか？」




「復讐なら一人でやりなよ。あたしはもういいや」




　そういう意味じゃないのに。俺は肩かたを落とす。

　でも、その返答で良かった。たとえ、翡翠さんがわざと勘かん違ちがいしたのだとしても、俺は満足だった。

「まったくもう……。イタズラ好きの先せん輩ぱいに、無口な同級生に、慕したってくれる後輩という女子たちに囲まれていたなんて。キミはまるで、ラノベの主人公みたいだったよね」

　言われてみれば、その通りだ。俺は恵めぐまれた環かん境きようにいた。それが血の海と屍しかばねの山の上にある大地でも、俺にとっては最後の楽園だった。

「どこで間ま違ちがえたんでしょうね」

「あたしの手を取った辺りかな」

　じゃあ、最初からじゃないか！

　そう思い、俺は腹を抱かかえて爆ばく笑しようする。翡翠さんも声を上げて笑った。そんな翡翠さんを見たのは、初めてだった。

　やがて車は、繁はん華か街がいから少し離はなれた所にある、小さなビジネスホテルの前に到とう着ちやくする。ここまで来れば、既すでに警察が検問などの包ほう囲い網もうを作っていてもおかしくない。だが、仕組まれたように、このコースだけは穴があった。

　翡翠さんが車を停とめると、運転席から俺に振ふり返る。

「……ここ、どこッスか？」

　停車したことに気付いたのか、隣となりの赤坂が目を覚ます。

「残念、現実です」

「──死んでた方がマシだわ」

　翡翠さんのふざけた口調に、赤坂は眉まゆを顰ひそめた後、大きく伸のびをする。

「さて、キミたちと高飛びするのも悪くないけど。青山と取り引きしたから、それを反ほ故ごにできないんだ。青山の名前で部屋を予約してるらしいから、そこに行ってみて。メイドさんが待ってるんじゃないかな」

　ここで翡翠さんは別れるつもりらしい。あのデブは、一体何を企たくらんでいるのだろう。

「翡翠さんは、これからどうするんですか？」

　俺が尋たずねると、彼女は両手を頭の後ろで組んで宙を見た。

「あたしは交差点の真ん中に立つほど、自殺願望はないからね。見苦しく逃にげようかな。九州のことを調べたら、美味おいしいものが沢たく山さんあるみたいだし、ちょっと食べてくるよ」

　行き当たりばったりの逃とう避ひ行こうか。この人らしい。

　らしくないとすれば、逃げるのが南の方角という点か。翡翠さんなら、北に逃げると思っていた。容疑者はみんな、北に逃げるのだ。ミステリの鉄板だ。

　だから、彼女とはもう二度と会えないのだろうという、不思議な確信があった。

「もし、あなたが犯人だと分かったら、どこにいても追いかけて復讐します」

　俺がそう言うと、翡翠さんはニヤリと笑い返す。

「あ、そう。じゃ、元気でね。──十文字くんと遊ぶのは、本当に楽しかった。それだけは、神に誓ちかって本当だ」
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「俺もです。本当に、今までお世話になりました」

　そして、俺と赤坂は車を降りる。初めて普通に名前を呼んだ翡翠さんは、振り返ることもなく車を発進させて去った。

　俺は深く頭を下げた。

　仮かり初そめでも、良いい思い出を作ってくれたことへの感謝だった。さようなら、とは互たがいに言わなかったが。二人の関係は、これでいいのだ。




　これでもう、何もかもが終わったのだ。




　俺たちは、目の前の小さなビジネスホテルに入る。カウンターの受付の男に声をかけた。

「青山の名前で、予約を取っている者です」

　そう言うと、受付の男は名めい簿ぼのようなものを確かく認にんする。

「お待ちしておりました。お連れ様が、お先に部屋でお待ちです」

「……どうも」

　部屋の番号のついた鍵かぎを受け取ると、俺はその部屋に向かう。４０４号室、普通はわざと番号をずらしてでも作らない部屋だ。趣しゆ味みが悪い。

　俺がノックすると、部屋の中から女性が現れる。青山の部屋で見たメイドだ。

「青山に呼ばれたんだけど──」

　そう言い終える前に、中に入るように促うながされる。俺は部屋へと上がった。

　部屋にはベッドが二つあり、小さなテレビが置いてある。シャワールームも付いていて、寝ね泊とまりするだけなら十分の設備に思えた。

　俺と赤坂は、それぞれのベッドに腰こし掛かける。すると、メイドがノートパソコンを持ってきて、蓋ふたを開ける。少し操作すると、画面一いつ杯ぱいに醜みにくい脂し肪ぼうの塊かたまりが映し出された。

「こんばんは。二人とも、無事に脱だつ獄ごくできて何よりだ。檻おりの餌えさでは元気も出ないだろう。彼らに食事を与えてやれ」

　青山の命令にメイドは頷うなずき、部屋に置いてあった鞄かばんから弁当を取り出す。

「私は、脱獄する気はなかったよ」

「だが貴公は翡翠の車に乗った。よくアレに乗れたな、その勇気に敬意を示そう」

「それはどうも。しかし、分からないね。どうしてキミが、私たちを助けるんだい？」

「デブは動くのが嫌きらいなのだ。手勢が多いに越したことはない。今回は、社会から弾はじかれた知り合いが適任であるだけに過ぎん」

　翡翠さんと青山の間に、何らかの取り引きがあったのは間違いない。自分と赤坂を逃がすことに、それぞれどんなメリットがあったのか。俺は測りかねていた。

　俺たちが無心で弁当を平らげると、青山は本題に入る。

「さて……。今回の事件の影えい響きようが重大で、学校組織が改編されることになった。具体的に言えば、特進科がなくなる」

「……そうか。これだけ派手なことになれば、当然だろうね」

　そう口にしながら、俺は内心意外に思っていた。教頭なら、何を犠ぎ牲せいにしても特進科の制度を維い持じするという、信しん頼らいにも似た確信を持っていたからだ。それなのに、話があまりにも急すぎる。

　俺がそう言うと、青山は鼻で笑った。

「冗じよう談だんではない。この程度のことで、特進科が潰つぶされるのは業ごう腹はらだ。招待されて拠きよ点てんを移し、一方的に失うことになった信用が、いくらの損失になると思っている」

　青山の言い分は分からないでもない。相手の勝手な都合で損をすれば、誰だれだって頭にくるに決まっている。

　だから、青山は悪あく魔まじみた笑えみを浮うかべて、平然と語った。

「デブを怒おこらせると恐こわいのだ。とはいえ、もう決定は覆くつがえらない。ならばいっそ、我々の手で徹てつ底てい的に改編しよう。あの気にくわない学校を、再建不可能なレベルまで潰す」

「乗った」

　赤坂が即そく答とうする。青山は、満足げに頷いた。

「十文字はどうかね？」

「好きにしてくれ。私には関係ない」

「エーミールを釣つり出す、と言ってもか？」

　その言葉に、俺は振り返る。

「……そんなことが出来るのか？　警察も、まだ捕つかまえていないような奴やつだよ」

「深く考える必要はない。簡単な話だ。奴の狙ねらいは一体何だ？」

　そう聞かれて、俺は思い返す。エーミールの行ったことは、新谷の殺害、黒くろ田だの部屋の放火、赤坂の失しつ墜つい。

「──統一性がないと思うのだがね」

「事象で考えるな。最初に明言しているではないか、悪党に復讐すると」

「新谷と赤坂クンが、悪党だというのかい？」

　思わず、俺は眉を顰める。

　二人とも知り合いだから断言できるが、多少の問題を持っていたとしても、殺されたり破は滅めつさせられたりするほど、彼女たちが罪深いとは思えない。

「言ったはずだぞ、要は基準の問題だ。エーミールの考えはともかく、二人は何かの基準を超こえたのだろう。それが何かは分からないが、裏を返せば、ありとあらゆる悪逆を尽つくすことで、誰だれでもエーミールの狙う悪党になる資格を得られる」

　一いつ瞬しゆん、何を言っているのか分からなかった。

　だが、やがて理解が追いついていく。そうだ、奴の狙いが悪党なら、それを利用して釣り出すことも可能だろう。例えば、極きよく端たんな話──

「……俺に、悪党になれって言うのか？」

　俺が悪党になれば、探していた相手から勝手に来てくれる。

　俺に対して、復讐をするために。

「いや、大悪党だ。これまでのような、ちっぽけなスケールでモノを考えるんじゃない。人を飼育した程度で、悪人を気取るのは地味だぞ。もっと大きな騒さわぎを起こそう。この世の悪の何たるかを、世間に知らしめようではないか」

「……でも、無理だ。そんなこと、俺に出来るわけ──」

「フハハッ！　学生を数人半殺しにしたことは、犯罪と思わないのか？」




「当たり前だ、殴なぐられたんだぞ！　だから殴り返した、何が悪い!?」




　青山の言葉に釣られ、俺は激げつ昂こうする。ふと我に返り、自分が何を口にしたのか悟さとる。

　赤坂の目は据すわっていて、青山の視線は冷たいものだった。

　これが俺で、この程度が俺だ。

　クソッタレの悪党なんだ。

「……見苦しい。これ以上偽ぎ善ぜんぶるな。証しよう拠こ、証言、動機。貴公には不必要だろう。その歓かん喜きを満たせ。快楽に酔よいしれろ。役割を間違えるのは、罪深いことだぞ」

　役割。かつて翡翠さんも夜月も、その言葉を使った。

　俺は考える。自分の役割はなんだ。

　そう、名めい探たん偵ていと決めたのだ。自分の暴走を、少しでも防ぐために。

「名探偵は謎なぞを解く。でも、名探偵は裁かないんだ」

　それが理想だった。小説やドラマの名探偵は、悪党の謎を解く。あとは警察に任せて、普ふ段だんは事務所で退たい屈くつな毎日を送る。

　夢だ、理想だ、妄もう想そうだ。

「何だそれは、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。何も気にせず身勝手に徹底的に裁け。『復ふく讐しゆう者』、それが貴公の本来の役割だ」

　そんな小さな望みを、青山は些さ事じのように踏ふみ潰す。

『復讐者』。

　ああ、それだけは駄だ目めだ。そんなことは許されない。なのに、どうしてだろうか、頰ほほが緩ゆるんで、喉のどの奥から笑いがこみ上げてくる。

　笑ってはだめだ。受け入れてはならない。それは、人の道に反している。

「……復讐はいけないことだ」

「しましょうよ」

「しようじゃないか」

　赤坂と青山が言う。天才の二人が、凡ぼん人じんの俺を誘さそう。




『復讐なら一人でやりなよ。あたしはもういいや』




　新谷は死んでしまった。初めて、俺が守ることが出来たのに。

　佐藤が襲おそわれてしまった。俺が守ってやらないと何も出来ないのに、彼女は数の暴力に遭あったんだ。俺は、間に合わなかった。

　だからこそ、復讐が必要なはずだろう。なのにあの人は、アッサリとそれをやめた。

　飼育部の友情は絶対なのに。こんな中ちゆう途と半はん端ぱなものが、全すべての終わりだっていうのか？

　そうじゃない。そうじゃないはずなのに、翡翠さんは答えを教えてくれなかった。

　──だったら、自分で探そう。

　この道の答えを。俺たちがやるべき、復讐を。

　すると、メイドが大きな旅行鞄を取り出し、それを開く。俺が覗のぞき込むと、そこには新しいスマホと、数丁の銃じゆうが入っていた。

　恐おそる恐る、俺はそれを手に取る。無骨で重い、力の象しよう徴ちようだった。──問答無用の力だ。

「ボ召ナしペ上テがィれ」




　どうせ俺はクソ野や郎ろうだ。これまで集めた蝶ちようの標本も、もう見たくない。




　復讐をしよう。飼育部の友情は絶対だ。

　正論なんてどうでもいい。俺はただ、ただそれがしたかったんだ。
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　９月15日（火曜日）




　俺がホテルの部屋に戻もどった時に、赤坂はいなかった。彼女の方がやることが多いから、当たり前だろう。俺はテレビを点つける。

　とりあえず、ニュースに切り替かえた。




『──最新の情報です。神楽かぐら咲さき市の私立高校で、また暴行事件が発生しました。９月６日に起きた殺人事件から始まり、これで事件は６件目となります』




　図はかったようにタイミングが良いい。試ためしに他ほかのチャンネルに切り替えてみるが、ニュース番組は全て、高校で起きている連続事件の話題でごった返していた。

　俺は元のチャンネルに戻す。一応、モザイク加工がされているものの、簡単に特定できる目立つ母校が映っていた。




『多数の生徒に危害を加えた17歳の少年と、16歳の少女は、護送中に発生した事故に便乗して脱だつ走そう。行方ゆくえが分からなくなって、一日が過ぎようとしている』




　編集されたＶＴＲに、ナレーターの聞きやすい音声とテロップが付けられる。自分の事を言われているという実感が、まだ湧わかない。




『……ご覧ください。この裏庭は、最初の殺人事件が発生した現場ですが、このように、壁かべ一面に落書きがされています。これは今朝、学校関係者が気付いたもので、昨晩までは何もなかったそうです』

『そこに浮かぶのは、ＥＶＩＬの文字。最初に起きた殺人事件で、現場に残されていたメッセージと同じものだ。これは、逃とう走そうした二人によるものだろうか？』




　そうだよ、と俺は独り言を呟つぶやく。




『そして、こちらが下げ駄た箱ばこです。──異常、という以外の表現が難しい光景ですね』

『下駄箱にも、大量のＥＶＩＬの文字が刻まれている。生徒の一部がパニックに陥おちいり、学校は一時、騒そう然ぜんとなった』

『髪かみとか変わってたから、（○○だと）ぱっと見じゃ気付かなかったんですけど。朝から普ふ通つうに登校してて「あれ？」ってなって。いきなりスプレー缶かんで落書きし始めて。怖こわくて誰も近寄れませんでしたよ！　鼻歌歌ってるし、すごく気持ち悪かったです』




　電話が鳴り、俺は相手を確かく認にんして取る。

「ニュースを見ているが、首しゆ尾びはどうかね？」

　青山からだった。

「帽ぼう子しを脱ぬいで、髪型を変えるだけで、一回くらいはバレないもんだな」

「あれが目立っていたし、似合わなかったからだろう」

　ハッキリ言ってくれる、と俺は苦く笑しようした。

「我が輩はいには、どうにも理解できないのだが。この落書きに、何の意味があるのだ？」

「下ごしらえみたいなもんだ。今日という一日は、これに徹てつする」

「なるほど、それは大事だな」

　俺はあくまで普通を装よそおい、学校に堂々と侵しん入にゆうして、校舎のアチコチに『ＥＶＩＬ』の文字を書いて歩いた。警察も、まさか学校に戻ってくるとは思わなかったのかもしれない。熊本がいたらアウトだったかもしれないが、彼は入院中だと確認済みだ。

「エーミールが文字を遺のこすのは、いつも犯行後だった。今回は逆に犯行予告として使う。それに、そこまで無差別じゃない。サッカー部の部室、体育館、俺のクラス。誰だれでも、俺がやったと思うだろう」

「事実、貴公の犯行だろうが」

　鼻息を荒あらくする青山を、俺は宥なだめる。

「刷り込むんだよ。これでエーミールは俺になった。でも、あんなに自己顕けん示じ欲よくの強い奴が、俺に騙かたられて黙だまっていられるはずがない」

「ほぉ、合が点てんがいった。そうやって貴公を狙わせるのだな」

　強ごう引いんだが、これは効果が期待できる。エーミールは、俺に罪を被かぶせて逃にげるような奴ではない。間ま違ちがいなく、何かしらの形で反はん撃げきを考えるはずだ。

「だが、親類縁えん者じやを狙う可能性もあるぞ」

「あっても無理だろ。警察とマスコミが張り込んでる。直接的な手段は使えない」

「親不孝者め」

「悪党だからな」

　俺は笑う。

「しかし、貴公も面おも白しろいことを考える。まさか、赤坂も『てるてる坊ぼう主ず』に仕立て上げるとはな。おかげで、街中が大おお騒さわぎだ」

「作りやすい変装で助かったよ」

　赤坂に頼たのんだのは、てるてる坊主の格好をして、街の各所に出しゆつ没ぼつしてもらうことだった。変装道具の一式は、青山に手配を頼んだ。

　彼女が奴やつと同等の動きが出来ることは、確認済みだ。それなら、広く顔が知られている以上、同じように変装させた方が手っ取り早い。

　これも同様の効果があった。これまで、学校内でしか目もく撃げきされなかったてるてる坊主が、街へと飛び出したのだ。俺と一いつ緒しよに逃走中ということも含ふくめて、てるてる坊主は赤坂だと世間に刷り込ませる。

　両者とも、本物しか刷り込みがされていることに気付かないだろう。だから、本物の方も何かしら動く他ない。

「下ごしらえは終わったのだろう？　それで、料理は何が出てくるのだ？」

　楽しげに尋たずねる青山の声を聞き、俺は懐ふところに手を伸のばす。だが、そこには何も無い。

　名探偵のブルドッグパイプは、押おう収しゆうされたままだった。

「本格的に動くのは、明日だ。俺が犯人ならそうする」

　行進する。ただ復讐のために前へと進む。




　９月16日（水曜日）




　早朝。情報通り、彼女は一人で歩いていた。俺は彼女の前に立ちはだかる。

「やぁ、竹たけ中なかさん。久しぶりだね」

　俺が声をかけると、彼女は悲鳴を上げて後ずさる。

「じゅ、十文字さん……。本当にあなたが、エーミールなんですか？」

「ああ、私も色々と終わりだ。だから、最後に一ひと花はな咲さかせようと思ってね」

　後ずさった竹中が、固い何かにぶつかる。そこには、てるてる坊主が立っていた。

「ひゃああぁぁっ！」

　彼女は腰こしを抜ぬかして、その場にへたり込む。

「本来なら、キミもターゲットの一人だが。私はキミが、心から謝罪をしてくれたことを知っている。だから、今回は見み逃のがそう。ただし、一つだけ頼みを聞いて欲しい」

「た、頼み……？」

　困こん惑わくした様子で、竹中はオウム返しに尋ねる。

　だから、俺は端たん的てきに頼んだ。

「スマホを寄よ越こせ」







　こうして、俺たちは各学年につき、一台のスマホを手に入れることに成功した。喫きつ茶さ店てんで彼女たちのスマホのロックを解除し、そのままＬＩＮＫを起動する。

　俺は多用しないが、ＬＩＮＫにはグループ機能が搭とう載さいされている。

　学年やクラスにつき一つのグループが作られていて、学生はそこで情報交こう換かんを行うのが今の主流だ。ちなみに、俺は誘われていないので入ったことがない。

　その中は、俺たちに対する噂うわさや、誹ひ謗ぼう中傷で溢あふれていた。

　その程度で傷ついていたら、生きていけない。言葉だけの世界は極寒で冷れい酷こくだ。

　俺はそれらのログを全て吸い出し、別形式で保存する。関連する部活グループや、その他も全てだ。

　全学年の主なログを吸い出した俺は、それを各ネット掲けい示じ板ばんや、マスコミの問い合わせ先に一いつ斉せいに投下する準備を行う。そして、それらに全て同じ文言の言葉を添そえる。




「『目には目を、歯には歯を』の意味を、多くの人々が誤解している。これからぼくは、この学校に関かかわる悪党に対して復ふく讐しゆうを行う。たとえ神が許しても、ぼくはきみを許さない」




　最後に『ＥＶＩＬ』と付け加えることも忘れずに、俺は送信ボタンを押した。

　スマホのバッテリーカバーを外しながらトイレに入り、それらを便器に投げ込んで流した後、俺は喫茶店を立ち去る。

　街頭テレビで、緊きん急きゆう速報が流れ始める。逃走中の少年から、犯行予告が届いたという報道が流れ、多くの人々が振ふり向いた。




『犯行予告には、ＳＮＳでのやり取りが添てん付ぷされており、その中には、逃走中の少年たちの誹謗中傷が数多く書き込まれていました。先生、これは──』

『まぁ、最近はＬＩＮＫでのやり取りで、トラブルが起こることも増えていますからね。えっと、中傷と言いますか。こういうものを見てしまうと、私でも傷つくことがありますよ。これを犯人が直接送りつけてきたということが、少し恐こわいですね』

『えー、最新情報が入りました。警察が緊急の会見を行うようです』

『警察の責任問題も、強く指し摘てきされていますからね。一刻も早く、事件が解決することを願うばかりです』




　これで、世間の多くの人々が、復讐者の存在を知ることになった。

　校舎の落書き程度じゃ、誰だれにも伝わらないんだよ。こういうのは、結局のところ分かりやすさが重要なんだ、エーミール。

　ニュースは育て、作り、考えるものだ。だが、何より、在ることが知られていなければ意味が無い。

　行進する。ただ復讐のために前へと進む。

　待っていてくれ、新谷。もうすぐだ。

　お前が死んだという事実が、世界にとって無意味ではなく、とても大事なことだったんだと、俺が証明してやる。







　俺は用心深く、学校の下見に行った。

　学校の周辺には報ほう道どう陣じんが押し寄せていて、警察により厳げん戒かい体制が敷しかれている。その中で、生徒たちが続々と早退を始めていた。

　俺は青山に電話をかける。

「様子はどうだ？」

「フハハッ！　中々に見物な茶番だった」

　青山はゲラゲラ笑いながら報告する。

「スマホを奪うばわれた、例の三人だが。全員が揃そろって吊つるし上げられていたぞ。ＬＩＮＫは電話番号で登録されているからな、個人情報の大量流出で大混乱だ」

「ネットの反応は？」

「良いい具合に焼けているぞ。元々、社会の弾はじかれ者や、自己主張の塊かたまりの巣そう窟くつだ。貴公への同情票は少ないが、それ以上に、生徒達へのバッシングの風潮が高まっている。あの高校出身だとは、口が裂さけても周囲に言えないだろうとも」

　青山の機き嫌げんは非常に良かった。彼の望みは、学校を完かん膚ぷなきまでに潰つぶすことだ。それに、これだけの騒さわぎになれば、教頭の顔に泥どろを塗ぬりたくることが出来る。

　俺にとっても、それは都合が良かった。

「ああ、そういえば。灰賀が見知らぬ女子と共に、我が輩はいを訪ねてきたぞ」

「灰賀か……」

　これだけの事態になれば、彼も動くだろう。一緒にいた女子は、白丁花だろうか。

　──全すべてを奪えば、彼の栄光も無くなるのか。そう思うと、少しだけ寂さびしくも思ったが、その迷いは一いつ瞬しゆんで消えた。

「貴公の居場所の情報が欲しいと、頭を下げられてな。今、調べている最中という話になっている。次の拠きよ点てんを用意するから、少し待て。赤坂にも連れん絡らくをする予定だ」

「下手へたに断っても、怪あやしまれるだけだな。分かった。赤坂とは、これから合流する」

　頃ころ合あいだろう。どちらにせよ、そろそろ移動するつもりでいた。

「合流？　次は何をするのだ？」

「ＬＩＮＫのログの内容が、思っていた以上にキツくてさ。ハートがズタズタになった」

「貴公が言っても、ただの面白い冗じよう談だんだな。それで？」

　決まっているだろう。俺は笑う。

「宣言通り、復讐するんだ。心臓ハートをズタズタにし返してやる」

　電話を切ると、赤坂がやって来た。

　早退中の目標を見つけた俺は、赤坂と共に後を尾つける。







　かつて、俺はサッカー部に所属していた。俺は中学生の頃ころから、エースストライカーとして活かつ躍やくしていた。

　とはいえ、チームスポーツだから、全体のレベルが低ければ結果を残すのは難しい。中学時代では、県予選の決勝で敗れる程度の結果に終わった。

　だから高校に入ったら、今度こそ全国を目指すんだと、俺は意気込んでいたんだ。

「お願い、します。許してください、十文字さん……」

　赤坂に腰をへし折られ、身動き一つ取れなくなったかつての友人──サッカー部の主将を、俺は見下して言う。

「俺がそう言って助けを求めた時に、お前は何をしたか覚えているか？」

　そう尋ねると、彼は全身を貫つらぬく痛みに嗚お咽えつを上げながら、首を横に振る。

「目を逸そらしたんだ。特訓という名目で、俺が先せん輩ぱい達にリンチされているのを、お前らはただ黙だまってみていた。俺の足が痙けい攣れんした時には、一緒に笑った」

　結果、俺は腰を致ち命めい的てきに痛めた。高校一年の夏休みだった。

　左足は痺しびれ、右足は感覚がない。

　リハビリと投薬の末に、何とか日常生活を送れる程度に回復したが、今でも走ることは禁じられている。

　俺の選手生命はそこで終わり、嘆なげく俺の手を摑つかんだのが翡翠さんだった。

「俺は翡翠さんと一いつ緒しよに、先輩たちを一いつ掃そうした。二年生のお前が、こんな時期から主将をやれている理由はそれだろう。でも、気が変わった。お前も俺と同じ目に遭あうべきだ」

「次は俺が標的にされたかもしれないんだ、しょうがないだろ！」

「だから今、お前が標的なんだよ」

　こいつにばかり、時間をかけられない。次は佐藤の敵かたき討うち、次はバレーボール部、見て見ぬ振りをした教師。

　まだだ、まだこんなに沢たく山さんの悪党が世の中には残っている。

　行進する。ただ復讐のために前へと進む。

「病院に担かつぎ込まれるような奴やつには、全員に伝言を頼たのんでいる。間ま違ちがえずに、確実に伝えてくれよ」

　俺がそう言うと、身動きのとれない主将の首を強ごう引いんに持ち上げ、赤坂が笑う。

「学校に来い、黒田。アタシがあんたを殺してやる」







　青山の用意した新しい宿は、前よりも少し狭せまかった。赤坂はシャワーも浴びずにベッドに寝ね転ころがり、イビキをかき始める。

　テレビがあったので、点つける。またニュースがやっていた。

　神楽かぐら咲さき市で、凶きよう悪あくな通とおり魔ま事件が多発しているらしい。いまだ被ひ害がいを抑おさえきれない警察に、非難の声が殺さつ到とうしていた。

　電話が鳴る。

「今日はもう、一いつ切さい外出するな。警察がかなり大規模な捜そう索さくを始めたぞ」

　青山がのんびりした声で警告する。

「予告通り、無差別の傷害事件に発展したんだ。今夜が正念場なのは分かってる。ここはどれぐらい大だい丈じよう夫ぶなんだ？」

「今夜だけだ」

　流石さすがに青山の権力でも、これが限界かと気が沈しずんだが。むしろ、今までが予定通りに進んでいるだけマシだ。

「そう上手うまくもいかないか……。やっぱり、明日にはケリをつけよう」

「ついにか」

「ついに、だ」

　全ては、この時のための準備だった。

　出てこい、本物のエーミール。俺はお前に復讐がしたいんだ。

「高校生らしく、久しぶりに登校するよ」




　９月17日（木曜日）




　昼前。俺と赤坂は、二人で学校の校門に向かって歩く。

　校門には、警備として警察官が二人立っていた。その二人が、俺たちに気付くと、無線に向かって何か話す。

　応おう援えんを呼んだのだろう。だから何だ。

　学校に入ろうとする俺たちに、警察官が立ちはだかる。彼らが制止の言葉をかけようとした瞬しゆん間かんに、赤坂が駆かけた。

　鳩尾みぞおちに一いち撃げきで一人を倒たおすと、その男の頭を摑んで、もう一人に向かって投げつける。大人の男が二人、格かく闘とうゲームの雑魚ざこキャラのように吹ふき飛んだ。

　俺も、そんな雑魚には一いち瞥べつもせずに校内に入ろうとする。

「動くな」

　振ふり返ると、そこには車から降りてきた熊本が、銃じゆうを構えて立っていた。これまでの相手とは違ちがい、彼は犯人逮たい捕ほのためなら躊躇ためらいのない刑けい事じだった。

「……二人とも、両手を上げろ。暴行の現行犯だ、逮捕する」

　赤坂が動こうとするが、俺はジェスチャーで止める。熊本を少し観察した。

　事故に遭ったのが、中年には効いたのだろう。包帯を頭に巻いていて、足あし下もとのバランスが微び妙みように悪い。熟練の刑事とは思えない発はつ砲ぽう体勢だ。しかし、それでも彼は撃うてる。狙ねらい通りに当てられる。経験から生まれる自信だろう。

　赤坂はともかく、俺はひとたまりもない。そこが、逆に隙すきになる。

「熊本さん、邪じや魔まをしないでくれ。やっとエーミールに会えるんだ」

　そう言って、俺は無造作に熊本に近寄る。

「本物を動かすために、こんな馬ば鹿かな真似まねをしやがったのか」

　新谷を殺した犯人が俺ではないという確証が、熊本にはあったのだろう。彼は俺がエーミールを騙かたっている意図に気付いているようだった。

「そんな事をしても無む駄だだ。黒田も来ない。もうお終しまいなんだよ」

「それなら連れて来い。まだ始まってもいないんだから」

　発砲音。

　俺の足下の道路に、少し凹へこんだような穴が空いている。

「お前さんを追い詰つめた俺に責任がある。俺を恨うらめ。だから、馬鹿なことをするな。もうやめるんだ」

　熊本の説得に、俺は笑う。なんだかんだ、面めん倒どう見みの良いおっさんなのかもしれない。

　そう思いながら、俺は懐ふところから銃を取り出す。

「……冗談だろ。オモチャって言ってくれ」

　熊本の表情に、驚おどろきと焦あせりが生まれる。

「使い方は習ったよ。安全装置も外してある。弾たまの数はそれなりだ。本物は重いな」

「素人しろうとがそんなもの持つな。どうせ当たらねぇぞ」

　瞬間、俺は一瞬で熊本の懐に走り込む。隙と迷いと困こん惑わくが、熟練の刑事の懐を無防備にした。

　その腹に向かって、俺は二発、弾だん丸がんを撃ち込む。

　熊本は血を流し、膝ひざからその場に頽くずおれた。

「こうすれば当たる」

　熊本の手から銃を奪い、それも俺は腰こしに挿さす。

「青山の言う通り、クマは最初からいたッスね」

「すぐに応援が来る。職員室に行こう」

「うっす」

　短いやり取りをした後、俺と赤坂は普ふ通つう科かの校舎に進む。

　目指すは、一階の職員室だ。

　まだ授業中ということもあり、廊ろう下かには誰だれもいない。職員室の扉とびらをノックせずに開く。数人の教員がいた。

「すみません、遅ち刻こくしました！」

「お前、十文字！　ど、どうして……」

　たまたま、担任の佐さ久く間まが職員室にいた。

　俺は無言で彼に近づき、至近距きよ離りで銃じゆう口こうを彼の頭に向ける。

「……噓うそだろ？」

「佐藤のイジメを無視した件を、私が忘れたとでも？」

　響ひびき渡わたる銃じゆう声せい。佐久間の身体からだが倒れ、他ほかの教員が恐きよう怖ふの悲鳴を上げる。

「結けつ婚こん式しきに呼ばれたら、死体になるのはあなただった。都合の悪いことは、みんな覚えていないものだね。当人は忘れたことはないよ、ただの一日もだ」

　俺は佐久間の死体を蹴けり転がす。

「赤坂、教頭を確保しろ」

　俺の指示で、赤坂は職員室の奥にある教頭室に向かう。

　赤坂が鍵かぎのかかった教頭室の扉を素す手でで破は壊かいし、部屋の中に踏ふみ込むが、舌打ちして出てきて首を横に振る。逃にがしたか、こればかりは自分の運が悪い。

　頃ころ合あいだろう。流石に生徒たちも、今の銃声で異常に気付いたはずだ。

　俺は佐久間の携けい帯たい電でん話わを取り上げ、連れん絡らく網もうに使われる一いつ斉せいメールを送信した。




件名「放送室に来い、エーミール」




　その瞬間、各所で悲鳴が聞こえ始めた。

　非常用ベルが、けたたましく鳴り始めた。

　俺と赤坂が廊下に出ると、一年生の数人がこちらに走って逃げてきたが、赤坂の姿を見て立ち止まる。そんな生徒達に、俺は銃口を向けて、一発撃った。

　生徒達は狂きよう乱らんした様子で、踵きびすを返して反対方向へ逃げ出す。

「確かに、当たらないな」

　そして、俺は銃を片手に、放送室のある三階へ行進する。

　階段から、怒ど濤とうの勢いで生徒達が降りてきて、俺と赤坂に向かって走ってくる。

「っるっせーんだよ!!」

　赤坂は手近な教室の扉を引き千切ると、それを彼らに投げつける。

　先頭にいた生徒の身体はくの字に折れて、後ろの生徒を巻き添ぞえにして吹き飛んだ。

　一いつ瞬しゆん止まった生徒たちの中へ、赤坂が駆ける。

　彼女は両手で二つの頭を摑んではぶつけてかち割り、腕うでを摑んで数人を巻き添えに地面へと叩たたきつける。棒状のもので殴なぐりかかってきた生徒から武器を奪うばい、それを腹部に突つき刺して、三人ほど貫かん通つうさせた。

　この時点で、誰も赤坂に向かってくる者はいなくなっていた。中には恐怖のあまり、失禁する生徒もいた。

　俺は赤坂が作った道の中央を、ゆっくりと歩いていく。

「人殺し……。人殺し！」

　誰かがそう言った。

「殺さなければ何をしてもいいと思うから、俺たちがやらなきゃいけないんだ」

　行進する。血を踏み、肉を踏み、ただ復ふく讐しゆうのために前へと進む。

　放送室の前まで来たが、施せ錠じようされていた。赤坂が職員室で奪った鍵をねじ込むが、開かない。誰かがここに立てこもっている。

「赤坂、頼たのんだ」

「うっす」

　赤坂は首を捻ひねり、手足の柔じゆう軟なんをすると、意識を集中させる。

　腰を据すえて、気合いを込めた。

「ハァッ！」

　掌しよう底ていを放ち、爆ばく音おんが響く。一発で、頑がん強きような扉が変形した。

　相変わらず、ふざけた力だ。これを天才と呼ばないなら、何だと言うのだろう。たとえ、人工の産物でも彼女は化け物だった。

　更さらにもう一発で、扉が砕くだける音がする。扉だけではなく、何かしらのバリケードを築いているなという確信があった。

「ウラァァァァッ!!」

　赤坂が気合いの一撃を放つと、ついに扉が吹き飛び、テーブルの破は片へんが入り口から零こぼれてくる。バリケードに使っていたのだろう。

　俺が先に放送室に入った。

「……やめてください、十文字さん」

　白丁花が、放送室の機材を背に立ちはだかった。

　俺が銃を構える。

「邪魔──」

「こんなことをしたって、誰も帰ってきません！　あなたはもう終わりです！」

　銃口を向けても、白丁花は黙だまらない。彼女は手元で、マイクのスイッチをオンにしていた。この会話は、学校中の生徒に筒つつ抜ぬけになっている。

「何をしたのか分かっているんですか？　どれだけの人を傷つけたんですか？　無実の人を巻き込むなんて最低です！」

「全員が飼育部の関係者だ、復讐されて当然の連中だった」

「それをする資格は、あなたにありません」

　俺は笑う。

「誰にでもあるんだよ。復讐する権利が。復讐する欲よく望ぼうが。平和の陰かげで、どれだけの人間が足場になっていると思う？　もう限界なんだ。見て見ぬフリをする奴やつすら、俺は憎にくくて仕方がない。飼育部を見捨てた奴らと、元の居場所を奪った奴らが許せない」

「気持ちは痛いほど分かります。それでも、あなたのやっていることは間ま違ちがってる！」

　白丁花は叫さけぶ。

「こんなの、ただの八つ当たりじゃないですか。やられた分だけやり返すなんて、結局不可能なんですよ。あなたと私は違います。だから、同じ価値のものを代わりに差し出すことなんて無理なんです」

「それでも復讐しないと、俺たちは何も得られないんだ」

「そんなの、とっくに度を越こしてるじゃないですか。復讐が無限に続くものだからって、相手を徹てつ底てい的に潰つぶしたら、それはただの行きすぎた暴力です。人が人に下す刑けい罰ばつの範はん疇ちゆうを、どうしてあなたは、そんなに簡単に逸いつ脱だつできるんですか？」

「失ったものは戻もどってこないんだ。その言葉をそのまま返すよ。同じ価値のものを代わりに差し出せないなら、自分で選んで、同じように奪うしかない」

「だから、復讐はいけないことなんです！」




「その言葉を盾たてに、お前らが笑って、俺たちが泣いてるんだろうが!!」




　俺は発砲する。

　弾丸は明後日あさつての方へ飛び、跳ちよう弾だんの音が放送室に響く。

「……新谷が死んだんだぞ。それなのに、何で何も変わらないんだ。だったら、俺たちが変えるしかないだろ」

「──それで気が済むなら、私を殺して、全すべてを終わらせてください。あなたと行動して教わったのは、そういうことです」

　そして白丁花は何も言わず、目を瞑つむる。俺は一歩ずつ近づいた。

「聞こえているんだろう、エーミール。悪党はここにいるぞ、早く来い。俺はお前に復讐しに来ただけなんだ」




　だが、そこに一人の生徒が割り込む。




「……やめてくれ。佐藤」

　白丁花を守るように、顔に包帯を巻いた佐藤が前に出て、両手を広げた。

　引き金にかけた、俺の指が震ふるえる。

　驚いた様子で、白丁花が叫ぶ。

「佐藤さん！」

　だが、佐藤は何も語らない。頑かたくなに、その場から動かない。

「俺、撃うつのが下手へたなんだよ。当たったら怪け我がするぞ、なぁ、どいてくれ。そうだ、一いつ緒しよに復讐をしよう。お前の嫌きらいな佐久間も、ちゃんと殺したぞ。親友だろ？　今度こそ、俺がお前を守るよ。だからさ、ほら──」

　全てを捨てたつもりだった。

　もう、未練なんてなかった。

　それでも、佐藤の悲しそうな目を見てしまい、俺の意志が砕けそうになる。

「やめろ……。やめろよ、そんな目で見るな。それは、俺がお前に向けた目だ……」

　佐藤は鏡だ。だから分かる。

　佐藤は、俺のことを憐あわれんでいた。

「やめろおおおぉぉぉぉ!!」

　俺が引き金にかかった指に力を込める。

　トントンと、壁かべをノックする音が聞こえた。ドアが破壊されているからだろう。俺は、視線だけそちらに向ける。




　そこにいたのは、てるてる坊ぼう主ずだった。




　奴は無言で手招きして、廊ろう下かへと出る。赤坂がそれに応じた。俺もそれに続く。

「……お前がエーミールなのか？」

　俺が尋たずねても、その人形は何も語らない。

　一呼吸置いて、赤坂が吠ほえる。

　一瞬で肉にく薄はくした赤坂の拳こぶしを、てるてる坊主は恐おそるべき動体視力で受け流す。赤坂のハイキックをしゃがんで避よけると、軸じく足あしを払はらった。

　頭から落ちた赤坂は、そのまま首で体重を支え、コマのように回転して怪かい物ぶつに蹴りを叩き込こむ。怪物が距きよ離りを取り、赤坂が立ち上がった。

　そんな馬ば鹿かな。あれが人間同士のやることか？

　仕切り直しで、赤坂の掌底が吸い込まれるように怪物の胸を目がけて放たれる。だが、怪物はその掌底を、あろうことか正面から受け止め、その伸のばされた腕の上に乗った。

　赤坂が一いつ瞬しゆん呆ほうけた隙すきに、怪物は彼女の頭を摑つかむ。それを放送室前の廊下の壁に叩きつけて、彼女を窓から放ほうり投げた。

　赤坂の身体からだはそのまま宙を舞まい、彼女はてるてる坊主に向かって中指を立てる。

　そして、校舎の三階から地面に落下した。




　──負けた。堕おちたとはいえ、世界チャンプが負けた。




　てるてる坊主が、俺の方を見る。俺は銃じゆうを構えるしかなかった。

　たとえ当たらないとしても、こうする以外の行動が思いつかなかった。

「お前は何なんだよ！」

　俺はたまらず、叫ぶ。

「全部、全部がお前のせいで台無しだ！　俺はただ、復讐がしたかったのに！　新谷の敵かたきを取りたかったのに！　どうしてだよ、なんで俺の邪じや魔まばかりするんだ！」

　何でもいい、俺は返事を聞きたかった。

　それなのに、奴は俺のことをジッと見つめるだけで、無言だった。

　そして、てるてる坊主は俺を無視し、赤坂を投げ捨てた窓から、自身も飛び降りる。

　後を追う気にはまったくならなかった。こんな状じよう況きようでも、奴は無事に地面に降りたっているのだろう。

　俺は若じやつ干かん放心した状態で、放送室を覗のぞき込む。

　中には、誰だれもいなかった。

　俺がてるてる坊主に気を取られている隙に、白丁花と佐藤は逃にげ出したのだ。

　後を追うように、俺は階段へ向かう。だが、直感的に危機を感じて、俺はその場に倒たおれ伏ふす。すると、警官隊が怒ど濤とうのように俺の脇わきを走り抜ぬけていった。

　……もう駄だ目めだ。時間切れだ。

　これまでどれほどの罪を重ねたのか、途と中ちゆうから数えていない。俺を待っているのは、極きよつ刑けいという名の復ふく讐しゆうだ。

　俺は夢中で逃げ出す。何処どこにもアテがないが、逃げるしかない。

　多くの生徒がしていたように、俺もそれに交ざって、這はうようにして、どこへともなく顔を伏ふせて進んだ。




　こうして、俺の短い復讐劇は幕を閉じた。




　９月？日（？曜日）




　寝ねていた。俺は、目を覚ます。

　いや、これは夢の続きなのだろうか。今日は何月何日だ？

　確か、えっと、えっと。

　俺は復讐をしたんだったっけ。

　でも、誰に復讐ができたんだ？

　夜月が憎かった。黒田は怪あやしい。灰賀は夜月と組んで、俺を裏切っている。

　翡翠さんは好きだけど特進生だ。白丁花は嫌いだ。青山はデブだ。赤坂は馬鹿だ。

　佐藤は──

　佐藤は──

　新谷の敵を、一緒にとろうと約束したんだ。親友だから、あいつを守ると決めたんだ。

　そうだ、まだ自分は生きている。捕つかまってもいない。飼育部の友情は絶対だ。

　手元には銃だってあった。弾だん丸がんもある。まだ、戦える。飼育部の友情は絶対だ。

　スマホを懐ふところから取り出すが、電池切れだった。

　情報も得られない。音楽も聞こえない。

　俺の胸に残っていたのは、虚きよ無む感かんだった。何かをやり遂とげたでもない。何かが終わったわけでもない。区切りの一つもついていない。

　でも、全てを失った。それだけは分かった。

「復讐はいけないことだ」

　俺は呟つぶやく。

「復讐は新しい憎しみを生み出すだけだ。永遠にそれは連れん鎖さする。誰かが断たち切らないといけない。それに、新谷はそれを望んでないし、復讐なんてただの自己満足だ」

　そう、自分に言い聞かせる。

「それを鵜う吞のみにするほど、俺は愚おろかじゃない」

　首を横に振ふる。

「誰だって、傷つけられたら嫌いやだろ。友達が殺されたら、どうしたらいいんだよ。復讐がいけないことなら、やられっぱなしじゃないか」

　喉のどが渇かわいて、声がかすれる。それでも、言わずにはいられない。

「やられっぱなしは嫌だから、嫌だってことが言いたくて、ただそのために行動したら、悪党扱あつかいされるなんて酷ひどいだろ。どうして復讐は悪者で、犯人は許されるんだ？　なんで、名めい探たん偵ていはその答えを教えてくれないんだよ」

　そこへ、見知った顔が通りかかる。

「……佐藤」

　俺は、彼女の前に姿を現した。

　ボロボロのみすぼらしい格好だったけど、構わない。彼女が無事なら、それで良かった。力が湧わいてくる。俺はまだ戦える。

「復讐をしよう」

　俺は佐藤を誘さそう。

「こんなことになった全てに、復讐しよう。相手が泣いて謝ったって、罪が消えるわけがないんだ。俺たちの手で裁こう。それが、俺たち飼育部の友情だろ？」

　佐藤は俺をジッと見た。

　頼たのむ。いつものように、ただ静かに頷うなずいてくれ。

　それだけで、俺は良いいんだ。







「そうか、そうか。つまりきみはそんなやつなんだな」







　──え？

「復讐はいけないことだと語れる奴やつが、正気のわけがないだろう。そんな作り物にも気付けないから、テキストは何も伝わらないんだ」

　この声は、聞いたことがある。でも、どこにいるんだ？

「所しよ詮せん、事実の前には何も意味を成さない。十文字、お前は主人公でも名探偵でもない。今回の『エーミール事件』の犯人である、復讐者の一人だ。世間はそう思うだろう」

　なぜか、その冷たく威い圧あつ的な言葉は、佐藤の口から発せられていた。

[image: ]

　そう言って、佐藤は鞄かばんの底から、長い不気味な黒くろ髪かみのウィッグを出して被かぶる。

　眼鏡を外し、視線を鋭するどくして、彼女は俺を嗤わらった。

「これが、今回の真聞である『ハンムラビの復讐』だよ。哀あわれな探偵気取り」

　そこにいたのは、特進科三年、『真聞部』の夜月だった。







[image: 終章　復讐完了　Ⅱ]







　これは復讐者の物語である。

　ゆえに、復讐が中心の話題となるが、この事件は復讐を賛美するでもなく、復讐を否定するでもない。

　ただ、そこに復讐者がいた。事実はそれだけだ。




『飼育部』と『復讐者』の物語は、これで終わりだ。

　しかし、彼の視点から得られる情報だけでは、この事件の全ぜん貌ぼうを摑むことは不可能だろう。それほどに、エーミールと悪党の騙だまし合いは、事件を複雑化させたのだ。




　なぜ、十文字はエーミールになれなかったのか。

　そもそも、エーミールとは何だったのか。




　それは偶ぐう然ぜんの産物でもあり、結果的に必然でもあった。事実を積み重ねていった当然の帰結と言えるだろう。

　語られ続けてきた『役割』。これもまた、事実の前には些さ細さいな概がい念ねんに過ぎない。




　この世に真実などない。あるのはただの事実と、それぞれに都合の良い解かい釈しやくだけだ。




　分からないと、ブラックボックスに入れてはならない。

　分からないと、目を逸そらしてはならない。




　では、本来のスタート地点である、エーミールの「犯行予告」から物語を再考しよう。





真聞『ハンムラビの復讐』から抜ばつ粋すい　夜月　　
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